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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。
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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼女はいわゆる化物と呼ばれる存在だった。

　少女の姿をしているけれども、四百年ぐらい生きている。

　彼女は自分の眼めが嫌きらいだった。

　嫌いで嫌いで、思わず抉えぐりだしたくなるぐらい。

　彼女の赤い眼は、人を操あやつることができた。

　惑まどわして、誑たぶらかして、跪ひざまずかせることができた。

　彼女はいつも一人だった。

　ひとりぼっちで、静かで、灰色だった。

　ゆえに彼女は求めていた。

　自分の寂さびしさを埋うめてくれる人を。運命の相手を──。




＊＊＊




「つまらない」

　どこかで誰だれかが、静かに目を覚ましたわびしい夜の下。

　ルーマニアの山の奥の奥の奥。

　木々がひしめき合い、寄り添そいあうようにしながら広がっている森は、まるで人を迷わせて惑わせる迷めい路ろのようだった。

　人々が暮らす街のざわめきと光が届かない、排はい気きガスで汚よごれていない夜空の下に、その城はあった。

　山の斜しや面めんに沿うようにして建てられた、古くさい城。

　叩たたけばぽろぽろと表面が崩くずれてしまいそうな石造りの壁かべは、たくさんのツタが張りついている。

　もう何百年もそこに建っているような──森ができた頃ころからずっとそこにあるかのような、そんな存在感であった。

　そんな城の中。

　昔ならばこの城の城主が座っていただろう絢けん爛らん豪ごう華かな椅い子すに、一人の少女が座っていた。

　銀ぎん髪ぱつの少女。

　背せ丈たけは低く、ふりふりしてひらひらした、フリルとレースがふんだんにあしらわれた、白と黒のオセロみたいなゴスロリドレスを着ている。

　腰こしの辺りまで伸のびた月夜に映はえる銀色の髪かみを、椅子の腰かけに垂らしている。

　一度も日を浴びたことのないような、きめ細やかな白磁のような肌はだ。薄うす暗ぐらい部屋の中で、長い濡ぬれたまつげの、赫かつ々かくとしたルビーのような瞳ひとみが妖あやしく光る。

　まるで椅子の上に、精せい巧こうな人形がちょこんと座らせられているようだった。

「ねえ、あなた」

「はい」

　彼女は誰かに声をかける。

　冷ややかな、つまらなそうな声だった。

　彼女の前には一人の男が跪いている。両りよう膝ひざを床ゆかについているその姿は、まるで神に赦ゆるしを願う信者のようだ。

　男の名前を、彼女は知らない。

　男が誰かも、彼女は知らない。

　いや、名乗っていたような気もするけど、彼女はもうあんまり覚えていない。

　悪エヴ魔アン祓ジエ伐者リカルとかなんとか名乗っていたような気がする。

　確か、ここらの地域に縄なわ張ばりを持っている化物退治の専門家がそういう名前だった。

　まあ、どうでもいいことだ。名前を知ってなにかあるわけでもない。

　彼女の眼。赫々とした──彼女の中を流れる血をそのまま映しているような眼を見たものは、男だろうが女だろうが王族だろうが下民だろうが、人間だろうが動物だろうが、それこそ化物妖よう怪かいの類たぐいだろうが、今目の前にいる男のようにひれ伏ふす。

　彼女の言うことに逆らおうとはしないし、なんでも言うことを聞く。

　面おも白しろいことをしろと言ったら、道どう化けのように面白そうなことをするし。

　死ねと言ったら死ぬ。

　そこにいるのはもう『誰か』でもなく、言うことを聞くだけの『木偶でく』だ。

　彼女は白けた顔で、目を細める。

「あなたみたいなのは、もう私は何千人も見てきた。化物を倒たおすのだと意気込んで、私の前に現れたと思ったら、そうして跪いている。ひれ伏している。変わらない。面白くない。つまらない」

　最後の方は投げやりな口調だったが、それでも男の表情はひどく紅潮しているようにみえた。もう、声をだすだけで喜びそうな雰ふん囲い気きだった。逆に、なにも言わなくてもそれはそれで喜びそうだった。

　冷ややかな目を、男に向ける。

　男は顔を紅潮させたまま、ぶるりと全身を喜びで震ふるわせた。

　気持ちわる。

　彼女は本心からそう思った。

　冷ややかな目はいつの間にか、潰つぶれたゴキブリを見るかのような目に変わっていた。

「それで、あなたは。数千人目のつまらない男は、私を喜ばせてくれるのかしら？」

「はい、もちろん」

　男は頷うなずき、彼女の近くまで寄ると、手に持っていたものをうやうやしく差し出した。

　それは一冊の本だった。

　タイトルは日本語で書いてある。見たことのない本である。

「へえ。ふうん。まあ、面白そうね」

「それはよかったです。なにせこれは、遠く日本からわざわざ取り寄せた本でして、この国では発売されておらず──」

　男は嬉うれしそうに本についての情報を語ろうとしていたが、その口はすぐに止まった。

　なぜなら、その首に一筋の赤い線がはしったからだ。

　鮮せん血けつが舞まい、男の体からは力が抜ぬける。手から滑すべり落ちそうになった本を、彼女はしっかりと片手で取る。もう片方の手の爪つめは真っ赤になっていた。

　男の両の目は驚おどろいたように見開いて、そして嬉しそうにとろん。とした表情に変わった。

「褒ほう美びよ」

　彼女は椅子から腰を少しあげ、首筋をくすぐるように舌を這はわした。つつつ。と流れる血を拭ぬぐい、代わりに蛞蝓なめくじが通ったような光る筋が残る。

　拭った血を口の中に含ふくみ、ワインのテイスティングをするかのように舌で転がす。

「まあ、及きゆう第だい点ね」

　かぷり。

　彼女は男の首筋に牙きばをたてた。そこから溢あふれる血を吸い取り、舐なめ取っていく。

　吸いつく音と舐める音が静かな部屋の中を満たしていく。

　男の顔色は次し第だいに悪くなっていくが、その表情はどんどんと満たされていくように緩ゆるんでいく。体が重力に敵かなわなくなっているようだった。

「ぷはっ」

　男の首筋から口を離はなす。濡れそぼった口を手首で拭った。腹の中に満ちた多幸感に意識が向いていて、倒れる男には目すら向けなかった。

　転がっているかつて男だったものを放置して、彼女はさきほど手に入れた本を読むことにした。

　それはいわゆる少女漫まん画がと呼ばれるものだった。

　恋れん愛あいに主題を置いたものが多く、実際、彼女が手に持っている少女漫画も恋愛モノだった。

　運命の人との出会い。仲良くなる。デート。彼からのプレゼント。食い違ちがいによる喧けん嘩か。仲直り。告白。どれもこれも、彼女ができないことだらけだった。

「……羨うらやましい」

　彼女は思わず呟つぶやいた。

　いつの間にやら、彼女は漫画を読むのに没ぼつ頭とうしていた。じっくりと、時間をかけて細部に至るまで読み尽つくす。満足の吐と息いきをもらしたのは、数時間経過してからのことだった。

　素す直なおに、面白かった。だから彼女はとあることに気づいて、戦せん慄りつする。

　自分が持っている少女漫画はこれしかない。という事実に。

「……行くしかないわね」

　日本に。

　少女はおもむろに立ちあがると身み支じ度たくを整え、おおよそ四百年振ぶりに、古城からでることにした。服や荷物の入ったバッグを両りよう肩かたにかけた少女は振り返る。

「いってきます」

　誰もいない古城からは、無音が返ってきた。彼女は少し寂しそうな顔をして、扉を閉じた。

　こうして銀髪の少女──ルーミア・セルヴィアソンは、日本へと渡わたった。
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　ルーミア・セルヴィアソンが古城からでて、日本に渡ってから数ヶ月が経過した。

　彼女は未いまだに、日本にいた。

　それは別に、日本の漫画の多さに目移りしていたとかそういう理由ではない。

　いや、確かにそれもあるけれども。

　しかし、そんなことよりも面めん倒どうな事態に遭そう遇ぐうしてしまったのだ。

　敵と出会ってしまったのである。

　陰おん陽みよう師じ。彼らはそう名乗っていた。彼らは皆みな、白しろ装しよう束ぞくを着ていた。

　まさか、こんな遠く遠くの、極東の小さな島国にまで自分の情報が届いているとは思ってもいなかったルーミアは彼らが襲おそいかかってきたときには驚いたものだった。

　しかし、驚くだけ。驚いただけ。

　彼らの顔を視し認にんしたときには、彼らは自分たちで用意していた、奇き妙みよう不可思議な模様が書かれたナイフを、自分の首に突つき刺さしていた。

　これでお終しまい。だと、思っていたのだが、彼らはルーミアを退治することに全勢力を傾かたむけるつもりらしく、今となっては国外に脱だつ出しゆつすることも面倒になってしまった。

　決して強くはないが、鬱うつ陶とうしく、厄やつ介かいな、まるで蚊かのような奴やつらだと、ルーミアは評価している。そんなこんなで、今もまだ、彼女は日本に留とどまっている。

「困ったわね……」

　ぽつり、とルーミアは呟いて空を見上げた。

　満月から少し欠けた月が黒で塗ぬりつぶされた空にある。空気は冷たく、吐はく息は白い。

　周りには誰も歩いておらず、家の中からする小さく控ひかえめな音を除けば、静かだ。

　騒さわがしいことは好きではない。だから、この状じよう況きようは決して悪いことではない。ただ、良くもない。

　ぐぎゅるぅ。と腹の音が静かな夜道に響ひびいた。

　誰も聞いていないとは分かっているものの、ルーミアは頰ほおを少し紅潮させて俯うつむいた。

　彼女はもう二週間ほど、血を吸っていなかった。

　二週間の断だん食じきならぬ断血は、さすがに体の調子をすこぶる悪くする。

「ああ、喉のどが渇かわいたわ……どうしてこんなにも、人が歩いていないのよ。夜出歩く人はこんなにもいないものなの？」

　だらんと、ルーミアは行ぎよう儀ぎ悪く長い舌を垂らして、赫々とした瞳で、誰も歩いていない薄暗い道を睨にらんだ。

「こんなになるのだったら、もっと早くに動いていれば良かったわ……」

　ちなみに、彼女の歩いている道の向こう側には、ネオンきらびやかな人通りの多い道があるのだけれど、彼女はそちらの方に向かおうとは露つゆほども考えていなかった。

　理由は四つ。酒臭くさい。脂あぶらっこいおっさんばっかり。明るいところは苦手。人通りが多すぎて目もく撃げきされてしまうかもしれないから。

　だから彼女からすれば、この薄暗い道を一人で歩いている若い健康そうな人がいたら最高なのだけれど、残念ながらそんなうまい話があるわけもなく、彼女は数十分もの間、この道をふらふらと歩き回っている。

　ぐるるるる。と再び腹が文句を言ってくる。

「……むう」

　しかたない。

　気は惹ひかないけれど、むしろ引いているけれど、ゴミがたくさん落ちている路地裏に潜ひそんで吐きに来る酔よっ払ぱらいを待つか、と考えられる策の中で、もっとも気が乗らなくて、最悪な案を実行しようかと思った時だった。

　どん。と。

　誰だれかとぶつかった。

　曲がり角から現れたその存在に、ルーミアは不覚にも気づくことができなかった。

　ゆっくりと倒れながらルーミアはそのぶつかってきた存在を見る。

　ひょろりとした男だった。背が高く、体に肉がついていない。

　長身瘦そう軀く、瘦やせぎすという言葉に手足が生えているかのようだった。

　しかし、それでも一応背せ丈たけから鑑かんがみるに成人男性であるのは確かなようで。

　成人男性と年とし端はもいってなさそうな少女。

　そんな二人がぶつかれば、よろけて倒れてしまいそうになるのが、どちらなのか、誰の目から見ても明白だった。

　ぶつかった衝しよう撃げきで、ルーミアの体は大きくのけぞって、銀色の髪かみが地面に垂れる。

　しかし、倒れることはなかった。

「おっと」

　するりと腰こしにまわすように伸のばされた腕うでによって支えられたからだ。

　体が腰を中心にして摑つかまれているのを感じた。

　ぐん、と持ちあげられる。往年のロックスターが構えるマイクスタンドみたいに、ルーミアの体は斜ななめに支えられていた。

　ひょろりとした青年の顔が鼻先にあった。

　切り揃そろえられた、白しら髪が交じりの黒髪。青白い肌はだに、目の下に濃こいクマがある。不ふ摂せつ生せいの極きわみ。といった感じの見た目をしている。

　顔が近い。ルーミアの顔は一気に紅潮した。

「あれ」

　と、青年は言う。まるでなにかに気づいたような声こわ色いろだ。

　もしかして、今いま更さらぶつかったことに気づいたのだろうか。

「あの、降ろしてくれる？」

「ああ。ごめんごめん」

　青年はルーミアを立たせてから、一歩離れた。口元を緩めてはいるものの、それはまるでマネキンの笑え顔がおみたいで、ルーミアは少しばかり違い和わ感かんを覚えた。

「ケガはない？」

　青年が話しかけてきた。抑よく揚ようのない、面おも白しろみもなにもない口調だった。

「こんな時間に、こんな小さな子が歩いてるなんて思ってなくて。見えない足元に注意が向いてなかったんだ」

「そこまで身長差ないでしょう!?」

　いや、確かにかなり身長差はあるけれども。三十センチ物差し一つ分ぐらいは優にあるけれども。それでも、小学生と大学生でも、なんとか視界には入るはずだ。多分。

　ルーミアはつばを飛ばさん限りに激げつ昂こうしたが、青年は謝る素振りすら見せず、どこ吹ふく風といった感じである。

　改めて、ルーミアは青年を一いち瞥べつする。

　適当に選んだ、安くて動きやすそうな服装で、片手にはビニール袋ぶくろを持っている。コンビニに立ち寄った帰りだろうか。少なくとも、健康的な生活を送っているようには見えない。

「……まあ、空腹には替かえられないわね」

「ん？」

「なんでもないわ」

　ルーミアはひらひらと手のひらを振って、青年を雑にあしらう。

　人によっては、というか、殆ほとんどの人が好意的な反応は見せられないような行動に、しかし青年は、特になにか言げん及きゆうしたりはしなかった。

　代わりに。

「それにしても、こんな夜よ更ふけにどうして外に？　きみみたいな小さな女の子が一人で出歩いていていい時間帯ではないと思うんだけど」

　なんて、至し極ごく当然な注意をしてきた。

　確かにこんな時間帯──時計の針がてっぺんを越こえたような時間に、ルーミアのような女の子が一人で歩き回っているのは、不自然極まりないものだろう。

　たとえ彼女が、四世紀ほど昔からずっと生きていたとしても、今は小さな少女の姿なのだ。そういう風にお叱しかりを受けても仕方ない。

　小さいとか言われたけど。今回だけは我が慢まんしよう。

　そんなことよりも先に、食事にありつきたい。

「私はルーミア」

　だから彼女は、右手を胸にそえて、体にしなをつくりながら自己紹しよう介かいをした。

　意味はあるのかと問われると少し困る。これは彼女にとっての流儀ルーチンみたいなものだ。

「ルーミア・セルヴィアソン」

「それがきみの名前？」

「ええ」

「なるほど、よろしくね」

「いただきます」

　青年は頭をさげた。ルーミアはその首に両手を回すようにして、己おのれの口に近づけるべく引っ張った。青年は少し前のめりによろめく。

　匂においはしなかった。首筋に唇くちびるをつける。異様に冷たかった。まるで死体に接せつ吻ぷんをしているみたいだった。一度首を舐なめてから、牙きばを突きたてた。

「え？」

　青年の驚おどろいたような声が耳元で聞こえた。対して、ルーミアは安あん堵どの息をもらす。

　これで食事にありつける。血管の中にある、赤い赤い血を飲むことができる。

　そう、思った──のだが。

「あれ？」

　ない。

　流れていない。

　血管の中を、血が、流れていない。

　いや、いやまさか。

　血が通っていないなんて、そんなことがありえるわけがない。どんな生物だって、生きるためには血というのは必要不可欠な要素ではないか。人間であるなら、尚なお更さらだ。

　血を流す管はあるのに、肝かん心じんの血が流れていない。

　それはまるで、砂さ漠ばくのど真ん中にある水道管ぐらい意味が分からないものだった。

「あの」

　未み曾ぞ有うの事態に、四世紀は生きている少女は、哀あわれにも、あられもなく取り乱していた。首筋に、同じ穴に、少しズラした場所に、何度も何度も何度も何度も何度も、嚙かみつく。

　そんな彼女に青年は、嚙みつかれたまま、少し申し訳なさそうにこう言った。

「ごめんね、僕の体には血が通っていないんだ」
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　ルーミア・セルヴィアソンは吸きゆう血けつ鬼きである。

　生来の吸血鬼ではない。

　昔は人間だった。

　どこかはもう覚えていないけれども、金色の麦畑が広がる家で暮らしていた。

　家族の顔は、もう覚えていない。

　忘れてしまった。

　四世紀ほど昔に、『始祖』を名乗る吸血鬼に血を吸われて以来、吸血鬼に成ってしまった。

　始祖。

　始まりの吸血鬼。

　正しよう真しん正しよう銘めい、純じゆん粋すいの吸血鬼。

　美しい吸血鬼であった。

　中身がお喋しやべりで、あっけらかんとしていて、適当で、自分をいつまでも子供扱あつかいしていなければ、もう少しは尊敬できただろうし、もしかしたら恋こいしていたかもしれないぐらいには、美しかった。

　ともかく。

　そんな始祖に血を吸われて、ルーミアは吸血鬼となった。

　不老で、不死身で、人の血を吸い、写真には写らず、日の光を浴びると骨の髄ずいまで燃える吸血鬼に──どちらかと言えば、デメリットの方が多い化物に。

　ただ、それに対してはなにか不便を感じたりすることはなかった。

　日を浴びてはいけないのなら、日ひ陰かげで暮らせばいいし、生活を夜型にすればいい話だし、それはそれで、楽しいものだった。初めは。

　しかし、三十年を過ぎたあたりで、段々と飽あきてきた。十年ぐらいで、奇きっ怪かいなるものとしての生き方を教えてくれた始祖もすっかり姿を見せなくなり、城の中で一人、なにをするでもなく生きるのは『つまらない』を越えてもはや苦痛だった。

　なにか趣しゆ味みを探さないと、生殺しだ。

　ルーミアが選んだ趣味は読書であった。

　幸いにも居住地に決めた古城の地下にはだだっ広い書しよ房ぼうがあった。

　だから彼女はその後の途と方ほうもない時間を読書に費ついやした。

　書房にあった古い書物を何度も、何度も読み漁あさり読みふけった。

　知識を詰つめこめば、誰だれだって賢かしこくなれる。様々な知識を読みふけ、記き憶おくして、いつしか彼女は、他の追つい随ずいを許さないほどの知識量の吸血鬼がいると、噂うわさされるようになった。

『百識の吸血鬼』なんてあだ名もつけられた。

　百識の吸血鬼。

　なんだか百ひやく獣じゆうの王みたいでカッコいいと、ルーミアはそのあだ名が気に入っている。

　人の前に姿を現す時には自分からそれを名乗りあげたりもしたほどだ。

　名乗るたびに、どこかから失しつ笑しようが聞こえてくるが、それは多分、幻げん聴ちようだろう。

　とかく。とにかく。彼女にとって、その知識量は自慢であり、誇ほこりだった。

　──なに、どういうこと？

　だからこそ。

　充じゆう分ぶん以上の知識を蓄たくわえている彼女だからこそ、知らないことにでくわすと、とことん弱かった。

　──血が通っていない人間。そんなの、聞いたことがない。

　──なんにだって、なんだって。生きているのなら、血はあるはずでしょう？

　血管があるのに、血は流れていない。

　淡たん々たんと、まるで目の前にある資料を読み上げるように言われたその事実に、ルーミアは更に混乱する。

『血の通っていない生き物』

　そんなものは、彼女の知識にはなかった。でも実際、彼の体には血は流れていない。

　噓うそではない。だけど信じられない。

　自分が知らないことがあることが──信じられない。認めたくない。

　そんな妙みように高いプライドのせいか、ルーミアは首筋からその牙を離はなそうとしなかった。

　しかし、何回吸いついても、血が口内に溢あふれることはない。

「きみは、チュパカブラかマナナンガルかな」

　うーうー声を漏もらしながら嚙みつき続けていると、青年がそう尋たずねてきた。

　いやに冷静な声に、ルーミアは驚きながら、牙を首筋から離さずに、目を動かす。

「どうして、そう思うのよ」

「血を吸おうとしているから。吸血生物かなって」

　なんでそんなマイナーな方から攻せめるのか。

「違ちがうわよ」

「ああ。じゃあ、吸血鬼か」

　青年は納なつ得とくがいったと言わんばかりに頷うなずく。そして。

「僕はね、死体なんだ」

　と、言った。

　死体？　とルーミアは眉まゆをひそめる。死体が動くわけがないだろう。いや……。

「つまり、あなた食屍鬼ゾンビってこと？」

「まあ、そっちでも合っているかな」

　彼は答えた。どっちでもいいし、どちらでも変わらない。と言いたげだった。

　食屍鬼。ゾンビ。魔ま術じゆつ師しが呪まじないや黒魔術によって造りだした操あやつり人形である。

　墓場から腕うでを伸のばして現れる姿は、誰が見てもおぞましく、忌き避ひしたい存在である。

　ただ最近は、死体が呪じゆ術じゆつで動いているだけではなく、科学実験、特とく殊しゆウイルスに感染、寄生虫によってゾンビ化する、という設定も増えた。もはや死んでなくてもゾンビだ。「うーあー」言っていたらゾンビなのではなかろうか。

　しかし、目の前にいるゾンビを自じ称しようする青年は「うーあー」言っていない。むしろ、普ふ通つうに話している。なんだか棒読みで、人前で話すのに慣れていない人。みたいな感じだが。

　ゾンビ。その最大の特とく徴ちように『嚙んだ相手もゾンビになる』というものがある。

　設定自体はかなり新しい。一九六〇年代に公開されたとある映画の影えい響きようだ。

　とはいえ、それが間違っているわけではない。妖よう怪かいとは、奇っ怪なるものとは、ドーナッツの穴であり、パズルの嵌はまっていない場所なのだ。皆みなが語り、皆が共有し、皆が認にん識しきすることで存在していることになる。皆が語らなければ、存在していた事実すら無くなる。

　嚙んで仲間を増やすなんて、まるで吸血鬼だ。いや、実際、その設定は吸血鬼の流用らしいのだけれども。だからルーミアはゾンビのことを『吸血鬼のなり損そこない』『吸血鬼の下位互ご換かん』と認識している。端たん的てきに言えば、下に見ていた。

　しかしなるほど、ゾンビ。動く死体。生きていないのなら、確かに血液も必要ではない。

『ゾンビに血は流れていない』というお約束はないから、すっかり考えから抜ぬけ落ちていた。彼女は知識だけは豊富にあれども、逆に言えばそれだけであった。

　基き礎そは出来るけど、応用はできない。そんな子だった。なるほどなるほど。と、頭の中でぽん。と手を打った。と、同時にある事実にも気がついた。

　──教えられた？

　──ゾンビごときに、教えられた？

　教わってしまった。

　下位互換に、なり損ないに、出来損ないに。

　格下に、下に見られてしまった。

　それはプライド高くて格調高い彼女にとっては、何よりも──屈くつ辱じよく的だった。

「だからというわけじゃあないんだけど、僕の体には血は流れていないんだ。その、ごめんね」

「────ッッッ!?!?」

　もちろんゾンビには悪意はない。

　悪意とか害意とかそんなものはなにも感じられなかった。

　そういうものはさっぱり感じられなかった。同時に、善意も誠意も感じられなかったけれども。

　きっと素す直なおに、申し訳ないと思って謝ったのだろう。

　しかし、現状、プライドがズタズタに引き裂さかれている彼女にとっては、悪意だし害意でしかなかった。

　彼は彼女を、哀れんだ。

　格下に、哀れだと思われた。

　それは、彼女にかすかながら残っていたプライドをぽきりと折るには充分すぎた。

「……ひっく」

「え？」

　心がぽきりと折れた彼女は、歳とし不相応に、しかし見た目相応に──泣きだした。




「うわあああああぁぁぁぁぁぁぁ──────ん!!!!」




「え？」

　ゾンビの首筋に嚙みついたまま、ルーミアは堰せきがきれたように、そのルビーのような赤い瞳ひとみから大おお粒つぶの涙なみだを流した。

[image: ]

「ひどいよおぉ！　やっとお腹なかが一いつ杯ぱいになると思ってたのにいぃぃぃ!!」

「えっと。どうして泣いているのかな。謝るだけじゃあ、ダメなのかな」

　びえええん！　とまるで壊こわれた蛇じや口ぐちのように溢れでる涙に、ゾンビのよれよれのティーシャツはびしょびしょになる。

　ゾンビはとりあえず泣きじゃくるルーミアの脇わきに手を通す。

　持ち上げて、首筋から牙きばを離させた。

　首筋からは一筋さえ、血は流れない。

「すっ……ぐすっ……」

　ルーミアは今自分が置かれている状じよう況きようを涙で歪ゆがんだ視界で確認する。

　期せずして『たかいたかーい』されているような状況になっていた。

　しきりにまばたきを繰くり返す。

「子供あづが[image: ]ずる[image: ]あぁぁぁ!!」

「わあっ、ごめんごめん」

　ゾンビは平謝りをしながらルーミアをゆっくりおろした。

　しかしおろされたところで、彼女の折れてしまったプライドとか保とうとした威い厳げんとかが回復するわけでもなく、ぐすぐすと泣きながらルーミアは地面にへたり込んでしまった。

　スカートに土汚よごれがつくことも、気にしたりできなかった。

「えっと、どうするべきかなこれは。人を泣かせてしまったときは……」

　ゾンビは大きく体ごと曲げて首を傾かしげる。

　どうしたらいいかさっぱり分からない。と全身で語っているようだった。

「……あ、そうだ」

　もはや自分がどうして泣いているのかも分からなくなり始めたころ、濡ぬれている視界の中で、ゾンビは自分が持っていたビニール袋ぶくろに視線を落とした。

　いまだ泣きやむ様子が見られない、地面にへたり込んだまま泣き続けるルーミアの視線に合わせて、ゾンビはしゃがみ込む。

「これとか、食べる？」

　そして、持っていたビニール袋の口を開いた。

　中に入っていたのは出来立てホヤホヤ、新しん鮮せんそのものの──生首だった。

　食屍鬼。人を襲おそい、人を食べる。

　首とはいえ、彼女が欲ほつしてる血はちゃんとある。

　ひくひくと鼻を動かす。漂ただよってくる匂においは、新鮮そうだった。さっき殺したばかりなのだろうか。

「これで機き嫌げんなおしてくれる？」

　ゾンビは袋ごとそれをルーミアに差しだした──献けん上じようした。

　ルーミアは涙を流すのをやめると、さっきまでより更に赤くなった瞳で、ビニール袋の中を覗のぞき込み、それが生首だと気づくと、ゾンビから奪うばい取った。

　彼女は生首を自分の体で隠かくすようにしながら、ゾンビを赤い瞳で睨にらむ。

「取らないよ、あげるからゆっくりと食べるんだよ」

　ルーミアは少し慌あわてながら、生首を両手で摑つかむと、その首の部分から、たらりと垂れているゴムチューブのような物を咥くわえた。

　ごくり、ごくり、と喉のどから音がして、ルーミアの表情はどんどん緩ゆるんでいく。

　それを見て──あどけない顔立ちの愛らしい女の子が、女性の生首を両手で抱かかえるように持ちながら血を啜すすっているという、誰だれがどう見ても猟りよう奇き的な光景を見ながら、ゾンビは至って普通に笑った。
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　こうして。

　少し欠けた満月の下で二人は出会った。

　これから語るは二人の関係の物語。

　寂さびしがり屋となんでもない子。

　悩なやめる化物どもの、奇き々き怪かい々かいな関係の始まり。

　てんで奇き妙みような出ボー会いイ・ミの恋ーツ・愛譚ガール。
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　生首の血を飲めるだけ飲み尽つくしたルーミアは、生首から垂れる血管から口を離はなした。口の端はしについた血を、指の腹で拭ぬぐう。いい気分だった。ほう……と思わず息をはく。

「おいしかった？」

「ええ──」

　思わず頷うなずきかけてから、ルーミアは気づいた。

　地べたにへたり込んでいる彼女の視線に合わせるようにしゃがんでいるゾンビに声をかけられて、思わず返事をしてしまったけれども。彼女はいま、ゾンビから食料を恵めぐんで貰もらったのだ。施ほどこしをうけた。

　わざとらしいまで、嫌いや味みな表現をするなら、餌え付づけをされたのだ。

　それは、彼女のようにプライドが高い者にとっては、辱はずかしめも甚はなはだしいことであった。

「──ああ、もう。最悪よ！」

「どうかした？　もしかして、まだ足りなかった？」

　ルーミアは思わず憤ふん慨がいして激げつ昂こうする。いきなり泣きだしたと思ったら今度は怒おこり始める。

　情じよう緒ちよ不安定という言葉を擬ぎ人じん化したみたいだった。

　しかしゾンビはそれに対して特に言げん及きゆうしたりすることはなく、普ふ通つうに返してきた。

　それが余よ裕ゆうぶっているようで、更さらに腹立たしかったりしたのだが、そこまで反応がないとなんだか泣く気力も怒る気力もなくなり、もうただひたすら疲つかれたような表情をした彼女は。

「帰る」

　と負け惜おしみのように──ぶっきらぼうに言い捨てて踵きびすをかえす。

「じゃあ送っていくよ」

「いや、なんでよ」

　後ろからそんな提案をゾンビはかけてきた。ルーミアは帰ろうとしていた足をとめて、振ふり返る。眉まゆをひそめて、全力で不機嫌さを表現するルーミアに、しかしゾンビはそれを気にもとめずに言う。

「こんな真夜中に、一人で歩くのは危ないからね」

「私が吸きゆう血けつ鬼きだって分かってるでしょう？」

「ああ、そうだったね。でも、女の子が一人で出歩くのは危ないよ」

「なんでそこは頑かたくななのよ。あなた意外と、自分の意見は押し通すタイプなの？」

「そうでもないよ。それで、きみの家はどっち？」

「押し通してるじゃあない。もはや確定事じ項こうとして扱あつかってるじゃあない！」

　ルーミアは思わずつっこんで、頭を抱えた。

　正直言って、今の惨みじめな気分をそのまま延長するようなことはしたくなかった。一刻も早く、この青年から逃にげたい気分だった。

　のだが。

　そこで、はた、とルーミアは違い和わ感かんに気づいた。

　どうして。

　どうして、意見が変わらない？

　ルーミアは思わずゾンビの方に勢いよく顔を向けた。

　じとり、と。彼の顔を見る。

　彼女の視線に気づいたゾンビは笑えみを崩くずすことなくルーミアの方を見やる。黒色の瞳に、焦あせっているらしいルーミアと、真っ赤な瞳がうつりこんでいた。

　見ている。確かに彼は、ルーミアの瞳を見ている。

　それならばどうして。




「私の言うことを聞けないの？」
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　魅了チヤーム。

　吸血鬼の数ある能力の一つにして、彼女が最も嫌きらう能力。

　それは、彼女の赫かつ々かくとした眼めを見るだけで発動する──はずだ。

　惑まどわされて、誑たぶらかされて、跪ひざまずく──はずだ。

　そのはずなのだが。

「あなた、私の眼を見てもなんともならないの？」

「なんともならないね」

　ゾンビは答えた。その声こわ色いろに変化はなく、確かにいつも話している魅了チヤームに囚とらわれた人間の反応とは違ちがった。しかし、じゃあ普通に話している感じなのかと言えばそれもまた違う。

　そう、それこそ──人間と話している感じがしないのだ。

　まあ、ゾンビだからそれは当然ではあるのだけれども。

　ともかく、未み曾ぞ有うの事態に、彼女はあられもなく、あわれにも、混乱していた。

　混乱して、錯さく乱らんして、慌てふためいて、目の前にいる相手が──自分の求めていた相手かもしれない。という可能性にすら気づいていなかった。

　そんな四百年間の願いよりも、すぐ目の前の問題の方を先に口にしてしまった。

「あれ、もしもし。大だい丈じよう夫ぶ？」

「……よね」

「なに？」

「絶対誰にも言いふらさないでよね」

「なにを？」

　視線をアスファルトの地面に落としながらルーミアが小声で言うと、ゾンビは何気なく首を傾げた。本当になんのことなのか分かっていないらしい。

　ルーミアはぐぬぬ、と赤い唇くちびるを嚙かみしめて、自分の恥ち辱じよくを思いだしながら言う。

「……わ、私が泣いたことよ」

　本来ならば魅了チヤームによって黙だまらせてしまえば問題はなかった。それで口くち封ふうじも終わり、恥辱はなかったことにできたはずだった。しかし、このゾンビはどういうわけか、魅了チヤームが効かない。隠いん蔽ぺいができない。別の方法を探すしかない。殺すか。解バラすか。

「言わないよ」

「本当でしょうね？」

　あっけらかんとした態度で言うゾンビを、目元が少し腫はれぼったくなっている眼で、ねめつける。ゾンビはクマが目立つ目を細めながら頷いた。

「噓うそをつく意味がないし、言いふらす意義もない。それとも、言った方が良かったりする？」

「良いいわけがないでしょう!?」

「そっか」

　つばを飛ばすように叫さけぶルーミアに、しかし、ゾンビの態度は変わらない。

　形容しがたく筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい感情を霧む散さんさせるように、ルーミアの指はわなわな動き、口元が本人の意思とは関係なく痙けい攣れんする。

　じろり、と睨む。

　ゾンビはにこりと笑った。貼はり付いた──噓っぽい笑みであった。それがまた腹立たしい。

　咳せきを一回。少し、冷静になろう。そもそも自分は、彼がゾンビだということしか知らない。

「ねえ、そういえば」

「ん？」

「あなた、名前はなんていうの？」

　返事がなかった。

　さっきまでの会話から鑑かんがみるに、返事はすぐ戻もどってきそうなものなのだが。

　ルーミアは横を見る。

　一いつ緒しよに歩いていたゾンビの姿がなかった。まさか、逃げたのか。と一いつ瞬しゆん考えたのだが、そんなことはなく、単にゾンビが歩くのをやめていただけだった。

　足をとめて、立ち尽くしている。

　なんだか呆ぼう然ぜんとしているようにも見えた。

「どうかしたの？」

「ああ、いや。なんでもないよ。なんでも」

「本当に？」

「初めて名前を聞かれて、少し驚おどろいただけ」

「初めて？」

　訝いぶかしむ表情でルーミアが尋たずねると、ゾンビは頷いた。

　名前を聞かれるのが初めてなんて、珍めずらしい話もあるものだ。

　歩を進めて、ゾンビはルーミアの隣となりに並んだ。

「名前、だったよね」

「そう、名前。私は名乗っているのに、あなたは名乗っていない。それは不公平じゃあない？」

　一体なにをもって、不公平と言っているのかは、彼女自身よく分かっていない。かなり見苦しい言い訳のようだった。ゾンビは「うーん」と唸うなってから。

「思いだせない」

　と言った。

「思いだせない？」

「死体になる前の記き憶おくが思いだせない」

「ああ……」

「だから、僕には名前がないんだ」

「名前が？」

「そう」

　ゾンビは頷く。ルーミアを追い抜ぬくように歩きだした。

　その表情は、ルーミアからは伺うかがえない。

「僕は、名前というものをつけられていない」

　ゾンビを造るというのは別に『生前の人物を生き返らせる』ということではない。

　それは蘇そ生せいであり、復活であり、転生である。

　ゾンビはあくまでも『死体を動かす技術』であり、ゾンビとは傀儡くぐつであり傀かい儡らいであり操あやつり人形である。

「じゃああなたは、ゾンビになる前の自分をまったく覚えていないのね」

「まったく覚えてないよ」

「……それって、どういう気分なの？」

「困ったことは今までないし、特に気にしたことはないね」

「そう」

　自分の昔を知らない。それは四世紀生き続けて、もう人間だった頃ころを忘れてしまっているルーミアも同じだった。だから、そのあっさりとした感覚は、少しだけ羨うらやましいと思えた。

「私の家、もうすぐそこだから、付き添そいは結構よ」

「わかった、気をつけて帰るんだよ」

　先を進んでいたゾンビを追い抜くと、彼は嫌いや味みのない笑みを浮うかべて、手を振りながらルーミアを見送った──と思ったら、彼女の後を普通についてきた。

「ちょっと」

　ルーミアはくるり、と体を半回転させる。

　フリルとレースがふんだんにあしらわれた白と黒のスカートが、動きに合わせてふわりと舞まう。

「ついてこないでくれる？」

「ついてこないで。と言われても、僕の家もこの先なんだけど」

　ゾンビは笑いながら、丁度ルーミアの家がある方向を指さした。

　どうも二人の家は意外と近くにあるらしい。その事実にルーミアは戦せん慄りつする。

　なぜならルーミアにとって、今住んでいる場所というのは、人に隠かくしておきたい場所だったからだ。
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　見上げてみると、月と星がきらめく夜空が見えるはずなのだが、この地帯だけは乱立する建物によって遮さえぎられている。二十階建て以上なのは当たり前。宝くじに当たっても住めなそうな高級マンションもちらほらと見えるその場所に──ルーミアの住むボロアパートがひっそりと建っている。

　コーポ・ディオダディ。

　元号が二つぐらい遅おくれているような見た目のボロアパートで、日中でも薄うす暗ぐらく、なんだかジメジメしている。

「これだって結構優良物件なのよ。昼でも日が届かないし、他ほかに人が住んでいないから静かだし」

　なにも言われていないのに、思わず言い訳が溢あふれる。

　隣にいるゾンビの顔を見上げると、ぼーっとしているだけで、変化はない。なんだ、言い訳をした自分が馬ば鹿かみたいではないか。

「灯台下もと暗しって言うんだっけ。こういうの」

「……？」

　急にどうして諺ことわざを？　周りのマンションの根元で結構薄暗いから？

　諺の意味的には間違っているけど間違ってはないから、なんだか指し摘てきしづらい。

「それじゃあ、今度こそ、お別れね。お見送り、ご苦労様」

　眉まゆをひそめつつも、ルーミアはお礼を言う。

「どういたしまして」

　そんなゾンビの返事を背に、彼女は雑草がボーボーに生えている庭を抜けて、サビだらけの階段をのぼり、自分の部屋の鍵かぎを開けると、ふと、さっきまで自分がいた所を見た。

　ゾンビはまだそこに立っていた。

　彼はルーミアの視線に気づくと口元を緩ゆるめて、手を小さく振ふった。

「……ふん」

　ルーミアは小さく鼻をならしてから、自分の部屋に入る。

　部屋の中は当然だが、真っ暗だった。

　夜目のきく吸きゆう血けつ鬼きにとって、暗くら闇やみは特に苦でもなんでもないが、一応電気をつける。

　電灯は何度か点てん滅めつしてから部屋全体を明るく照らす。

　隅すみに本が積み重なっている小さな畳たたみ部屋で、部屋の中には必要最低限の物さえ置かれていない。

　片付いている──というよりは、片付ける物がない。そんな感じの部屋だ。

「まったく、嫌な一日だったわ」

　軽く怒ど気きが含ふくまれている独り言を吐はき捨てながら、ルーミアはその小こ柄がらな身を包んでいたドレスを脱ぬいで、部屋着である黒色のキャミソールドレスに着き替がえる。

「シワとかよってないかしら？」

　一着しか持っていないドレスについたシワを伸のばしてからハンガーにかける、薄いキャミソールドレスを着ている、四世紀生きてきた『百識の吸血鬼』。

　なんというか、中々どうして惨みじめというか、同情を誘さそうようなもの寂さびしさであった。

　だからそれを紛まぎらわせるように、ルーミアは鼻歌を歌いながら、窓の上にあるレールにハンガーをひっかけて──窓の外にゾンビがいることに気がついた。

　ゾンビはルーミアの視線に気づいていないようで、さっきまでと変わらない貼り付いた笑えみのまま、ルーミアが住んでいるアパートの後ろにあるマンションに入っていった。

　一ヶ月分の家賃で、ルーミアが住んでいるアパートに三年ぐらいは住めそうなマンションだ。

　オートロック完備で、風ふ呂ろもある。部屋の大きさは、ルーミアが住んでいる部屋のおおよそ五倍ぐらいだっただろうか？　地下には数百台の車を止められる広い駐ちゆう車しや場があり、高級車が並んでいる。

　片やルーミアの部屋はというと──色あせた畳が敷しき詰つめられた六畳じよう一間。暖だん房ぼう冷房なし。風呂なし。トイレは共同。壁かべの薄さはちょっと力をこめて叩たたいたら穴が空く程度。

　もちろん地下なんてものもなく、柱は触ふれただけでミシッと音をたてる。

　どうして同じ区域に並んでいるのか不思議なぐらい、貧富の差がはっきりと分かれていた。

　負けた。住んでいる場所でも負けた。

「──っ！　もう寝ねるっ！」

　赤い瞳ひとみに涙なみだをにじませ、長いまつげを濡ぬらす。唇くちびるを強く嚙かんで、万まん年ねん床どこになりつつある布ふ団とんの中に体を滑すべり込ませた。

「……ぐすん」

　少し膨ふくらんでいるところからかすかに聞こえたそんな泣き声は、明るくなりはじめた空に溶とけるように、消えていった。
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　次の日の朝。

　空気の抜けた、なんとも間抜けなインターホンの音が何回か繰くり返された所で、ようやくルーミアは布団の中からもそもそと這はいでてきた。

「うう……誰だれよ一体、こんな朝っぱらから……」

　現在時刻は朝の十時。吸血鬼にとっては、まだ眠ねむっている時間帯だ。

　上半身を持ち上げて、布団の上に座ったルーミアは、寝ね癖ぐせのある銀ぎん髪ぱつを手て櫛ぐしで梳すく。

　目をしぱしぱ瞬またたかせて、白い牙きばをちらつかせながら、大きくあくびをする。

　眠気をどうにか覚まそうと目を擦こすっている間にも、間抜けなインターホンの音はなり続ける。

「ちょっと待つことも出来ないの……？」

　しつこいインターホンの音に、ルーミアは少なくはない怒気を含みながら呟つぶやく。

　目立つ銀髪を人前に出られる程度には梳いた彼女は、木製のドアを少しだけ開く。日の光が入ってくることはなかった。安心して、ドアを完全に開く。

　果たして、そこに立っていたのは昨日のゾンビだった。

「げ」

「あれ、昨日のドレスみたいな服は着てないんだ」

　露ろ骨こつに嫌そうな顔をするルーミアに対して、ゾンビはいつも通り表情筋を動かしているだけの笑みを浮かべる。

[image: ]

　そう言われて、彼女は寝間着のまま出てしまったことに気づいた。

　しかし、こいつの為ために着替えるというのもなんか癪しやくだったので、気にしていない素そ振ぶりをすることにした。追い返すだけだ。さほど時間はかからない。

「……あんなの着たままだと眠れないでしょ」

「それはそうだ」

「で、なんの用？」

　ルーミアは開いていたドアを盾たてにするように少し閉じながら、ゾンビを睨にらむ。

「遊びに来たじゃダメかな？」

「論外ね」

「ほら、お土産みやげもあるよ」

　ゾンビは昨日持っていたのと同じビニール袋ぶくろをルーミアに見せつけるように持ち上げる。

　ビニール袋からは血の匂においがした。

　中には、血液がパンパンに注がれた大きめのペットボトルが四本入っている。

　ルーミアはごくり、とのどを鳴らす。

　昨日生首一つ分の血液を飲んだとはいえ、やはりあの量では小腹を満たした程度だった。

「……まあいいわ。あなたに聞きたい話もあるし」

　ルーミアは渋しぶ々しぶといった感じに、ドアを開く。

　人だろうと化物だろうと、やはり食欲には勝てない。

　ルーミアはドアを開いて、ゾンビを部屋の中に招き入れた。

「私もできれば、日中は室内にいたいし。入っていいわよ」

「まるで引きこもりみたいなセリフだね」

「やっぱなし、帰れ」
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　とは言ったものの、一度招き入れようとしたのだから、最後まで付き合ってやるのが道理というものだ。たとえそれが、辱はずかしめをうけた相手だったとしても。

　貰もらったペットボトルは玄げん関かんの涼すずしいところに置いておいた。

　ルーミアの部屋には冷蔵庫がなく、血液を保存するにはそれしか思いつかなかった。

　──あ。

　──着替えるタイミングを失ってしまった。

　ゾンビを部屋に招き入れてから彼女はそれに気づいたが、後の祭り。

「へえ、想像してたよりも質素な部屋だね」

　部屋の真ん中に置かれたちゃぶ台の前に座ったゾンビは、何もない部屋の中を見回しながら言う。

　──質素。まあ、物は言いようね。

「家具はないけど、本はあるんだね」

「好きなのよ。悪い？　飲み物、水でいいかしら？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶ。僕は死体とかしか食べられないからさ」

　いかにもゾンビらしい理由で断られたルーミアは、自分の分だけを用意してから、ちゃぶ台の上に紅茶を置いた。

　ゾンビの向かい側に、ルーミアは腰こしをおろす。

「それ、紅茶だよね」

　紅茶のティーカップを持ち、口に運ぼうとしたとき、ゾンビはティーカップを指さしながらそう言った。眉をひそめながら、ルーミアは頷うなずく。

「なに。紅茶を知らないの？」

「知ってるよ。知識としてはね。でも、見るのは初めてだ」

　本当に紅あかいんだね。とゾンビは言う。

　ルーミアはパチクリ、とまばたきを繰り返す。

　──ああ、そうか。

　──ゾンビになる前の記き憶おくがない。ということは、造りたてのロボットと同じなんだ。

　──なにも知らない。なにもかもが分からない。

　知識はあるし、話せている。ということは一応、そういうモノはインストールされているようだったが、どうやらこのゾンビ、かなり生まれたてなのか、はたまた長い年数俗ぞく世せ界かいと触れ合っていない可能性があった。

「あなた、いつ生まれたのか覚えてる？」

「つい最近だね。いつかは覚えてないけど、半年は経たってないよ」

「へえ」

　ルーミアは素す直なおに驚おどろきの声をあげた。

　あんまり腐ってもいないし、わりと新しいゾンビではあると思っていたが、まさか、そんな最近だとは思いもしなかった。

「じゃあ、あなたは紅茶を飲んだこともないの？」

「ない」

「もったいない。美味おいしいのに」

　ルーミアはくすり、と笑ってから、ゾンビの前に差しだした。

「良い匂いでしょう？」

　ゾンビは匂いを嗅かぐような仕草をしてから、申し訳なさそうに。

「ごめんね、分からないや」

　と言った。

「匂いが分からないの？」

「匂いが分からない。というより、匂いはするんだけど、それがどんな匂いか分からない。かな」

　ゾンビは腕うでを組んで考え込むようにしながら、答えた。その部分は、彼自身も言語化が難しいようだった。

　──そこに書いてあるのが、なんらかの『言葉』であることは分かるのだけど、それがどこの言葉で、どういう意味なのかは分からない。みたいなものかしら。

　ルーミアは適当に考えながら、紅茶をひっこめる。安物だけれども、良い匂いだ。

　これが楽しめないなんて、もったいない。

　ちょっと優ゆう越えつ感に浸ひたって、紅茶を一口含ふくんでから、ルーミアは本題に入ることにした。

　ルーミアはゾンビの目を見た。彼の目も、ルーミアの眼めを見ていた。

　しかし表情に変化はない。異変は起きていない。

　異変は起きていないけれども、異常は起きている。

　見つめ合ってなにも起きないなんて、この眼がある限り、そんなことが起きるはずがないのだ。そう、見つめ合っている限り。

　…………。

　ちょっと意識してしまった。頰ほおを紅潮させて、ふい、と目をそらす。

「あなたは、何者なの？」

「うーんと」

　ゾンビは眉まゆをひそめたまま首を傾かしげる。

　なんだか不思議な感じだった。そこになに一つ、感情的な文章を追加できないというか。

　彼はきっと、『不思議な』時でも『気分を害した』時でも『悲しい』時でも、同じように眉をひそめるのではないかと。

　その仕草にはそれ以上の意味は何一つないのではないか、ただ『眉み間けんにシワをよせて、眉を少しだけ下げる』という表情筋の運動なのではないかと思ってしまうようなものだった。

「僕はゾンビだ」

　と答えた。

「血がなくても動いているのが、その証しよう拠こだよ」

「そういえば、どうして血が通っていないの？」

「必要ないからだって」

「それはまた、あっさりとした理由ね」

「あとは、そうだね。僕を造った人は、どうやら『人』を創つくりたかったらしいんだよね」

「人を創りたいのなら、むしろ血は必要な気もするけど」

「人はなにを以もつて人となるのか。それが僕を造った人の口くち癖ぐせだったよ」

　血があれば人なのか。血はなくても人なのか。

　脳があれば人なのか。脳がなくても人なのか。

　生きていれば人なのか。生きていなくても人なのか。

　そもそも、なにがあれば人なのか。人とはいったい、なにを指す言葉なのか。

「それを徹てつ底てい追つい究きゆうしているような人だったよ」

「なに、哲てつ学がく者しやかなにかなの。あなたを造った人は」

「間ま違ちがってはないかな。ずっと一人で問答しているような人だったから。脳みそに耳と口と目と鼻をつけただけとか、足首の辺りで切り落とされた足の指を、手の指に変えたやつとか、色々造ってたよ」

「うえっ……」

　ゾンビが当然のように説明するそれをイメージしてしまった彼女は、顔をしかめて、舌をだした。

「それにしても、いきなりどうして、そんな確かく認にんを？」

「気になることがあるから。かしらね」

　ルーミアはゾンビの全身を観察するように見ながら素直に言う。

　彼の見た目は確かにゾンビらしい。それは噓うそ偽いつわりのない事実だろう。

　けれどもそんな、ゾンビだから。というだけの理由で、魅了チヤームを防ぐことができるとは露つゆほども考えられなかった。これには裏がある。ルーミアはその裏が知りたかった。

「私の眼は、人の心を操あやつることができる」

　だからルーミアは自分の眼について、正直に口にだした。

「人心掌しよう握あくの能力。とでも言えばいいかしら。だから、あなたのように眼を見て、なんの変化も起きていない、というのはおかしいのよ」

「ああ」

　と、ゾンビは声をあげた。理解した。というふうに。

　その声は恐おそろしいほど平へい坦たんで、抑よく揚ようがない。

　まるで機械に人間味をつけようとしてつけられた感かん嘆たん符ふのようだった。

　ゾンビは自分の胸に手を添そえる。

　自己紹しよう介かいをしようとしているようにも見えたけれど、あとのセリフから考えるとそれは『心』を指していたのかもしれない。

　もっとも。

「僕には、心がないからね」

　その指すべきものは、彼という器うつわの中には存在しなかったのだけれども。
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「僕みたいなのを、哲学的ゾンビって言うらしいね」

　驚いたように目をパチクリさせているルーミアを前にして、ゾンビはそう続けた。

「え？」

「知らない？　ゾンビの種類をさす言葉らしいんだけど」

「知ってるわ、けど」

『百識の吸きゆう血けつ鬼き』ルーミア・セルヴィアソンが識しっているそれは、決して、ゾンビの区別のための言葉ではなかったはずだ。

『哲学的ゾンビ』とは心の哲学で使用されている用語の一つであり、思考実験の一つである。

　そこに一人の男がいる。

　彼はゾンビだ。

　体が腐くさっていたりしない、全すべてが普ふ通つうの人間と同じで区別する事ができないゾンビだ。

　そんなゾンビが仮に『存在する』として、そんなゾンビと長年付き添っていたとしても、区別することは出来ない。

　なぜなら彼らは、普通の人間と同じように、笑いもするし、怒いかりもするし、泣きもするからだ。

　ただし彼らのそれには意識がない。

　楽しくて笑うのではなく、表情筋を緩ゆるめて笑う。

　ムカついて怒おこるのではなく、眉を逆八の字にして怒る。

　顔に浮うかぶ表情には、表情筋の変化以上の意味はない。

　はなっから心がなくて、空っぽな存在。それが哲学的ゾンビである。

　ちなみに、『解かい剖ぼうすれば見分けがつく哲学的ゾンビ』のことを行動的ゾンビと言う。

　精せい巧こうにつくられた人型アンドロイドなどはそちらに区分され、『血液が流れていない』という、解剖すれば分かる違いがあるゾンビは、より詳くわしく言うのなら、こちらの区分になる。

　しかしなるほど、哲学的ゾンビ。

　心という機関が存在しない人間そっくりの化物。

　人心掌握を防ぐのではなく、掌握する心自体がそもそも存在しない。

「じゃああなたに意識はないのね？」

「そうだね」

「いま、どういう気持ちかも、分からない？」

「どういう気持ちが正解なのかも理解わからない」

「そう」

　ルーミアは愛あい想そなく返しつつ、紅茶を一口含んだ。

　少しばかり、思考にふける。なるほど、哲学的ゾンビ。心がないゾンビ。

　果たして、ゾンビに心があることが前提として正しいかどうかは、ともかくとして。

　それは、なんというか。

　すごく。とても。

「…………面おも白しろい」

　ぽつり。と彼女は呟つぶやいた。

　にぃ。と口元が緩んでいた。

「面白いわね。あなた」

「そう？」

　嬉き々きとした表情でルーミアがゾンビの顔を指さすも、ゾンビはどう反応したらいいのか分からないと言った風に首を傾げた。

「嬉うれしくないの？」

「面白いと言われることって、喜ぶことなの？」

「喜びなさいよ。私が褒ほめるなんてそうそうないのよ」

「そうなんだ。ありがとう」

「適当ね」

「分からないからね」

「なにが」

「喜ぶことと、面白いこと。それの表現の仕方も」

「笑えばいいのよ。こうやって」

　ルーミアは口元を指で持ちあげてみせた。目も三日月みたいに弧こを描えがいていて、機き嫌げんがよくて気分がいいことを如によ実じつに語っているかのようだった。

「こう？」

　ゾンビはルーミアがしたように口元を指で引っ張りあげた。

　目元は緩んでなくて、不愛想なゴム人形の口元を引っ張っているかのようだった。

　ルーミアは口をすぼめる。

「その笑え顔がおは、つまらない」

「どうして？」

「心がこもってないもの。口元引っ張っているだけでしょう、それ」

「仕方ないよ」

　込めるものがないもの。と彼は言った。

　たしかにそれはつまらないとルーミアは思った。

　しかしせっかく見つけた魅了チヤームの効かない相手である。跪ひざまずくことも傅かしずくことも屈くつ服ぷくすることもなく、こうして話すことのできる相手。欠点の一つぐらい見み逃のがしてやろうではないか。

　欠点を潰つぶせば、それで良いものができる。というわけではない。

　もちろん、欠点は少ないに越こしたものはないけれど。

「でも、面白いわ」

「笑い顔が？」

「それはどちらかというと滑こつ稽けい」

　いまだに口元を引っ張り続けているゾンビに、ルーミアは「やめなさい」と言ってから、くすり。と笑った。

　誰だれかと話していて笑ったのは、久しぶりな気がした。

　それはもう、四百年ぐらい久しぶりのことだった。

「私の眼めが効かない相手は、あなたが初めてよ。だから、面白い」

「自分の力が効かないのなら、面白くない。つまらない。になるんじゃあないかな」

「そんなことないわよ」

　ルーミアは小さな胸をむん、と張る。

「私は、そんなものがなくても充じゆう分ぶんに強いから。効かなくとも、問題はないわ」

「すごい自信だね」

「それが『私』だもの。当然でしょう？」

　口を引っ張るのをやめたゾンビに、ルーミアはさも当然のように言い返して、自信満々に鼻を鳴らした。

　自信家。

　彼女を一言で説明するなら、これ以上相応ふさわしい言葉はないだろう。

「すごいなぁ」

「そう？」

「僕は絶対に言えないからね。『それが私』だって──僕には『僕』がないからさ」

『僕』を『僕』たらしめるものがないから。

　ぽつりとそう言い漏もらしたゾンビの表情は、どことなく、なんとなく、悲しそうに見えた。

　まるで、悩なやんでいるようだった。迷っているようだった。

　ルーミアは目を擦こすってもう一度ゾンビの顔を見やる。

　ゾンビの表情は再びいつもの、仮面のような微び笑しように戻もどっていた。

「ねえ」

　きょとん。としているルーミアに、ゾンビは会った時から一度も変わっていない声こわ色いろで話しかけてくる。その顔には暗さはかすかも感じない。

　──見み間ま違ちがい。かしら？

　多分、見間違いだろう。勘かん違ちがいだろう。このゾンビが、そんな表情を見せるとは思えない。

「僕からも質問いいかな？」

「質問？」

「どうしてこんなところに住んでいるのかな」

　ゾンビの視線は、ルーミアの方を向いていなかった。カーテンのレールにかけられたオセロみたいなゴスロリドレスに向いていた。

「私の服が、どうかしたの？」

「ドレスって、地位の高い人間が着るものだよね」

「そうとは限らないでしょ」

「そうかな」

「そうよ」

「でも、貧びん乏ぼう人にんは着れない」

「なにが言いたいのよ」

「服と家のランクがあってない。ルーミアさんは貧乏なのに見み栄えをはるタイプ？」

「右目と左目どっち潰されたい？」

「ん？」

「なんでもないわ」

　ルーミアはこほん。と咳せきばらいをしてごまかそうとする。

「口調が違ってたけど」

「怒ったときはね、人は口調も気き迫はくも、全部変わるものなのよ」

「そうなんだ。じゃあ、いま僕が口調を変えたら、それは怒っている。ということになるのかな」

「ならないわね」

『怒ったときに口調と気迫が変わる』が真だとしても、その逆『口調と気迫が変わった人は怒っている』が真とは限らない。命題が真だからといって、逆が真とは限らない。

　ついうっかり、自分のキャラ設定を忘れて粗そ暴ぼうな口調になってしまったルーミアは怒っていると言ってもいい。しかし、今目の前にいるゾンビが口調と気迫を変えたところで、怒っている。ということにはできないだろう。

　このゾンビに、気迫を変えるなんていう手段が取れるのかは甚はなはだ疑問ではあるけれども。

　こほん。と、ルーミアは一呼吸をいれる。

　落ち着こう。彼も別に、悪口のつもりで言ったのではないだろうし。

「見栄じゃあないなら、虚きよ勢せい？」

「死体にも自殺願望ってあるのね」

　おっと、つい本音が。

「死体が死ぬことはできないよ。生者が生き続けることができないように」

　普ふ通つうに返された。あっちの方が大人の対応みたいだ。

　ぐぬぬ、と唇くちびるを尖とがらせてからルーミアはもう一度大きく息を吐はいた。

　自分の両りよう膝ひざの上に強く握にぎった拳こぶしを置いて、牙きばがよく見える攻こう撃げき的な笑みを浮かべる。ゾンビの反応は当たり前のように変化なしだ。

「逆よ」

「逆？」

「貧乏人が見栄をはってドレスを着てるんじゃあなくて、ドレスを着られるようなのが訳あってこんなボロ家に住んでるの」

「なるほど。どうして？」

「……追われてるのよ、私は」

「追われてる？」

「退たい魔ま師。日本の場合は陰おん陽みよう師じと言うの？　彼らにね」

「ああ」

　ゾンビは陰陽師なる集団に思い当たる節があるのか、何度も頷うなずく。

「妖よう怪かい変へん化げとか奇きっ怪かいなるものの退治を専門にした集団。だったっけ」

「そう、私は彼らに追われている」

　迷めい惑わくな話ね。とルーミアは心底鬱うつ陶とうしそうに言う。

　欲しかった漫まん画がの続刊を手に入れるだけの予定だったのに、とんだ長期間の旅になってしまったものだ。

「そして私はここに身を隠かくすことにした」

「どうしてここにしたの？　人心掌しよう握あくの能力があるのなら、もっといい所に住めただろうに」

「私がここにいるとは思えないでしょう？」

「なるほど」

　ゾンビは意外とあっさり頷いた。まあ、ゾンビ自身『この部屋と着ている服の差が酷ひどい』ことは理解しているのだから、まあ当然だろう。

「大変だね、追われているって」

「まあ。私は吸きゆう血けつ鬼きだから。恐おそれられて当然よ」

　ルーミアは得意げに、しかし少し寂さびしそうに言う。

　吸血鬼は言うまでもなく、化物である。

　化物とは、恐ろしいものだ。

　恐れられて、畏おそれられて、距きよ離りをとられて、独りになる。

　彼女の前に現れるのは、いつだって敵か眼に惑まどわされた人間だけだ。

　会話はないし、関係もない。

　誰も、彼女自身を見ようとしない。

「…………」

「…………」

　わずかな無音。

「ねえ、このカーテン。遮しや光こうカーテンだよね」

「あなた空気って概がい念ねん知ってる？」

「知ってる」

「そこでそう言い返せるってことは、知らないってことね」

　ルーミアは頭を抱かかえる。

　ああ、どうしてこいつと話していると頭が痛くなるのだろう。

「ええ、そうよ。一級のね」

　ルーミアは腰こしをあげる。閉じられている黒いカーテンに手をかける。カーテンを開きながら、顔だけ動かして、ゾンビを見やる。

　部屋に一筋の光がさしこむ。

「こうしないと──燃えてしまうから」

　ルーミアはその光に指を差しいれた。

　不意に。

　ルーミアの青白い細指が──燃え上がった。

　まるで事前に油でも塗ぬっていたかのように、細指が轟ごう々ごうと燃え盛さかる。

　肉が、骨が、血が、燃え上がる。

　その炎ほのおをなんともないように眺ながめていたルーミアは、そろそろ頃ころ合あいかなと、カーテンを閉じて日光を遮さえぎった。

「吸血鬼は光を浴びると燃える。今や、幼子だって知ってるお約束よ」

　燃えている指を握るようにして火を消したルーミアはふいとゾンビの方を向く──と、なにかを被かぶらされた。

　なんだ？　と思うよりも先に、今度は被ったそれで思いっきりはたかれた。

　それも、何度もだ。

　乾かわいた音と、軽い痛み。

　五回ぐらいはたかれて、ようやくルーミアは、ゾンビに衣服ではたかれているのだということに気がついた。

　どうやらルーミアの手が燃えたことを心配したゾンビが、火を消すために衣服で叩たたいているようだった。

　いや。そうではないか。心がないというのなら、心配なんて、あるはずがない。

『燃えている』から『鎮ちん火かした』が正しい。

　そこに、余計なものは何一つ入っていない。

「もう消えてる。それに、少し痛いわ」

　ルーミアは手のひらを前につきだした。ゾンビははたくのをぴたりと止めて、衣服をひっこめた。ゾンビは上の服を脱ぬいでいて、上半身を晒さらしている。

　右みぎ肩かた。左ひだり上じよう腕わん。左ひだり腕うで。首。左手薬指。腰。右みぎ脇わき腹ばら──。

　病的にまで真っ白な、血の通っていない肌はだには、縫ぬい付け、縫ほう合ごうした痕あとがあった。

「……服、着なさいよ」

「ん？　あ、ああ」

　なんだか目のやりどころに困りながら、ルーミアが言うと、ゾンビは「そんなこと考えてもなかった」と言わんばかりに適当に頷いて、袖そでに腕を通す。

　服で叩かれて、ひりひりとする手の甲こうをさする。

　まあ、どうやら火を消すための行動だったようだし、今回は寛かん大だいな心で許してあげよう。

「大だい丈じよう夫ぶだった、ルーミアちゃん？」

「ちゃん!?」

　それは許せなかった。

　眉み間けんにシワをよせて、指をそえる。頭痛を我が慢まんしているみたいな、そんな感じ。

「え、ちょっと待って。聞き間違いかしら？　あなた今、私のことをちゃん付けして呼ばなかった？」

「すぐに冷やさないと火傷やけどの跡あとが残るよ」

「跡にならないし、跡形も残らないわよ。やっぱり今あなた、私のことをちゃん付けしたでしょ！」

　ルーミアは顔を真っ赤にしながら、牙をむき出しに怒いかりを露あらわにする。

　彼女の細指は皮が全すべて焼き尽つくされて、筋肉がむき出しになっていた。

　ぶすぶすと黒こく煙えんがあがっている。しかし、その指は少しずつだが再生しているようだった。

　吸血鬼の特性。お約束。

　強力な再生能力。ただし、日の光や炎のケガは再生が遅おそい。

「私はこれでも一応、四世紀生きてきたの！　今はこんな身なりだけれども、一応あなたよりもずっとずっとずーっと年上なの！」

　ルーミア・セルヴィアソン。

　プライドが高くて意地っ張りな吸血鬼。

　嫌きらいなことは下に見られること。

「あ、ごめん。そうだったね。ごめんねルーミアちゃん」

「～～っ！　出てけ！」

　平謝りをしながらもう一度言ってきやがるゾンビに、ルーミアは激げつ昂こうをぶつけて、彼の背中を強く押す。

　小こ柄がらな体たい軀くとはいえ、それでも一応吸血鬼である彼女の力は、自分より大きなゾンビを部屋から押し出すことぐらい、容易にできる。

「二度とくんな！」

　顔を真っ赤にして叫さけび、力強くドアを閉じた。バタン、と大きな音。

　外から開けられないようにドアノブを強く握っていたルーミアだったが、階段を下りる音が向こうから聞こえてくると、ずるずるとへたり込む。

　さっきまでの自分のセリフが次々と浮うかんできて、羞しゆう恥ちで顔を赤くする。

「違ちがう、違う……こんなの私のキャラじゃないのに……」

　なんだかあいつと話していると調子が狂くるう。妨ぼう害がい電波を浴びせられているロボットみたいな気分だった。

「ううー……あいつのせいだ。あいつのせいで、調子が狂う！」

　ゾンビの姿を頭の中で思い浮かべて、ルーミアは足をバタバタと動かした。羞恥で赤くなった顔を、両手で覆おおう。ゾンビに摑つかまれた手で、顔を覆う。

「……冷たかった」

　人の温ぬくもりというものが完かん膚ぷなきまでに消しよう滅めつしていた、まるで死人のような、やはり死体らしい、氷よりも冷たい手のひらだった。

　さもありなん、なんせ彼は人の温かみなど一いつ切さい失った、電気信号で動く死体なのだから。
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「怒おこらせちゃったかな」

　もうルーミアが浴びることのできない暖かな日の光を存分に浴びながら、ゾンビは帰路についていた。

「まあ、でも話すことはできたからいいかな。お土産みやげも渡わたせたし」

　元々、それが目的だったのだから。

　それが、ルーミアの家に向かった目的だったのだから。

　ゾンビは自分が持っていったペットボトルを思いだす。

「次は怒らせないように頑がん張ばろう……どうすればいいんだろう？」

　ゾンビは嫌いや味みなく笑った。

　嫌味も悪意も害意も善意も好意もなにもない──感性とか想おもいとか気持ちとかがすっぽり抜ぬけ落ちた、ただ『笑っている』だけの、実に哲てつ学がく的ゾンビらしい笑え顔がおだった。

「けど……」

　ゾンビはおもむろに手のひらを太陽にかざした。日の光が眩まぶしいのか、目を細める。

　太陽の光を透すかしてみるゾンビの手は、彼の中身を知らしめるように真っ白だった。

「手、温かかったなあ……」

　ゾンビは表情を一切崩くずさずにそんなことを呟つぶやいた。

　しかしその声こわ色いろは、どことなく、なんとなく、嬉うれしそう？　にも聞こえた。
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　昔の人は二度あることは三度ある。と言っていた。ルーミアは初めてそれを聞いたとき、『どうして一度あることは二度あるではないのだろうか？』と思ったりしたのだけれども、恐おそらく確実性をあげるためと、語ご呂ろの問題だろう。

　ともかく。それがどうしてかと言えば、ただ単純に、名前を知り、存在を認にん知ちしてしまったから。というだけである。たかがそれだけで、人は、それを自分の世界に引き入れる。

　人間、知っているものと知らないものの扱あつかいは歴然としているものだ。

　それは妖よう怪かいにもいえる。

　知らない妖怪には出会えないが、知っている妖怪には出会うことになる。

　知って、認識して、存在に気づいてしまうから、出会える。

　知らないものには出会えない。知らないから。

　それは人間関係にもいえる。知って、気づいて認識しないと、関係を築くことはできない。

　関係を知って、自分の感情に気づいて、相手の存在を認識しない限り。

　友達だって仲間だって家族だって──恋こい人びとだって、出来やしない。

　ゾンビが所謂いわゆる哲学的ゾンビ──『心』がない存在だということが判明してから数日後。

　日照権などないに等しい、ジメジメとしたボロアパートの自室で、ルーミアは太陽の光が天敵である吸きゆう血けつ鬼きらしく、布ふ団とんにくるまって眠ねむりについていた。

　度数の高い遮しや光こうカーテンが閉められた部屋の中は太陽の光が一切届くことがなく、真っ暗だ。なにも警けい戒かいしていない緩ゆるみ切った表情で、ルーミアは寝ね息いきをたてる。

　つかの間の静せい寂じやく。

　久方ぶりの安息。

　それを破るように、それは間ま抜ぬけな音を鳴らした。

　空気の抜けた音だった。壊こわれかけているインターホンの音だ。

　布団は一度だけピクリと動いたが、再び布団の中から寝息が聞こえてきた。

　なにも聞いていない。なにも聞いてない。そう言っているようだった。

　しかし空気の抜けたインターホンは、空気を読むということを知らず、何回も何十回も鳴り続ける。

　五十回ほど鳴り続けたとき、ようやくルーミアはもそもそと布団からでてきた。

「誰だれよ一体……眠ってたのに……」

　寝ぼけ眼まなこをこする。

　現在の時刻は午前七時。眠り始めてから、まだ一時間ちょっとしか過ぎていない。

　おぼつかない足取りで玄げん関かんへと向かう。寝ぼけているせいか、太陽の位置すら確認しないまま、薄うすいドアを開いた。

「どちらさま？」

　ドアを開ける。

　廊ろう下かに立っていたのは、ゾンビだった。

「……」

　驚おどろいた。こんな一いつ瞬しゆんで目が覚めるとは思わなかった。

　何度かまばたきを繰くり返してから、ルーミアは露ろ骨こつに嫌そうな表情を浮かべた。

「おはよう、ルーミアさん。いい天気だね。あれ、吸血鬼的には悪い天気なのかな、晴天って」

　ゾンビはにこり、と笑ってから首を傾かしげた。

　どうやらどうしてルーミアがこんな表情をしているのか理解できていないようだし、なんなら、その表情が一体どういう感情を表しているのかも分かっていなさそうだった。

　ルーミアはつま先で床ゆかをトントントンと叩たたき、腕うで組ぐみをしながらゾンビを見上げた。

「私、もう二度と来るなって言ったよね？」

「言ってたね」

「まさか、二度と来るなだから、一度来たとか、そんなくだらないことを言うつもりじゃあないでしょうね？」

「前回が二度目で、今回が三度目だから、二度でも一度でもないけどね」

「数えてんじゃあないわよ」

　指折り確認をしながらゾンビは言う。

　からかっているのだろうか。いや、ゾンビはそんな性格──性能ではないのは確かだ。

　無自覚に人の神経を逆なでするような性能であるのは確かだけど。

　ルーミアはじとぉ。とゾンビの顔をねめつけた。

　見下すような視線だ。実際は身長差で見上げる視線になってしまっているけど。

「じゃあ、もう一度。はっきりと言うわね。もう二度とくんな」

「はい、ルーミアさん。これ、あげるよ」

　不ふ機き嫌げんをそのまま言葉にしたような口調で、ルーミアはゾンビに言い放ったが、しかし、ゾンビはまるで気にする素そ振ぶりも見せずに背中に隠かくしていたらしいものを、彼女の眼前に差し出した。

　それは細長いプレゼント包装だった。大きさはルーミアの腰こしぐらいまでで、閉じ口には赤色のリボンがあしらわれている。

　このゾンビに装そう飾しよくなんて粋いきなことができるとは思えないし、恐らくは買った先の店員か誰かがしたのだろう。

「……なによ、これ」

「お詫わび。この前、怒らせちゃったみたいだから」

　突とつ然ぜんのことで驚きながら、恐る恐るルーミアは尋たずねると、ゾンビはそう答えた。

　お詫び。プレゼント。

　さしもの哲学的ゾンビも、ルーミアが怒っていたことは理解できていたらしい。

　この様子だと、どうして怒っていたのかは理解できていないようだけど。

「ふ、ふうん。あなたにしてはかわいらしいところもあるじゃあない」

「相手を怒らせてしまったときはプレゼントを用意するといいって本に書いてあったから」

「なんて本？」

「『女の子と仲良くするナンパ術～女はこんなにもチョロい～』」

　ムカついたからゾンビを廊下から外に蹴け落おとしてしまったが、これは悪くないと思う。

　安っぽい鉄の階段を上ってきたゾンビの左足は変な方向を向いていたが、ゾンビはそれを気にすることもなく、普ふ通つうに歩いてきた。どうやらやはり、痛覚というものはないらしい。

「せめてもう少しマトモな本を読みなさい」

「使えると思ったんだけどなあ」

「どこを読んで使えると思ったのよ」

「でも、ルーミアさん。プレゼント持ってきたら機嫌良くなったよね？」

「…………と、も、か、く！」

　自分に分が悪い話はさっさと逸そらすに限る。

　ルーミアはゾンビから貰もらったプレゼントに視線を落とした。

　袋ふくろの中身は固く、重さは振ふり回すのに丁度いいぐらい。

　もしかして、木刀だったりするのだろうか。それだったら、丁度、試ためし斬ぎりならぬ試し殴なぐりできそうな相手が目の前にいるのだけど。

　ゾンビのプレゼントセンスなんていう、不安要素しかないものに、一いち抹まつばかりの不安を抱いだきながら、袋を開いた。

　袋の中に入っていたのは、日ひ傘がさだった。

　黒い生き地じに、ふりふりひらひらフリルがあしらわれたコウモリ傘だ。

「どういうものが好みなのかは分からなかったから、ルーミアさんが着ていた服を参考にしたんだけど、どうかな？」

　言うまでもなく、好みドンピシャだった。

「か、かわ……っ！」
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　思わず叫さけびそうになった言葉をどうにかおさえつける。

　コホン、と一度咳せきばらいをする。頰ほおは少しだけ上気していた。

「……ま、まあ良い趣しゆ味みをしているんじゃない？　悪くないわ」

　眼めをキラキラと輝かがやかせながら、ルーミアはさっそく日傘を開いて、くるくると回してみせる。小こ柄がらなルーミアには少し大きめだった。大人用だろうか。

「気に入ってくれた？」

「ふ、ふん。まあまあね」

　ルーミアは口元をニヤつかせながら言う。

　ゾンビはそれを確認して、ぱん。と手を叩く。

「それじゃあ、外に出ようか」

「え？」

「その日傘を使って」

　ゾンビはルーミアが持っている日傘を指さした。

「まさか、吸血鬼の『日の光を浴びたら燃える』というのは『日中に活動していたら燃える』みたいな理り不ふ尽じんなものではないんだよね？」

「ええ。そうね。日の光を浴びなければ燃えないわ。こんな朝っぱらに。吸血鬼なら眠っている時間帯に。起こされても。問題はないわ」

「なら、日傘をさせば問題ないわけだ」

　嫌いや味みは無視された。こいつ……。

「一いつ緒しよにご飯を食べようよ」

「それも、お詫び？」

「人はご飯をおごられるのが嬉うれしいのだと、昨日調べたんだけど。間ま違ちがってるかな？」

「なにで調べたのよ……ああ、さっきのか」

「うん、さっきの本。よく分かったね」

「あなたって人の神経を逆なでするのが好きだったりするの？」

「好きという感情について説明してくれたら、是ぜか非かは分かると思うけど」

「そんなもの、私にだって分からないわよ」

　多分、説明できる人なんて一人もいないだろう。

　感覚的で感情的なそれを、理論的に説明したとして、それを是だと思えるほど人間は理論的ではない。たとえ感情とは脳の電流だったとしても、それに幾いく分ぶんかの幻げん想そうを望むものだ。

「ルーミアちゃ……」

「は？」

「……さんみたいに、海外の人にはなにをおごればいいのかも、調べたよ」

　不機嫌さをそのまま眼にしたような眼まな差ざしを向けると、ゾンビは口をつぐんで、言いなおした。じとり。と、ゾンビを睨にらむ。

「ふうん。で、あなたは私になにを食べさせてくれるの？」

「寿す司しを食べに行こうよ」
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　寿司。と聞いて、海外出身の奇きっ怪かいなるものであるルーミアの眼は輝いた。

　四方が海に囲まれた小さな島国だからこそ、全国津つ々つ浦うら々うらに伝わったのではないかと勝手に推測している、俵形のおにぎりの上に魚の切り身がのったあれ。

　気になるのか気にならないのかどっちなのかと尋ねられたら、気になっていたものだ。

　だから彼女はそれをあっさり承しよう諾だくした。

　やはり物に釣つられる彼女である。

　部屋着からいつもの、ふりふりしてひらひらしたゴスロリチックなドレスへと着き替がえたルーミアは、日傘をさして外へでて、廊下で待機していたゾンビと合流した。この日傘の遮しや光こう性は非常に高いようで、体が燃えたりすることはなかった。

　ゾンビが向かう方向へとルーミアも隣となりに並ぶようにして歩く。

　日の光を浴びないように日傘を傾かたむけて、ルーミアはゾンビの顔を見上げた。

「寿司っていうのは、どこにあるの？」

　ゾンビはすぐそこだよ。と答えた。

「寿司といっても、回る方の寿司なんだけどね」

「回る方？」

　──寿司がドリルみたいに回るのかしら。変なの。

「回る方っていうのはつまり、まあ、安い方って意味かな。高いのは回らない方」

　安い方、と聞いてプライドが人以上に高いルーミアはムッと頰をふくらませる。

　見下ろしてきているその生気のない目を睨んだ。

「ねえ」

「ん？」

「私は回らない方の寿司が食べてみたいんだけど、ダメかしら？」

「それはさすがに無理かな。この時間帯には開いていないし、僕も行ったことないから」

　ゾンビはそう返してきた。

　ルーミアは残念そうにため息をつく。やはり、この男には魅了チヤームは効かないようだった。

　自分の思い通りにならない。自分の思いのままにならない。

　だから彼女は、面おも白しろい、と率そつ直ちよくに思った。

　彼ならばもしかしたら。と素す直なおに思った。

　彼女の周りには今まで、主従関係しか、関係と呼べるものはなかった。

　始祖と自分の主従関係。

　他ほかはもう、関係すら築けない。

　だから彼女は知らない。主従以外の関係を知らない。

　例えば家族とか。例えば友人とか。例えば恋こい人びととか。

　誰だれかに抱いて、誰かに向けられて。互たがいに想おもいあう。そんな関係を知らない。

　偽にせ物ものと本物の違いすら、分からない。

　──彼ならば。こいつならば。

　──私は、もっと別の関係を築くことができるのかもしれない。

　例えばなんだ？　と尋ねられたら、困るけれども。

　知らないことを知れるかもしれない。なにかがどうにかなるかもしれない。

　それが、その相手がこいつである。ということは、少しばかり遺い憾かんだけれども。

「本当に、面白いわね。あなたは」

　ルーミアは小さく笑いながら、ゾンビの顔を見る。ゾンビは不思議そうに小首を傾かしげた。

「ルーミアさんは否定されると面白いと言うけど、否定は面白くないはずだよね。どうして？」

「それが面白いと、私が思ったから」

「へえ、つまんないの」

「それはすごく馬ば鹿かにされてる気分。二度とすんな」

　本当に、どうしてこいつなのだろうか。

　色んな感情が雑多に混ざったため息を、ルーミアは深くついた。

　ゾンビは「難しいなあ」と小首を傾げた。
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　安い方の回る寿司がある店は意外と近くにあった。

　高層マンションが建ち並ぶ区域から出てすぐの場所だ。外観は、選ばれた人以外を追い返すような威い圧あつ的なものは全くなく、むしろ誰でも受け入れるような雰ふん囲い気きすらある。それゆえか、二人が着いた時にはすでに、少しばかり人が並んでいた。

　まだ朝だというのに、ご苦労なことだ。

　もしかして今日は世間一いつ般ぱんは休日だったりするのだろうか。

　げんなりした表情を、ゾンビに向ける。

「あの列に並ぶとかないでしょうね？」

「まさか。ちゃんと予約済みだよ」

　ゾンビは列の横を縫ぬうように抜ぬけて店に入っていき、ルーミアもそれについていこうと思ったのだが、ここでひとつの問題が生じた。

「予約番号十二番の方」

「僕らの番号だ」

「六番の席へどうぞ」

「行こうかルーミアさ……あれ？」

　ゾンビは首を傾げた。なぜなら、ルーミアが未いまだに店の中に入っていなかったからだ。

　店の入り口のドアを恨うらめしげに睨みながら、日ひ傘がさのグリップを力強く握にぎりしめて、唇くちびるを嚙かみしめている。

「あれ、入らないの？」

「……入れないのよ」

　吸きゆう血けつ鬼きには様々な弱点が存在する。

　日の光はもちろん、ニンニクや匂においの強い香こう草そう、銀製のものは苦手。

　炎ほのおによるケガの治ち癒ゆにはいささか時間がかかる。流水を渡わたれないし、跨またげない。浴びるのもダメ。

　生まれ故郷の土を敷しき詰つめた棺かん桶おけで寝ねる必要がある。

　十じゆう字じ架かや護ご符ふ、聖せい餅へいや聖水──つまり、宗教的象しよう徴ちようが苦手。

　宗教を信じる心──信心が苦手。

　金属の杭くいで心臓を貫つらぬかれると死ぬ。

　くだらないものだと、種などを見るとその粒つぶを数えて集めないと気が済まない、縄なわの結び目を解こうと躍やつ起きになる、というのもある。

　そして、意外と面めん倒どうなお約束に、『初めて来る場所に限り、招かれないと入ることができない』というものもある。

「あの、お客さま？　お連れの方が予約されておりますので、入っても大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「……分かってるわよ」

　招き入れられ、縛しばりの消えたルーミアは、店の中に入る。店の窓は広告によって閉じられていて、電灯によって照らされている。日の光を気にする必要はなさそうだと、彼女は日傘を閉じる。

「大変だね、吸血鬼は」

「ええ、これだけはこういうお約束のないあなた達が羨うらやましいわ」

　ゾンビには特に弱点と呼べるほどの弱点はない。頸けい椎ついを破は壊かいするか、脳を破壊するか。そんなの、誰だってそうだろう。特筆するほどのことでもない。むしろそれぐらいで倒たおせるのか。という残念さすら漂ただよう。まあ、ゾンビらしいと言えばゾンビらしいが。

　あの席だよ、とゾンビは店の端はしにある席を指さした。

　ルーミアはその席の前に移動して、驚きよう愕がくの声をあげた。

　レーンの上で回っている寿司を見て、目をキラキラ輝かせる。

「え、なにこれ!?　寿司が回ってる！」

「回ってるって僕伝えたはずだけどな」

「こんな感じだとは思わなかったのよ」

「どんな感じだと思ってたの？」

「…………」

　ドリルみたいに回ってるとか、皿自体が回ってるとか思っていたのは、まあ口にださない方がいいだろう。

　コホン、とルーミアは咳せき払ばらいをして興奮している頭を落ち着かせて、席についた。

　ぐるぐると回る俵形のおにぎりに魚の切り身がのった食べ物。

　食べ物がレーンに載のってただひたすらぐるぐる回っている。

　その、娯ご楽らくエンタテインメントとしての意味以外まるっきりない光景にルーミアは喜びを隠かくせないでいた。

　ルーミアはレーンの上から『マグロ』を取った。

　寿司の中では定番のものであると、本で読んだことがあったのだ。赤く、脂あぶらののった切り身に、少しテカテカしているおにぎり。普ふ通つうの米ではなく、酢す飯めしと呼ばれるものらしい。

　口の中に溜たまった唾だ液えきをごくりと飲み込んで、ルーミアは寿司を口の中に入れた。

「あ、そういえばここの寿司は基本的にワサビがはいってるけど大丈夫？」

「……んーっ!?」

　口の中に何とも言えない、ツーンとした独特の辛から味みが広がった。

　鼻の中をすーっと通っていく、マスタードとかと違ちがう変な辛味に、ルーミアは思わず口をおさえて悶もだえる。

「こっ、これがワサビっ!?」

「あれ、辛いの苦手だった？」

「い、いえ。少し驚おどろいただけ……あら？」

　口の中を洗い流すように水を飲み、口元を拭ぬぐう。目の前のゾンビに視線を向けてみると、彼は普通に鯵あじの寿司を食べていた。確か、死体しか食べられないはずだったのだが。

「しかしあれだね。魚の切り身って大同小異というか、大体同じ見た目でどれがどれだか分からないね」

「マグロか鯵かぐらいは分かるんじゃあない？」

「赤い刺さし身みか白い刺身かぐらいの違いしかない」

「もっとあるでしょう。どれだけ感受性ないのよあなた」

　美術館で「どれもこれもただの絵であることには変わりない」とか言いだしそうだ。

　いや。そうではなくて。そこではなくて。

「あなた、食事を取れないんじゃなかった？」

「うん？　ああ」

　ゾンビは最初、何が言いたいのか分かってなさそうだったが、自分の持っている鯵の寿司を見て、得心したようで。

「これも突つき詰めれば死体だから、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　まあ確かに、刺身──つまり魚の切り身も突き詰めれば、新しん鮮せんな魚のバラバラ死体ではあるのだけど、それを皆みなで楽しく食べている場で言うのはいかがなものかと思う。

　──そういう気配りが出来ない所が、意識がない。ということなのかしら？

　よく見てみれば彼の前に置いてある皿には俵形のご飯だけが残されていた。

　もったいない。

「まあ、味は分からないんだけどね。匂いと同じで」

　口の中に鯵を放ほうり込んでから、彼は言った。

　匂いはするんだけど、それがどんな匂いかは分からない。だったっけか。とルーミアは先日話した内容を思いだす。味はするけど、どういう味かは分からない。

　なんというか、食事という娯楽がとことん面白くなさそうな彼だ。いや、そもそも『娯楽を楽しむ』ということすら、できないのだろうけれども。

　可哀かわい想そうだなとは思わない。『悲しい』とも思えない彼に、そういう感情を抱いだくこと自体間違いだろうから。

「それより、ワサビが苦手なら他のものを注文する？」

「だから別に辛いのは平気だって……注文出来るの？」

「この液えき晶しよう画面でね」

　試ためしにとゾンビはデザート類からアイスを注文してみせる。

　少し時間が経たつと、レーンの上にあるレールの上を新幹線の形を模した機械が、上にグレープ味のアイスを載せてはしってきた。

　ゾンビはそれを取るとルーミアの前に置いた。

「ほらね」

「へえ。色々あるのね」

　ルーミアはアイスを掬すくい取って口にふくむ。冷たく甘い味が、口内の温度で溶とけて、口いっぱいに広がる。軽く動く口元が、どこかなまめかしい。

　食べ終えて、スプーンを皿の上に置いたルーミアは、ゾンビが自分の顔を見ていることに気がついた。

「なに、なにか顔についてる？」

「目と鼻と口がついてる」

「そういうことじゃあなくて」

　ルーミアが訝いぶかしむように尋たずねると、ゾンビはかぶりを振ふった。彼女は不ふ審しんがりながら、レーンからサーモンを取って、口の中に入れる。

「人の顔をじろじろ見てきて。そういうの、あまり良い気分じゃあないわ」

「いや」ゾンビは訂てい正せいをするように言った。「ルーミアさんの表情を見てたら、僕も美味おいしそうに物を食べられるようになるのかなって思って」

　ごふっ。と口から米がふきでた。

　ルーミアは何度かせき込んでから、ゾンビの顔を睨にらむ。

　彼は変わらず切り身だけを食べて、なにやら変な表情をしていた。アスファルトの上でのたうち回るミミズみたいに口が動いている。

　もしかして。マネをしているのか？

　人が食べているのを、味を嚙みしめているところを。

「うまくできてるかな」

「大根といい勝負じゃあないかしら」

「難しいものだね」

　別段、悔くやしさを滲にじませるわけでもなく、ゾンビはそこにあったから口に運んだ。ぐらいの適当さで、残った切り身も口の中に入れた。味わう素そ振ぶりすら見せず、飲み込む。

　そこにはつまらなさすらなかった。形けい骸がい化した娯楽のように、無価値なものだった。

「せき込んでたけど、なにか飲み物頼たのむ？　トマトジュースとかあるけど」

「あんな血もどき。二度とごめんよ」

　ルーミアは唇をすぼめて、過去の失敗を思いだしていると、ゾンビが「あ」と言った。

　なにかに気づいたようだったが、ルーミアが尋ねるよりも先に、ゾンビは身を乗りだして、テーブルを挟はさんだ先にいるルーミアに向けて手を伸のばした。

　細く、瘦やせこけた、骨に皮が引っかかっているだけみたいな指が、自分の口に伸びてくる。

　その目からは意図を読み取ることはできない。近づいてくる手に、ルーミアは思わず目を閉じた。誰だれにも話したことはないのだが（そもそも話す相手がいなかった）、彼女は先せん端たん恐きよう怖ふ症しようだ。理由は不明だが、吸血鬼だし、杭への忌き避ひ感が理由ではないかと考えている。

「んっ……」

　口元から唇へ。

　ゾンビの指がゆっくりと動いていることが目をつむっていることで強く感じてしまう。

　アイスよりも冷たい指が、桜色の唇を撫なでて、離はなれていく。

　ルーミアは恐おそる恐る閉じていたまぶたを開く。

　ゾンビは自分の指の先をしげしげと見ていた。ご飯粒がついていた。

「多分、ふきだした時についたんだと思うよ」

　ゾンビは人差し指についたご飯粒を親指ではじいた。

　あ。

　捨てるんだ。

　──……いま私、なにを考えたあぁ!?

　彼女は、自分の考えたことを思いださないように、頭を両手でおさえて、軽く悶もん絶ぜつした。
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「ふう……」

　ルーミアは緩ゆるみきった表情で、自分のお腹なかをなでる。口から漏もれた息は、いつもよりも満たされていた。幸せである。

「げーっぷ」

「なにそれ」

「人は食べ終わるとゲップをすると聞いたことがあるから。ルーミアさんはしないんだね。人はするけど、吸きゆう血けつ鬼きはしないということかな」

「そもそもゲップは人前ですることじゃあないわよ。マナー違い反はん」

「そうなんだ」

　いつもなら目くじらをたてそうなことにも、気楽に答えている自分に気づいて、ルーミアは内心驚いた。

　寿す司しをたらふく食べたから、気分が良いのだろうか。それだけだろうか。

　──そういえば。

　──誰かとご飯を食べるのは久々ね。

　何百年ぐらい久しいことかもしれない。前がいつだったのかは、もう思いだせない。

　誰かと一いつ緒しよにご飯を食べるのは幸せなことだ。

　あまりにも単純で純じゆん粋すいな言説ではあるが、間違いではないのかもしれない。

　たとえ相手が、寿司の刺身部分しか食べずに、俵形のおにぎりを十個ほど皿の上に置いているような奴やつだとしても。

　お腹一いつ杯ぱい食べようという気持ちも、美味しいが分かる心もないのだから、彼にとって食事とは本来必要のない作業。意味のないルーチンワークのようなものなのかもしれない。

　彼は、楽しかったのだろうか。幸せだっただろうか。

　ふと、そんな疑問が湧わいてきて、ルーミアはぷるぷると頭を振った。どうしてこいつの気持ちを考えてやらねばならんのだ。

　店員が皿の数を数え終える。積み重なった皿の塔とう七つとデザートの器うつわ七つ。それと、なぜか残されている俵形のおにぎり十個を不審そうに眺ながめてから店員は去っていった。ゾンビは財さい布ふを片手に立ち上がる。どうやら本当に、おごってくれるらしい。

　おごられる──というか、何者かによって無む償しようでモノを渡わたされるというのは、ルーミアにとっては当然のことであり、当たり前のことである。

　目を覗のぞき込みながら命令をすれば、皆進んでプレゼントを用意する。

　けれども、相手から勝手にプレゼントを渡してきたのは、ゾンビが初めてだった。

　手元にあるプレゼントの日ひ傘がさをきゅっと握にぎりながらレジへと向かうゾンビを見やる。

　心臓がいつもと違う鼓こ動どうをしているのを感じる。

　こいつは一体、どれだけこちらの調子を狂くるわせるのだろう。

　ムカつくやつだ。とっても。

　唇くちびるを嚙かむ。

　ルーミアは立ち上がり、ゾンビのいる場所へと歩く。ゾンビは丁度、レジで料金を払はらっているところだった。ルーミアはゾンビの隣となりに立つ。

　手持ち無ぶ沙さ汰ただったので、ルーミアは辺りをキョロキョロと見回した。レジの後ろには、寿司のお持ち帰りサービスや、アルバイト募ぼ集しゆうのポスターが目立つように貼はられていた。

　──ん？

　その中の一つに、ルーミアの目は留まった。
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　そこにあったのは、『カップル割　男女一組で来られた方限定で割引　デートでのご利用に是ぜ非ひ！』というものだった。

　男女一組。カップル。デート。

　まばたきを、何度か繰くり返す。視線を上にして、息を吐はく。

　落ち着いて、今の自分の状じよう況きようを確かく認にんする。

　男女一組で、食事をして、食事代は男持ち。

　これはもしかしてもしかしなくても、傍はたから見てみれば、デートというものに見えてしまうのではなかろうか。

　気づいた。

　気づいてしまった。

　途と端たんに、彼女の顔は朱しゆに染まり、勢いよくゾンビの顔を見上げた。

　ゾンビも、そのポスターに気づいたようで、頷うなずいてから、ルーミアの顔を見下ろした。

「だって、ルーミアさん。どうする。安くなるけど」

「ち、違ちがうでしょ。あなたとは絶対！　というか、男なら割引とか考えずにおごりなさいよ！」

　ルーミアは顔を真っ赤にして返した。

　顔が赤いのは大声をあげたからだ。

　別に、意識してしまったとかそういうことではない。絶対。

　ゾンビはあはは、となんの気持ちもこもっていない笑い声をあげた。

　それもさらに腹立たしくて、思わずルーミアはゾンビの足の甲こうに傘を突つきたてた。
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　たった一つのことで人生が一変するということは、四百年間生きていて一度もなかったから、そんなことはありえない。

　そんな風に考えていたルーミアであったが、しかしよくよく考えてみれば、彼女の人生は、つい四百年ほど前に潰ついえているし、なんなら、吸血鬼に血を吸われるという『たった一つのことで人生が一変している』ではないか。否定できる立場ではないではないか。と、百年ぐらい前にはたと気づき、今はそういうものだと理解している。

「～♪」

　寿司を食べた数日後、手にした日傘をくるくると回しながら、ルーミアは機き嫌げんよく鼻歌を歌う。

　血液以外で久方ぶりに腹を膨ふくらますことができたルーミアは、太陽の下を闊かつ歩ぽしている。

　日傘のおかげで、活動できる時間が大おお幅はばに広がったルーミアは、寝ねる時間を削けずってまで、ある場所に向かっていた。

　今日はいつものふりふりしてひらひらしているゴスロリチックなドレスを着ていなかった。

　胸むな元もとにあしらわれた大きめのリボンが特とく徴ちよう的な白色の服に、くるぶしまで届く黒色のロングスカート。全体的にゆったりとした、長時間座っていても疲つかれなそうな服装だ。

　吸血鬼は鏡に映ることもできないし、写真に写ることもできない。

　ゆえに、自分の姿の確認はできないけれども、自分のことだから似合っているに違いない。と実に彼女らしく考えていた。実際、似合ってはいるが、どことなく、『習い事の発表会のために、よそ行きの服でめかしこんでいる』みたいな見てくれだった。

　もっとも、そんなことを彼女に言うような人はいない。

　悪口とか軽口を言う前に、考える前に、ひれ伏ふしてしまうからだ。だから、言う人がいるとすれば、それはきっと、ゾンビぐらいだろう。

「…………」

　冷静に、まるで統計データを読み上げるみたいに言ってくるゾンビの顔を思い浮うかべてしまったルーミアの額から、ビキッ。と音がした。青筋が浮かび上がっている。ここにはいないし、なんなら言われてすらいないのに。

「……どうしてあいつの顔が浮かんだのかしら」

　無意識のうちのそれに、ルーミアは不思議に思いつつも深く考えたりはしなかった。

　そうこうしているうちに、目的地へとたどり着いた。

　公共の場所らしく派手な装そう飾しよくはされておらず、ビクビクとなにかに怯おびえるように地味な見た目をしている。

「ここが図書館ね……！」

　ルーミアは少し上うわ擦ずった歓かん喜きの声をあげながら、図書館の玄げん関かんを見上げる。

　言うまでもなく、本一冊のために日本に来るような彼女は、無類の本好きである。

　読書家であり、乱読家であり、『本』好きである。

　ただ、日本に来てからというもの彼女の活動時間──つまり夜に開いている図書館や本屋が近くになく、ここ数ヶ月、彼女は満足に本を読めないでいた。

　だからこそ、こうして図書館にたどり着いたルーミアのテンションは最高潮に達していた。

　吸血鬼のお約束ですぐに入ることができない彼女は、うずうずと体を揺ゆらしながら玄関で誰だれかが通るのを必死に待つ。

　二分ほどすると、玄関の前を司書とみられる妙みよう齢れいの女性が通り過ぎようとしていた。

「ねえ」

　逃にがさないように、声をかける。

　司書は歩く足をとめて、入り口の方を見た。

　おあずけを食くらっている小型犬のような銀ぎん髪ぱつの女の子を見て、不思議そうな表情を浮かべていた。

　ルーミアは気にもとめず、話しかける。

「ここ、入ってもいいかしら？」

「もちろん。大だい丈じよう夫ぶよ。外国の人？　日本語上手ねぇ」

「当然よ」

　ふふん、と鼻をならす。

　鼻高々に胸をはる彼女に、司書は優やさしげな笑えみを浮かべた。

　透とう明めいの壁かべが消えた感覚。ルーミアは堂々と図書館の中に入る。

　図書館に入った彼女はまず、大きく息を吸った。

　新旧雑多な紙とインクの匂においが漂ただよってきた。良い匂いだ。落ち着く匂い。血の匂いとはまた別の、ずっと嗅かいでいたい匂い。

　図書館の中は、想像していた以上に大きかった。

　まず、入り口近くに広い空間があり、長机と個人用の机と椅い子すがずらりと並んでいる。平日の昼頃ごろだということもあってか、人の数はまちまちで年齢層も高齢の人が多い。

　しかし、公的な場所は服装のマナーなどに厳しいと本で読んだのだが、皆みな思いのほかラフな格好をしている。

　図書館の中は静せい寂じやくで満ちていた。ＢＧＭは紙の擦すれる音だけ。実に読書に最適な空間だ。

　その空間をコの字に囲うようにして、本ほん棚だながずらりと並んでいる。

　本棚は先が見えないぐらい並んでいる。奥が薄うす暗ぐらくなっても壁が見えない。見上げてみると天てん井じようは吹ふき抜ぬけになっていて、二階と三階もよく見えた。

　上の階にも、一階に負けず劣おとらずの数の本棚が設置してある。

　本。本。本。本。本。本。

　垂すい涎ぜんもののこの光景に、ルーミアは口をぽかんと開けてしまう。

　思わず一番近くの本棚に近寄って、様々な本を物色してしまう。知らない本がたくさんある。

　この量はなんだ。ここは天国か。本好きの吸きゆう血けつ鬼きを殺すトラップか。なんて限定的な罠トラツプだ。しかし、目もく論ろ見みは成功している。私はここで死ねる。

　はあ、幸せだ。幸せだ。もうここで死んでいい。ここが私の最さい期ごだ。

　そんなことを考えながら、新刊コーナーを漁あさっていると、一つの本を見つけた。

『彼らは、死者のままでいられない　They won't stay dead』

　ゾンビについての解説書だった。

　氷水のお風ふ呂ろに落とされたみたいに、テンションが落ちていく。

　どうしてこのタイミングで、こんな本が。ゾンビというものはもっとマイナーなものだと思っていたのだが。

　あがっていたテンションが落ちたところで、その本を取る。まあ、いい。ゾンビについては勉強し直そうと思っていたところだからだ。

　あのゾンビの初めての襲しゆう来らいから、半月ほどが過ぎた。

　ゾンビと出会ってからというもの、なんだか調子が悪い。よろしくない。芳かんばしくない。

　胸は痛いし、頭は痛いし、体にどっと重さがつきまとう。

　いつも通りに振ふる舞まうことすらできない。

　花の匂いを嗅いでから調子が悪くなれば花に原因があると考えるように。

　昼ご飯を食べて腹を壊こわせば、昼ご飯が原因だと思うように。

　ゾンビが現れてからの不調はゾンビのせいに決まっている。

　百識にだって知らない情報はある。

　もしかしたら、最近、またゾンビのお約束が変わったのかもしれない。

　少し前昭和、豆とう腐ふ小こ僧ぞうの豆腐を食べると全身がカビだらけになる。なんていう話が流る布ふして、実際、豆腐小僧にそうした能力がついたこともある。豆腐小僧本人が自分の豆腐を舐なめてカビになったりしていた。馬ば鹿かっぽい。

　奇きっ怪かいなる者の見た目や能力は不確定だ。不安定で、不ふ明めい瞭りようだ。時代時代によって変化していくし、消しよう滅めつしていくし、発生していく。忘れ去られて思いだされて、生まれ変わっていく。

　──そりゃあ私たちは噓うそからでた真まこと。みたいな部分もあるからねえ。そんなこともそりゃあ起きるさ。

　そんなことを考えるたびに、ルーミアは『始祖』の言っていたことを思いだす。

　適当でざっくばらんな性格をしていた彼女、もしくは彼は、その性格のせいなのかは定さだかではないけれども、見た目も適当で曖あい昧まいで、いつも違う姿をしていた。

　四日前は赤ちゃんで、一昨日おとといは秀しゆう麗れいなオールバックのおじさんで、昨日はシベリアンハスキーで、今日は紅あかいドレスを着た、金髪の麗うるわしい女性だった。

　──あなたが私のことを『始祖』と見ているから、私は『始祖』としていられる。

　──誰かがあなたのことを『ルーミア・セルヴィアソン』として見ていてくれるから、あなたは『ルーミア・セルヴィアソン』としていられる。

　──自分のことは自分が一番よく知らない。

　──誰かが隣となりにいてくれるから。自分は存在できる。

　──でも、たまに誰も知らない自分が現れることもある。それもまた、自分だ。

　──人は誰だって成長するからね。大切にしな。

　──まあ、でも。大切にしたところで、誰からも忘れられてしまったら、そんなもの、ないと同然になっちゃうんだけどね。

　──結局。私たちは誰かのおかげで存在できている。関係性こそが『私』であり、『あなた』なのさ。

　──だから誰かと一いつ緒しよにいられる。というのは、実はとてもとても幸せなことなのさ。関係っていうのは、そう簡単に手放していいものじゃあないのさ。そんな幸せを嚙かみしめるように、私はルーミアを抱だきかかえて頰ほおずりをするのだった。うりうりー。

　余計なことまで思いだしてしまった。

　まあ、つまり始祖は『誰かのおかげで、自分のせいで、人は象かたどられる』みたいなことを言いたかったのだろう。多分。

　実際は抱だき着いて抱きしめるための方便の方が正しいのだろうけれども。

　そんなわけで。なによりもまず、相手を知ることを始めるべきだ。

　資料としてそれを手に取ったルーミアは、玄関前の机と椅子が並んでいる場所へと戻もどってきた。その時にはその両手には自分の背せ丈たけよりも高い本の山が抱かかえられていた。

　はて、いつの間にこれだけの本が集まっていたのだろう。不思議な話だ。

　自分よりも大きな本の山というのはやはり重たいもので、ルーミアはよろよろと移動しながら、空いている机の上にゆっくりと置いた。

　本の山には様々なジャンルが積み重なっている。

　純文学から絵本まで。

　推理小説やアクション小説、ＳＦ小説や学園小説、コメディ小説、ライトノベル、ホラー、オカルト、ゴシック小説、時代小説やパロディ小説、伝でん奇き、怪奇小説。風ふう刺し小説や冒ぼう険けん小説、歴史小説に恋れん愛あい小説まで。

　本の山を前にして、頰を緩ゆるめて顔の前で両手をこする。

　一番上の本に手を伸のばす……座ったままだと手が届かなかった。

　椅子から腰こしをあげて、つま先立ちをする。指先がどうにか届くぐらいだった。

　落とすようにして、手に取る。本の重みが心ここ地ちよい。

　手に伝わるザラザラとした紙の感かん触しよくに、ルーミアは思わず口元を緩める。

　表紙を見る。昔の本と比べて、装そう丁ていは丁てい寧ねいに、そして綺き麗れいになっていた。

　表紙絵の感覚だけではない。四百年前の本と、今の本はかなり様変わりしていると言ってもよかった。古い──古城にあったホコリをかぶった本ばかりを読んでいたルーミアにとって、それは新しん鮮せんな体験だった。

「さて」

　ページをめくる。

　規則的に、不規則的に、速く、遅おそく、ページをめくる音は止まることはなく、静かな図書館の空気に溶とけこむように消えていく。

　本の山はみるみるうちに低くなっていく。はじめは立ち上がらないと一番上に手が届かなかったのに、今となっては座ってでも手が届くようになっていた。

　楽しい、幸せ、心地よい。プラスの感情だけが漂っているような空間の中で、彼女はただひたすら本を読み漁る。ゾンビの解説書も読んだ。

『ゾンビとはつまり、生きる屍しかばねを指す言葉である。つまり、死んでいるものがさも生きているように振る舞っていれば──動き回っていればゾンビである。

　魔ま法ほうでも、霊れい的てきな何かでも、感染病でも、寄生虫でも、電力でも、死体が動いていたらもうそれはゾンビでいいだろう。

　祭オカ事ルテ型イツク、科サイ学エンテ型イツク、感パン染デミ型ツク。ゾンビパウダーから果てはフランケンシュタインの化物まで、死体が動いているのなら私はゾンビだと捉とらえている。

　ゾンビという奴やつはいい。死んでいるから人の尊厳はないし、襲おそいかかってくる化物だから、死者としての尊厳もない。ゲームや映画で倒たおす相手としては最適な化物だ。だからここまで広まったのだろう。ちなみに私は、走り回るゾンビは好きではない。やはりゾンビは足を引きずるようにゆっくり歩いてなんぼだろう』

　結構軽いノリだった。こういうものなのだろうか。ペラペラめくってみると、解説書というより、ゾンビが好きな人が語っているだけの本に近い。

　解説書も読み終わる。ふと、深い深い海の底に沈しずんでいた意識が浮うき上がり始める。集中力が途と切ぎれてきた。今、何時だろう。時計を確かく認にんしようと、顔をあげる。

　目の前にゾンビが座っていた。

　もはや脈みやく絡らくがなくなっていた。

　いきなりのことで、思考を放ほう棄きしてしまう。ぽけーっとした顔で、ゾンビの様子を見る。

　ゾンビはルーミアの座っている席の反対側にいた。同じ机の、向かい合わせになる形だ。

　驚おどろくことに、彼は本を持っていた。

　ジョン・ポリドリ作『吸血鬼』。

　始祖が『自分について書かれた作品だから、謂いわば自伝だな』と言っていた小説だ。

　自伝ではなく、伝記ではないのか。そもそも、ここにでてくる吸血鬼（ルスヴン卿きようだったか？）は『始祖』のことなのだろうか。とか、色々ツッコミどころのある言葉だったからよく覚えている。

　ルーミアは慌あわてて解説書を本の山の後ろに隠かくした。『ゾンビのことを知りたいと思っている。気になっている』と、相手に思われるのが妙みように気き恥はずかしかったからだ。

　ルーミアはすぐに違い和わ感かんに気づいた。

　彼は本を閉じている。読んでいないのだ。その目はずっと、こっちを向いている。

　つまるところ、山積みにしている本を熟読している様子を、じっくりと見られていた可能性があるということだ。それは、気恥ずかしさを越こえて、ひたすら死にたい気分にかられる。

「ね、ねえ……」

　思考がどうにか落ち着いてきたルーミアは、目の前にいるゾンビに声をかけようとする。

「ルーミアさんってさ」

　ゾンビの方が先に声をかけてきた。表情に変化はない。

「本を読むのが本当に好きなんだね」

「え？」

「あの部屋、家具が全然無かったのに本は山積みになっていたから。本が好きなのかなって……あれ、じゃあ僕の場合は電話好きってことになるのかな」

　質問しておきながら、自分で勝手に悩なやみ始めた。

「……あなたが電話しているところなんて見たことないけど、好きなの？」

「夜に毎日電話をしているよ」

「意外ね」

「そうかな」

「日焼け肌はだの人がインドア派っていうぐらい、意外。あなたの電話に付き合う人は大変ね」

「ルーミアさんも電話する？」

「……電話を持っていたらね」

　彼女の家には電話はない。

　まあ、電話をする必要性がなかったのだからいいのだけれど。

「ルーミアさんって持ってないモノ多いよね」

「うるさい。これも全部日本に閉じ込められているのが悪い。古城に帰れば色々、いらないものまでたくさん持っているわよ」

「へえ」

「信じてないでしょう」

「見たことないし、信じる要素がない。ドレスからかなりの地位にいた。ということを推定できるけれども、それこそ本当に『見み栄え』のドレスなのかもしれないし、それ自体が『モノをたくさん持っている』という証しよう拠こにならない」

「なんで的確に否定要素をあげていくのよ、ムカつく」

　指折り確認をしながら滔とう々とうと続けるゾンビに、ルーミアは悪態をつく。

「じゃあ、いいわ。日本から出た暁あかつきには、あなたを私の城に招待してあげる。本当の私を、見せてあげる」

　ルーミアはゾンビの顔を指さして、不敵な笑えみを浮かべる。ゾンビはと言えば。

「分かった。楽しみにしているよ」

　と、社交辞令のようなセリフを足して、あっけらかんとした表情で返してきた。

　行ってもいいし、行かなくてもいい。どっちでもいい。と言わんばかりだ。

　こいつと話すときは、なにかと考えるのが無意味だと思えてくる。

　はあ。とため息をついて、「私は好きよ。本を読むの」と答えた。

　ゾンビは不思議そうな表情をしている。

「さっきの質問。本を読むのが好きなのかって。あなた、もう忘れたの」

「まあ、脳みそが腐くさってるし、忘れやすいかな」

　ゾンビは自分の頭を叩たたいた。コーン、と空くう洞どうが中にあるような音がした。

「私は本を読むのが好きよ。大好きと言ってもいい」

「なるほど」

　彼は神妙に頷うなずいた。なにがなるほどなのだろうか。ちょっと不安だ。

「ねえ、どうしてそんなこと聞いてきたの──」

「さっきまでの、本を読んでいたルーミアさんの表情が『大好き』の表情なんだね」

　ルーミアの顔が机に沈んだ。額が机にぶつかり、ガン。と音をたてる。

　机と向き合っている顔には『恥ち辱じよく』の表情が浮かんでいた。

　次に浮かんだのは『死にたい』の表情で、最後に浮かんだのは『もういっそ殺して』の表情だった。どれもこれも、ゾンビには理解できなかっただろうけれども。

「それで」

　数分後。

　どうにか回復したルーミアは、生まれたての子こ鹿じかのようにぷるぷると体を震ふるわせ、恥辱で顔を赤く染めながら、目の前のゾンビに尋たずねる。

「あなたはどうして図書館になんているの？」

「どうしてって」

　ゾンビはなんのことかと首を傾かしげた。

「本を読むためだよ。この施し設せつはそのためにあるんだよね？」

「そうね。でも、あなたはゾンビでしょう？」

　ルーミアはゾンビの胸むな元もとを指さした。

　自分の胸に聞いてみろ。とか、心当たりがあるだろう。というジェスチャーだが、ゾンビの場合、心当たりはないだろう。の方が正しいかもしれない。当たるもなにも、心がないのだし。

「あなた、感情がないんでしょう？」

「そうだね」

「だとすると、本を読んでも楽しくないんじゃあないの？」

　ルーミアは指を動かさずに、辺り一面にある本ほん棚だなを一いち瞥べつする。

　考えてみれば、おかしな話だった。

　笑うし、泣くし、考察したりするが、楽しめないし、悲しめないし、苛いら々いら出来ない彼が、感情感性のない彼が、どうして本を読もうと思った？

　超ちよう現実主義な、現実を現実として捉えることしかできない彼にとって、本の文章は、人の心に訴うつたえかける文ではなく、喜き怒ど哀あい楽らくを表現した文章でもなく、ただの文字の羅ら列れつに過ぎないはずなのに。

　どうしてわざわざ、図書館ここに足を運んだ？

　圧あつ倒とう的てき違和感。湧わきでる疑問点。

　不思議に思っているルーミアに対して、ゾンビは表情を一向に崩くずさないまま。

「楽しくはないね」

「じゃあどうしてここに来てるのよ」

「ルーミアさんが気になるから。かな」

「ぶっ！」

　盛せい大だいにむせた。

　顔を真っ赤にして、机の上につっぷす。

　周りで静かに本を読んでいた人たちの視線が一挙に向けられたが、ルーミアにはそれを気にする余よ裕ゆうもなかった。

「だから、ここにいる」

「こ、この席に座っている理由じゃあなくて、この図書館に来た理由を聞いているのよ！」

　机を乗り越えるように、上半身をゾンビの方へと伸のばしながら、ルーミアはゾンビに食いかかるように叫さけぶ。

「図書館に来た理由？」

「そうよ」

「街でルーミアさんを見かけたからついてきた」

「噓うそでしょう？」

「うん。吸きゆう血けつ鬼きについて調べようと思って」

　ゾンビは当たり前のように、前言を撤てつ回かいした。

　驚いた。このゾンビ、噓をつくことができるらしい。

　思った以上に人間に近いのかもしれない。本当に『心と血』がないだけなのかもしれない。

　なら、心と血を彼に与あたえれば、彼は人間になるのだろうか。

　多分、ならないだろう。人間はそんな、足し算の答えみたいな存在ではない。

　彼と人。そこには足せないし引けない、なにか、明らかに違ちがうものがある。

　それは『血』のように実物を見せることができるものではなくて、『心』のように説明ができないものなのだろう。

「吸血鬼について？　それってどうして──」

「すみません」

　本の山を見て圧倒されながら、司書がやってきた。

　申し訳なさそうに、口の前に人差し指を立てる。

「図書館では、お静かに」

「気をつけるわ。あなたもね」

「僕は叫んでない」

　ゾンビはなんでもないように言った。ルーミアの口元はひくついた。

　司書が去っていき、ルーミアはげんなりとした表情を隠そうとせずに、再び本の山に手を伸ばした。話すつもりはない。という意思表示だったが、ゾンビがどこかに行くことはなかったし、本を読みだすこともなかった。

　なにをするでもなく、ただ自分のことを眺ながめているだけだ。

　なんなのだ。私は愛あい玩がん動物かなにかか。

　本を盾たてにしてその視線から隠れながら、ルーミアは本の世界に逃にげ込もうとしたのだが、視線が気になって仕方ない。

　ルーミアは頭をふるふると振ふってから、きっとゾンビを睨にらんだ。

「ねえ、あなたもなにか読んだらどうなの？」

「読んでるよ。もう読んだ」

　ゾンビはなんでもないように言う。

　へえ。とルーミアは声をだす。楽しくはなくとも、読みはするのか。

「それって、今持っている『吸血鬼』？」

「違うよ。これは読もうと思って持っているだけ。読んだのはこっち」

　と、ゾンビは、椅い子すの上に置いていたらしい本を一冊、机の上に置いた。

『オズの魔ま法ほう使つかい』

　百年ぐらい前にアメリカで出版されたおとぎ話だ。

　魅了チヤームで手に入れた貢みつぎ物の中にあったから、彼女はそれを読んだことがあった。

「面おも白しろかった？」

　つい、勢いで聞いてしまった。

　読んだことのある本の感想を言い合うことは、一度でいいからしてみたかったことではあった。しかし、このゾンビに「面白い」ということが分かるとは思えない。

　だから返ってくる答えは「分からない」だとばかり思っていたのだが、ゾンビは。

「ブリキの木こり」

　と返してきた。

　一いつ瞬しゆん、なにかの合い言葉かと思ったが、それは『オズの魔法使い』の登場人物の一人だということにすぐ気づいた。

　主人公ドロシーが一いつ緒しよに旅をするメンバーの一人で、心を欲しがっていた、アリを踏ふまないように下を向いて歩く、心がないのに、誰だれよりも心優やさしいキャラクターだ。

「彼は心を欲しがっていた。最後にはおがくずが入ったハート形の絹きぬ袋ぶくろを貰もらって喜んでいたけれど、つまり、心っていうのは、そのハート形の絹袋なのかな。ルーミアさんの胸の中にもそれが入っているのかな」

「そんなわけがないでしょう」

　ゾンビは自分の胸を指しながら言った。あんなものが入っててたまるか。

「そうなんだ。じゃあ、僕の胸の中に絹袋を入れても仕方ないね……心って、胸の中にあるのかな」

「さあ。でも、その本では確か、心は胸の中にある。ということになっていたわね」

「本当に？」

「確かね。私が読んだのは初版が出た頃ころよ？　百年ぐらい前。流し読みでパラパラーッと読んだぐらいだから、ちょっとよく覚えてないわ」

「百識なのに？」

「私のあだ名は関係ないでしょう……ん？」

　あれ。ゾンビに百識の吸血鬼。というあだ名を教えたことはあっただろうか。

　しかし、どうやら知っているということは教えたことがある。ということなのだろう。

　寝ねぼけていたときに教えたのかもしれない。

　知り合って間もないのに、寝ぼけているような時間帯でも話したことがある。というのは、なかなかどうして、変な話のような気もするけれども。

　こいつが空気を読めないのだから、仕方がない。

「百識だからと言って、なんでも覚えているって訳じゃあないの。勘かん違ちがいしてることだってあるし、忘れていることだってあるのよ」

　もう、自分が人間だった頃のことだって、すっかり忘れてしまっている。

　断だん片ぺん的に、親は二人いたとか、お父さんとお母さんだったとか、兄弟はいなかったと思うとか、そういうことは覚えているけれども。彼らとの日常はもうすっかり、失われている。

「百は識しっているけれども、千は識らないってことかしらね」

「ふうん」

「…………」

「ルーミアさん。どうして僕の脛すねを蹴けるのかな」

「知らない」

　ピン。と人差し指を立てて、なんかうまいことを言っている風になっていたさっきまでの自分を思いだして、なんだかもう、いたたまれなくなっていた。

　あと、それを「ふうん」で済ませたゾンビには単純にムカついた。

　だからというわけではないのだけれども、足をぶらぶらさせている。

　それが偶ぐう然ぜんたまたま脛に当たっていても、文句は言わないでほしい。

　足がもげない程度に力は加減している。感謝してほしい。

「それで」

　足をぶらぶらさせることに満足したルーミアは、じとぉ。とゾンビの顔を睨む。

　睨んでいるつもりなのだが、頰ほお杖づえつきながら睨んでいる表情は、疲つかれ切っているだけのようにも見える。

「あなたは一体、なにが言いたいの？　『オズの魔法使い』が面白かったっていう感想？」

「面白いかどうかは分からないよ。僕には」

「でしょうね。あなたの読書感想文はきっとあらすじを羅列しただけのつまんないのになりそうね」

「おがくずが入ったハート形の絹袋が『心』でないとしたら」

「話を聞きなさいよ!?」

　皮肉を無視して話を進めようとするゾンビに、ルーミアは思わず声を荒あらげてしまった。遠くの方で司書が睨んでいた。

　ルーミアは本で顔を隠かくす。

　もう嫌いやだ。どうでもいいことでもう文句は言わない。

「彼が手にしたものが偽にせ物ものであるとすれば、ブリキの木こりは旅の果てに『心』を手に入れていないことになる。でも、おかしいね。話は、みんなのセリフは、まるで、ブリキの木こりは心を手に入れているようなことになっている」

　おかしいな。とゾンビは再び言う。

　まるで矛む盾じゆん点をあげていく校こう閲えつのように。

「こうなると、つまり、ブリキの木こりは心を初めから持っていた。もしくはいつの間にか手に入れていた。ということになるよね。その空っぽの、ブリキの胸の中に。なにもないはずの、胸の中に。おがくずの入った絹袋はそれに気づくためのものに過ぎなかった」

「だから？」

「ないと言われていた。ないと思われていただけで、実際はあった。そういうことはあるよね？」

「……まあ、そうね」

　とある、新しい物質が発見された。誰も知らなかった物質。

　それは、発見されるまで存在しなかったのだろうか。

　そんなはずはない。元から存在していた。それをみんなが知らなかっただけだ。

　新発見というのはつまり、元から存在していた知らなかったものに、形を与える作業である。さながら、影かげに輪りん郭かくを描えがくことで、そこに現れる妖よう怪かいのように。

「だったら」

　だったら。とゾンビは言う。

「僕の胸の中にも、ないと言われているだけで、ないとされているだけで、実は『心』があったりするのかな」

「……ないでしょうね」

　ルーミアは一呼吸置いてから、そんなことを口にした。

　まるで、死し刑けい判決を口にする裁判官のような気分だった。

「もしも『心』というものがあなたの胸……どこかにでもあったとしたら、私とあなたは今こうして話すことが出来てないわ。私の眼めに惑まどわされて、そうね、そこの床ゆかに跪ひざまずいているでしょうね」

　ルーミアは自分の座っている椅子の横の床を指さしながら言う。ゾンビの表情は変わらない。

「それがないのなら──『あなた』がそうして『あなた』として話している限り、あなたには『心』はないわ」

「そっか」

　ゾンビは別に欲しくはなかった安いクジで外れたような、そんな気軽さで頷うなずいた。

　対してルーミアの気分は少し落ち込んでいた。

　──あなたには『心』はないわ。ね……。

　──こっちの方がよっぽど心無い人みたいな発言じゃあない。

「……残念？」

　自責でたまらなくなったルーミアは、思わずそう尋たずねてしまった。

　ゾンビは吹ふき抜ぬけになっている天てん井じようを見上げるようにしながら、少し唸うなってから答えた。

　口元をつり上げただけの、それはそれは、つまらない笑えみだった。

「分からない、かな」

「そう……」

「でも、一つ間ま違ちがってるよ。ルーミアさん」

「なにが？」

「『あなた』がそうして『あなた』として話している限り」

　ゾンビの口調が変わった。少しばかり、声こわ色いろも高くなった。

　女性シンガーの曲を原曲キーで歌おうとしている男の声のようだった。

「さっき、そう言っていたけど。僕には『僕』はない。だから、それは間違ってる」

「……待って。今の、もしかして私のモノマネ？」

「そうだけど」

「私の声はそんな変な声じゃあない！」

　ルーミアは今日一番の声を張りあげて、口元を緩ゆるめているゾンビの頭をはたいた。
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　また司書に怒おこられてしまった。

　次騒さわいだら出禁らしい。

　だから、もうゾンビのことは無視することに決めた。

　静かに読書を続けていたルーミアは、閉館のアナウンスが流れるまで図書館の中にいた。

　ゾンビは変わらず、目の前に座っていて、特になにかをするわけでもなく、ただひたすら、本を読んでいる自分の顔を眺ながめ続けているだけだった。

　読んでいる本を盾たてにするようにして、視線から逃にげていたけど、おかげで、本の内容はもう殆ほとんど覚えていない。

　それでも、閉館の時間までには、本の山は全すべて読み終えていた。気に入った本や、内容をいまいち思いだせない本は借りて帰ることにした。ゾンビのせいだ。

　外にでてみると、もう日ひ傘がさが必要ない程度には日は落ちていた。

　山の縁ふちをなぞるようにかすかに赤があるが、他ほかはもう真っ暗だ。

　ポツポツと、電灯もつき始めている。

　借りた本が入った袋を肩かたにかけ、ほくほく顔で図書館をでたルーミアは、ついてくるように後ろを歩くゾンビの方を、首だけ動かして見やった。

「ねえ」

「ん？」

　罵ば倒とうの言葉も賞賛の言葉も同じ言葉として受け取るような彼に対して、気にかけているのは馬ば鹿からしいことだろう。気にしているのはおかしなことだろう。

　だけど、ルーミアは自分の胸の中にモヤみたいなものがあるのを感じていた。

　それは胃もたれのようにムカムカして、車くるま酔よいのように気分の良いものではなかった。

　だからルーミアは、それを振ふり払はらうように口にする。

「あなたに『心』がなくて、私は、よかったと思っているわ」

「どうして？」

「あなたが『あなた』として話してくれる。それは、私にとってとても嬉うれしいことだから」

　始祖は言っていた。

　結局。私たちは誰かのおかげで存在できている。関係性こそが『私』であり、『あなた』なのだと。

　私が見てきた『あなた』こそが『あなた』なのだと。

　そこには『心』の有う無むは関係ないのだと。

「あなたは、僕には『僕』がない。なんて言うけど、私はそうは思わない。確かにあなたには『心』はないわ。感性はない。感情がない。それは事実よ。でも、それは決して『あなた』という存在がない。という話ではないはずよ」

「どうして？」

「だって、『あなた』が存在しないというのなら、私は今、誰だれと話しているのよ。どうして、誰かと話せているのよ」

「……ああ」

　とゾンビは言った。

　それはまるで考えたことがなかった。と言わんばかりに。

「心の有無は関係ない。むしろ、『心がない』という強きよう烈れつな『個性あなた』があるのだとも言える。この半月の間、私は色々な『あなた』と出会って、話してきたつもりよ。うざったくて、鬱うつ陶とうしくて、面めん倒どうくさくて、空気が読めなくて、無む頓とん着ちやくで、なにか色々考えていて、悩なやんでいて、素す直なおで、率そつ直ちよくで、ある意味純じゆん粋すいな『あなた』に。『心』がないからこそ、私は『あなた』に出会うことができた。『あなた』と話せて、私はとても嬉しいわ」

　にこりと笑って、胸に手を添そえながら、ルーミアは言い切った。

　言い切って、ルーミアは自分の言っていることに無む性しように恥はずかしくなった。

　ああ、ああ。どうしてこんなことを言ってしまったんだ！

　人目を憚はばからないで、頭を抱かかえて悶もん絶ぜつしたい気分だ。

　だから最後に「あの、だから。ね？　そこまで気にしなくていいというか、さっきはちょっと悪かったって私も思っているというか……」と言い訳をつらつらと続けてしまった。

　ゾンビはと言えば、そんなルーミアを眺めてぽかんとした表情を浮うかべていた。

　それは、初めて会ったあの日、名前を尋ねたときの表情と同じだった。

　そして口元を緩める。面おも白しろみのない笑みだ。

「ありがとう。ルーミアさん」

「うえっ？　あ、えっと。ええ、気にしなくていいわ」

　なにを気にしなくていいのか。もはや自分が何を言おうとしているのかすら分からない。

　ルーミアの混乱を、ゾンビは知るよしもなく、そのままルーミアを追い抜くようにして、電灯に照らされた暗い街に向かった。

「あ、そうだ」

　と、思いだしたように言って、振り返る。

「この前あげたお土産みやげ。どうしたの？」

「……ああ、血の入ったペットボトル？　あれなら玄げん関かんの近くに置いてあるけど。涼すずしくて日の当たらない場所で保管しているけど」

「そっか。良かった」

　そう言うとゾンビはそのまま帰っていった。

　送っていくとか、そういうことは提案してこなかった。

　初めて会った時は自分が吸きゆう血けつ鬼きだと知った上でも『女の子が一人で夜出歩くのは危ない』と言っていたくせに。わけの分からない奴やつだ。

　いや、別に一いつ緒しよに帰って欲しいわけではないけれど。

　ふう、と息を吐はく。

　どうして自分は彼のことを気にかけていたのだろう。自分でも分からなかった。

　去って行くゾンビの後ろ姿をなんとなく追いかけながら、彼女はむず痒がゆい心をごまかすように頰ほおをかいた。

　頰は少しだけ熱を帯びていた。
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　ルーミアと別れたゾンビはと言えば、遠回りも近道も寄り道もすることなく、まっすぐカーナビに表示されている道を進むかのように、家に帰っていた。

　時刻は七時きっかり。体内に時計でも仕込まれているのか、ぴったり七時になった途と端たんに、ゾンビはズボンのポケットからスマホを取り出して、どこかに電話をかけた。

[image: ]

　呼び出し音は三回。

　出た相手の声は聞こえない。ゾンビは頷うなずきながら「うん」「うん」と返すだけだ。

　五分ぐらい電話をして、ゾンビが発した言葉は「うん」だけだった。

　ただ、最後に。

「ねえ。『僕』ってある意味純粋らしいよ。うざったくて、面倒くさくて、空気が読めなくて、素直で、率直なんだってさ」

　と付け足してから電話を切った。

　彼の口元が自然と緩んでいることには誰も気づいていない。

　電話をかけた相手も、もちろん彼自身も。







[image: 第三章　死体と遊ぶな吸血鬼]




　コンクリートブレーカーの喧やかましい音が、深夜の静せい寂じやくを破は壊かいしていく。

　周りには防音用のシートが張り巡めぐらされていて、入り口部分には騒そう音おんに対する謝罪文と、ここから先は工事現場につき立ち入り禁止です。という忠告文が書かれた看板が二つ並んでいる。

　もう少し離はなれた場所には、迂う回かい路の標示板が立っていることだろう。

　工事現場である。

　道路工事中。

　その工事現場の入り口に、ルーミアは暇ひまそうにしながら立っていた。

　いつものふりふりしてひらひらとしたゴスロリチックな服装ではなく、青色のつなぎを着ている。

　頭には『安全＋第一』と印字された黄色いヘルメットを被かぶり、赤く光る誘導灯を手持ち無ぶ沙さ汰たに適当に振っている。

　ここは、ルーミアのアルバイト先でもある。

　正直に話すなら、彼女は自らの体を動かして働く必要なんてない。

　定期的に人を襲おそうなり、そこらにいる人に魅了チヤームをかければいいのだから。

　実際、初めの一、二ヶ月ほどはそのようにして暮らしていた。

　しかし、どうやら世間では自分のような──働かないもののことを『引きこもり』『ニート』『ヒモ』と呼ぶらしい。ということを知ってしまった。

　その言葉は往々にして、社会不適合者、負け組、落ちこぼれ、どうしようもないクズ。と同義である。

　無論、プライドの高い吸血鬼であるルーミアは、それを知ってからすぐに、簡単にできる仕事を探した。

　それがこの、工事現場のバイトである。正直、真夜中にこんなうるさい作業をしていていいのか、と常識的に考えたりすることも多々あるが、それでも深夜帯にできる仕事ということで重宝している。

「古城ならまだしも、あのボロアパートじゃあ見み栄ばえが悪いし……やっぱり、早めに引っ越こすべきかしら」

「異状はないですか？」

　工事現場の入り口からやってきた中年の男が、かしこまった口調で言う。

　その口調と魂たましいの抜ぬけたようなぼうっとしている表情は、魅了チヤームにかかっている証しよう拠こである。

「異状はないわ」

　ルーミアは誘導灯を適当に振るいながら返した。

　仕事を開始して数時間は経過したが、未いまだに人がここにやってくることはなかった。

　本当に、人通りのない道だ。

「食べられたんですかねえ」

「……なによそれ」

「知らないんですか？」

「話しなさい」

「はい」

　中年の男は言う。有無を言わせず──まるで音声システムに答えさせるようだった。

「最近、この付近で行方ゆくえ不明の人が増えていまして、現場に人ひとりの体を絞しぼったような血だまりができているんです。最近は、片かた腕うでだけが発見される例もありまして、まるで、食い散らかされたような断面だったらしいのです。そういうわけもありまして、最近は、化物が人を食い殺しているのではないか。と噂うわさされているのです」

「ふうん」

　ルーミアは適当に頷く。

　人を食う奇きっ怪かいなるものには覚えがあった。例の、あのゾンビだ。

　どうやらあのゾンビ、結構な量を食べるようだった。

　その割には瘦やせているようだけれども。羨うらやましい話ではある。

「ん？」

　いや待て。ゾンビは確か、小食ではなかっただろうか。

　小食というか、食べることに価値を見み出いだしていないというか。

　そんな彼が、そんなにたくさん人を食うのだろうか。燃費が悪いとは思えないし、そもそもゾンビには『人を食べ続けないと死ぬ』なんていうお約束はないはずである。

　ゾンビの食事は欲求に従っていて、お腹なかが空すいたからではなくて、だから欲求のない彼の場合、そもそも『食べる行こう為い自体に理由がある』以外で食べるのだろうか。

　分からない。百識とはいえ、ゾンビには詳くわしくとも、『彼』に詳しいわけではない。

　実際、詳しくなかったから、あの日、彼の首筋に嚙かみついたわけで。

　──…………。

　──嫌いやなこと思いだしちゃったわ。

　さながら死体のような、やはり死体らしい彼の冷たい体を思いだしたルーミアは自然と唇くちびるに手を伸のばして、首を振ふった。

　忘れよう。屈くつ辱じよくとか、恥ち辱じよくとか、唇に残っている彼の首筋の感かん触しよくとか。色々。

　ふう。と息を吐いた。同時にあくびも漏もれる。

　最近、妙みように眠ねむい。

　睡すい魔まがよく襲ってくるし、体が重たいと感じることも多々あった。

　疲つかれているのだろうか。

　体もダルい。ここに来るまでの間、妙に足運びがうまくいっていなかった。

　まあ、最近睡すい眠みん時間を削けずって昼に行動することも多かったし、それが原因とみていいだろう。

「今日こそは寝ねることにしましょう」

　あのゾンビが来ない限り、だけれども。

　ルーミアはぷるぷると頭かぶりを振って眠気をはらう。

　背後で喧しく動き続けるショベルカーやコンクリートブレーカーのおかげで、立ったまま眠るとか、そういうことはないだろう。

「それにしても」

　ルーミアは誘導灯を振るうのをやめて、自分の目の前にある道を見る。

　街灯はなく、月明かりぐらいしか頼たよれるものはない。

　薄うす暗ぐらくて、ほの暗い。

　それでも、いつもなら数十分に一度は人だったり車だったりがやってくるのだが、今日はルーミアがここに立ってからというもの一度も人がやってこなかった。

　誰だれも通らない。

　背後の喧しさとはあまりにも対照的な静けさだ。

　しん、という音が聞こえてきそうなぐらい。

「…………」

　おかしい。

　妙だ。

　人が通らないというのはまだ分かる。

　ただ、物音がしないというのはどういうことだ？

　人がいれば、生活がそこにあれば、音は起きるものだろう。

　はて、とルーミアは首を傾かしげる。

　ちょっと見てこようかと半ば職務放ほう棄きして、彼女は一歩進む。

　その時だった。

　体の中を、なにかが通り抜けたのは。

　ぞくり──と。

　どくり──と。

　さながら体に電気を通されたようだった。

　しかしルーミアは、漏ろう電でんしているものに触さわったりしていない。

　──これは。

　──結界？

　体を抜けたその感覚に覚えのあったルーミアは、思考しつつ振り返る。

　コンクリートブレーカーが瓦が礫れきの上に倒たおれていた。

　電源は切られていない。

　瓦礫の上でガタガタ震ふるえている。

　まるで、コンクリートブレーカーを使っていた人だけがどこかに行ってしまったように。

　さっきまで話していた中年の男の姿もどこにもなかった。

「……人ひと払ばらい？」

　結界の役割の一つに、潜せん在ざい意識に働きかけ、行動を制限するものがある。

　なんだかよく分からないけれど──。その気持ちを増ぞう幅ふくさせる働きがある。

　人払いの結界は『よく分からないけれど、ここには近づかない方がいいのかもしれない』『よく分からないけれども、ここから離れた方がいいかもしれない』そういう気持ちにさせるものである。

　後ろで瓦礫が崩くずれる音がした。コンクリートブレーカーがまだ暴れているようだった。

　なるほど。道理で誰もこの道を通らないはずだ──誰もいなくなったはずだ。

　納なつ得とくはいった。そしてそれはつまり、『人払いの結界』が張られているということはつまり、近くに『人払いの結界』を扱あつかえるものがいる。ということになる。

　ルーミアにはそれに覚えがあった。個人ではなく、団体に覚えがあった。

「陰おん陽みよう師じ……」

　ルーミアは端たん的てきに呟つぶやく。

　自分が日本に長期滞たい在ざいすることを余よ儀ぎなくされてしまった相手。まけたとばかり思っていたが、どうやら自分の居場所がバレてしまったらしい。

　ガラリ、ガラリ。

　コンクリートブレーカーが暴れ、瓦礫が崩れる音だけが静かな闇やみ夜よに響ひびく。

　ルーミアの足元に影かげが広がる。

　はて、それはおかしなことだ。

　あるはずがない。

　たとえ天にのぼっているのが太陽ではなく月であったとしても、吸きゆう血けつ鬼きであるルーミアに、影なんてできるはずがない。

　背後に誰かいる。なにかある。

　振り向く。同時に裏うら拳けんの要領で、拳こぶしを振り抜く。

　ぐるりと回る視界に、瓦礫の山が一いつ瞬しゆん見えた。

　瓦礫の山は、大きな手のひらのような形をしていた。しかしその大きな手のひらは、ルーミアの拳によって粉ふん砕さいされる。

　バラバラに。元の瓦礫の山の姿に戻もどる。

　手を開いて閉じて、自分の拳の調子を確かく認にんしながら、ルーミアは鼻をならす。

　そして、ふいっ。と道の先を見た。

　迂う回かい路の標示板がある方だ。

「ねえ、あなた。もしかしてこの程度で私を倒せると思ってるの？」

「バレてたか」

　声がした。苦く笑しよう混じりの声。

　迂う回かい路の標示板の向こうから人影が姿を現す。

　そこにいたのは、一人の男だった。

　男……なのだろう。

　顔の上半分を白い布で隠かくしている。

　見える口から発せられる声は太い。

　白色の装しよう束ぞくを着ている。

　時代錯さく誤ごというか風変わりな服装という点においては、ルーミアにも引けをとらない。

　奇き矯きような男だ。

　ルーミアは思う。

　赤く光る誘導灯の先を、男に向ける。

「人払いがされているのに、そこに人の気配がすれば、すぐ分かるでしょう」

「それもそうだな」

　男は苦笑する。

「それで、一体なんの用？　少なくとも、ここの道を渡わたりたいっていうようには見えないけど」

「まあ、その先に用があると言っても間ま違ちがいはないけれど、まあ、今は──」

　男は言い直しながら、装束の懐ふところに手を伸ばす。

「お前に用がある──ルーミア・セルヴィアソン」

　瞬間。

　ルーミアは誘導灯を自分の顔の前で横向きに構えた。

　誘導灯の上に長方形の紙し片へんが貼はりついた。

　紙片には崩されまくった文字のような、幾き何か学がく模様が筆で描かいてある。

「俺は土つち御み門かど接つぎ道みち。見たら分かると思うが、陰陽師だ」

「でしょうね。この御お札ふだも、その格好をした人にも、前に会ったことがあるわ」

　ルーミアは紙片が貼りついた誘導灯を後ろに捨てる。陰陽師の妖よう怪かい退治用の武器は『札』であると聞いたことがある。触らない方がいいだろう。

「全員、首に変な模様が刻まれたナイフを突つきたてて死んだけど。私の命令通り」

「そうだな。だから、俺が来たわけだ。言っておくが、俺はそいつらよりも偉えらいし、強いぜ？」

「へえ」

　ルーミアはどうでもよさそうに頷うなずく。

「この人払いはあなたの仕し業わざ？」

「さあな」

　白衣の男──土御門接道はわざとらしくとぼけてみせる。

　ルーミアは接道を睨にらむ。試しに「喉のどの奥に自分の拳を突っ込んで、思いっきり手を開け」と命令するも、男に変化はない。

　顔の上半分を隠す白い布は、ルーミアの魅了チヤームを防いでいるようだった。

　ルーミアの魅了チヤームは、彼女の赤い眼めを見ることで発動する。赤い眼に見られることで発動する。それは逆を言えば、見なければ発動しない。ということだ。

　太陽の光を傘かさで防げてしまうように、奇っ怪なるもののお約束というのは、わりと簡単なひと手間で回かい避ひできてしまう罠トラツプのようなものだ。特定の条件を満たせば絶大な効果を発揮するが、その条件を避さけられてしまえば、無力である。

　例えば目の前の男のように『見ない』方法をとるとか。例えばゾンビのように『操あやつれる心がない』とか。

　心の中で舌打ちをしつつ、ルーミアは目の前の敵を睨む。魅了チヤームが効かなくとも目を離はなしていい相手ではない。

　たかが人間。されど専門家。

　負けはせずとも、自分よりは弱いと確信していたとしても、油断をしていい相手ではない。

　強さとか、弱さとか。

　そういうのをまるで無視してくるのが、人間の奇妙なところだ。

「私を退治しにでもきたの？」

「まあ、そうだな」

　はん、とルーミアは鼻をならす。

　油断はせずとも、その傲ごう慢まんで高飛車で上から目線な態度は崩さない。

「なめられたものね、私はルーミア・セルヴィアソン。百識の吸血鬼よ？」

「ふっ」

　接道は小さく笑う。

　まさかそれが『百識の吸血鬼』を笑っているのだと気づいていないルーミアは小さな胸をはる。

「まさか、さすがの俺もそこまでおごってはいないさ。お前が格上だということは重々承知しているさ」

「じゃあ──」

「だから、手はうってある」

　ぬうっと。

　影が伸のびた。

　月明かりでできた薄うすい影。

　それが、ルーミアを覆おおう。

「っ!?」

　ルーミアはとっさに横に跳とんだ。

　直後、さっきまで彼女がいた場所に、瓦礫の山が落ちてきた。

　瓦礫の山はコンクリートで舗ほ装そうされた地面を砕くだき、その下にある土の中に沈しずむ。

　その瓦礫の山はまるで、人の手のようだった。

「これは……」

　見上げないと全ぜん貌ぼうが見えないほど大きな瓦礫の山がそこにはあった。

　無論、背せ丈たけの小さなルーミアからすると、ではない。周りの一いつ軒けん家やにも引けをとらないぐらい大きな瓦礫の山である。

　一本、腕うでのようなものが伸びていて、ルーミアのすぐ横の地面に埋うまっている。

　さきに襲おそいかかってきたときも、彼女よりも大きかったものの、こんなに大きくはなかったはずだ。

　──いつの間に、どうして巨きよ大だい化しているの？

　ルーミアは疑問を覚えつつ、辺りを見回す。

　すぐに異変に気づいた。工事現場を囲っていた防音シートがなくなっていた。破は壊かいされたコンクリートの破片が消えていた。そういえば、さっき投げ捨てた誘導灯もなくなっている。

　工事現場が妙に小こ綺ぎ麗れいになっていた。瓦礫の山に再び視線を戻す。腕の付け根辺りでなにかが赤く光っていた。さっきルーミアが捨てた誘導灯だった。

　瓦礫の山は地面に埋まっている腕を持ち上げる。右腕か左腕かと聞かれたら、多分右だ。

　引っこ抜ぬかれる腕に、まるで磁石でも使われているかのように瓦礫がひっついていくのを、ルーミアは見た。瓦礫と破片がくっつき、更さらに肥大化し、更に鈍どん重じゆう化するのを、見た。

　更に鈍重になって、更に強くなる。

　瓦礫の山はこちらを見た。

　多分、見た。

　頭だと思われる部分が動いたから、きっと見たのだろう。

　ルーミアの姿を捉とらえると、再び、手のひらを振ふり下ろす。

　その行動に意思は感じられなかった。

『指定された相手』を『発見』次し第だい、『潰つぶす』というプログラムで動いているような──それこそ、ゾンビの行動を彷ほう彿ふつとさせる動きだった。

　ゾンビの顔が一瞬ちらついた。頭を振ってから、ルーミアは横に跳はねた。

　瓦が礫れきの山の腕が地面を砕く。土が抉えぐれ、瓦礫が飛び散る。

　その瓦礫たちは、磁石に吸い寄せられる砂鉄のように、瓦礫の山の腕にひっつき、それは更に肥大化していく。

　砂すな浜はまを歩くカニのように、体よりも腕の方が大きくなり始めていた。

「これはあれかしら。早々に倒たおさないといけないタイプだったのかしら？」

　アンバランスなその見てくれに、ルーミアは思わず呟く。

　しかし、呟いたところで瓦礫の山が小さくなってくれるわけではない。

　瓦礫の山はポロポロと破片を落としながら、アンバランスな腕を持ち上げて、振り下ろす。

　鈍にぶいが重い腕は、それだけでもう充じゆう分ぶんな凶きよう器きだ。避よける。地面を殴なぐり、更に肥大化した腕は再び振り下ろされる。避ける。振り下ろされる。避ける。振り下ろされる。

　スローモーションの雨のように、腕は振り下ろされ続ける。

　その度たびに辺りのものは破壊されていき、瓦礫の山は肥大化していく。

　とはいえ、指定された相手を潰そうとしているだけの単調な動きだ。避けられなくはない。

　当たらなければ、どれだけ強い一いち撃げきだろうと、無意味だ。

　ルーミアは振り下ろされる腕に合わせて真上にジャンプする。足元に腕がめり込み、その上に着地する。

　この瓦礫の山の正体も大体の目星がついた。

　正体は、十中八九[image: ]──ゴーレムで間違いないだろう。

　ゴーレム。

　物言わぬ人形。

　無形の胎たい児じ。

　出来損そこないの人間もどき。

　ヘブライ語で『胎児』を意味するそれは、元々人間が神のように『人間』を創つくりだそうとして誕生した失敗作で、単純な命令しか理解できないうすのろである。

　感性を持たないという点ではゾンビと似通っているのかもしれない。

　ともかく。
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　あれがゴーレムであるとするならば、当然、体のどこかに暴走したとき用の安全装置があるはずである。

　肥大化して鈍重化している大きな腕は、力強く振り下ろせる分、深くめりこみ、持ち上げるのにも少し時間がかかる。

　その間にルーミアは、ゴーレムの腕をかけあがり、頭部だと思われる場所に迫せまると、腕に力をこめて、頭部の中につっこむ。

　瓦礫の鋭するどい部分がルーミアの柔やわ肌はだを切り裂さくが、すぐに再生する。

　少し突つき進むと、今までとは違ちがう感かん触しよくのものがあった。

　瓦礫ではなかった。ルーミアはそれを摑つかみ──叫さけんだ。

　指の先から体を駆かけ巡めぐる激痛。思わずルーミアは腕を引っこ抜く。指の先は焼け焦こげていた。ぶすぶすと音を立てている。

　顔をしかめるルーミアは、自分が大きな影かげに覆われていることに気づいて、すぐに飛び退のいた。直後、ゴーレムの手のひらがゴーレムの顔とぶつかった。

　瓦礫同士がぶつかりあい、派手な音と瓦礫を撒まき散らしながらゴーレムは少しバランスを崩くずす。

「いやあ、これを造ったやつがどうにも凝こり性しようでよ」

　接道はどこか面めん倒どうくさそうに言う。製作者の顔でも思い浮うかべているのだろうか。

「『お前の注文したやつ。どう考えてもゴーレムだったからしっかり安全装置はつけておいたぞ。羊皮紙だ。真理から一文字消して死に変えろ』とか言うんだぜ」

　まあ。と接道は言う。

「そんな分かりやすい弱点を野の晒ざらしにするほど、俺もバカではねえよ」

「ゴーレムの安全装置を、結界で覆ったのね……」

「賢かしこいな、さすが百識」

　接道は鼻をならす。それが馬ば鹿かにしているのだということは、さすがに分かった。

「結界は俺の得意分野だ。お前のような不ふ浄じような者が触ふれられると思うなよ」

　バイキンが石せつ鹼けんに触さわるような愚ぐ行こうだぜ。と接道はわざと癇かんに障さわるような喩たとえをしてきた。

　しかし実際のところ、その喩えで間違いはないだろう。

　安全装置を覆う結界に触れてしまった指はまるで太陽に焼かれたように爛ただれていて、皮ひ膚ふがめくれあがっている。引っ張られるように筋肉繊せん維いもはげて、白い骨が見えた。

　じゅうじゅうと音をたてる指は再生する様子もない。なんらかの弱点に引っかかったのだろう。おそらく、十じゆう字じ架か系統と同じく信心だろうか。

「その凝り性も今回は役にたったと伝えておくか」

　ゴーレムが腕を振り下ろしてくる。

　彼女はバックステップで回かい避ひする。瓦礫が辺りに飛び散り、そのままゴーレムの腕にひっつく。

　さて。これからどうするべきか。

　ルーミアは考える。このゴーレムを倒すには安全装置を破壊しなければならないが、しかし、それは結界によって守られている。

　ゴーレムの攻こう撃げきは鈍重がゆえに、当たることはなさそうだがしかし、このままでは勝つことができない。うまく躱かわして接道の下もとへ迫るか、それとも、安全装置以外でゴーレムを倒す必要がある。どうしたものか。

「ん？」

　と。

　ルーミアが考えていた時だった。

　ゴーレムが腕を振り下ろすのをやめた。

　どうやらようやく、どれだけ腕を振り下ろしても小こ柄がらなルーミアを捉えることができない。ということを理解したらしい。

　知能がないのではなく、低い。もしくは皆かい無むに近い程度にはあるらしい。もしくは本能で『不可能』を認にん識しきしたか。

　ゴーレムは自身の体よりも大きな腕を高く持ち上げた。

　まさか、もっと強く振り下ろせばいいと考えたのだろうか。と、ルーミアは啞あ然ぜんとしたが、さすがにそこまで知能は低くなかった。

　ぶうん、と。

　ゴーレムは持ち上げた腕を横薙なぎに振るった。

　まるで地ならしでもするかのように。

　地面をガリガリと削けずりながら、ゴーレムは腕を振るった。

「ふうん」

　その行動に、ルーミアは納なつ得とくをみせつつも、せせら笑った。

　確かにその肥大化しきった腕を横薙ぎに振るえばそれなりの範はん囲いを蹂じゆう躙りんできるし、腕が通った後には草一つ残っていないだろう。

　マトモに喰くらってしまえば、ルーミアも五体無事でいる自信はない。

　しかし。

　だったら避ければいい話だ。

　広範囲攻撃をするのなら、上に飛べばいい。

　さながら縄なわ跳とびをするように、ぴょんと飛び越こしてしまえばいい。

　だからルーミアは足に力をこめて、迫りくる壁かべのような腕を飛び越えようとした──のだが。

　がくん──と。

　膝ひざから崩れ落ちるように、ルーミアは前のめりに倒れ込んだ。

「え？」

　飛ぼうとしたはずだった。

　ジャンプして、飛び越そうとしたはずだった。

　それなのに、宙を舞まっているはずの小さな体は、どうしてか地に伏ふせていた。

「な、なんで……？」

　身体からだに力が入らない。というよりは力が残っていない。

　ランナーズハイの更さらに向こうのような、疲ひ弊へい感のない疲つかれが彼女を襲おそっている。

　まるで自分の体ではなくなってしまったみたいに、芋いも虫むしのように這はうことさえ出来ない。

　動けない。動かない。

「あ」

　そうこうしている内にも時間は進む。

　体は動かないけれど、時は動き続ける。

　辺り一面を薙ぎ払はらおうとしているゴーレムの、大きくて、重たくて、鈍どん重じゆうな、小さな女の子一人ぐらいアリを潰すが如ごとく簡単に破は壊かいできそうな腕うでが、彼女に迫っていた。

「まず……っ！」

　逃にげられない。

　そう直感したルーミアはとっさにまぶたを閉じた。

　暗くら闇やみと、一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの後の激げき突とつ音。

　しかし不思議と痛みはなかった。

　力だけでなく、痛みを感じる感覚も抜ぬけ落ちてしまったのか、はたまた痛みを感じる隙すきもなく殺されてしまったのか。

　痛いのはできればやめてほしかったからそれはありがたかった。体がバラバラになったら、復活にどれだけ時間がかかるだろうか。あの、体が再生しているときに感じる炭酸水の中に指を突っ込んだようなこそばゆい感覚に襲われるのはいつになるだろうか。正直あれは、好きではない。

「……あれ？」

　なんて。

　そんなことを長々と考えられる時点で、彼女が生きている事は誰だれの目にも明らかだったし、本人の目から見たら尚なお更さらだろう。

　まぶたを開くことが出来たことにルーミアは驚おどろいたし、四し肢し五体全すべて無事だということにも、驚いた。

　五体無事だということはつまり、あの薙ぎ払いを喰らっていない。ということだ。

　──一体どうして？

　ルーミアはまだ気け怠だるい上半身を、両腕で持ち上げながら、前を見る。

　ゴーレムの腕はルーミアの前で止まっていた──止められていた。

　ゾンビの枯かれ枝えだのような両腕によって、止められていた。
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　お世辞にも健康体とは言い難がたい──そもそも死体なのだから、健康もなにもないのだけれども──細長くて青白い、マッチ棒みたいな腕は、自身よりも巨きよ大だいで鈍重なゴーレムの腕を真正面から受けとめていた。

　ぐりん、とゾンビは首だけを動かしてこちらを見た。

　必死そうな形相でもなく、かと言って余よ裕ゆうそうでもない、いつも通り、なんともなさそうな顔をしている。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫よ別に。それぐらい喰らった程度じゃあ私は死なないし殺せないわ」

　芸達者なオットセイのような体勢のまま、ルーミアは言う。

　実際、彼女があの薙ぎ払いを喰らったとしても、精々体が千切れてバラバラになる程度だ。

　それぐらいなら、二日もしないうちに再生することができる。

　日の光や銀や杭くいに弱いお約束のある吸きゆう血けつ鬼きは、同じように、死なないお約束もある。

　正しく手順を踏ふんで殺さない限り、吸血鬼は死なない。

「あなた、意外と強いのね」

「まあね。それに、腕が壊こわれても特に痛みを感じないから」

　ゾンビの腕をよくよく見てみると、肘ひじの辺りがグシャリと潰つぶれていて、肩かたからは骨が飛び出ていた。グズグズの藁わらと豚ぶたの脂し肪ぼうを詰つめこんだような中身が見える。血は流れていない。

　痛みはないから、多少の無む茶ちやはできる。

　そういうことだろうか。

「大丈夫なの。それ」

「後で縫ぬっておけば大丈夫だよ。それよりも」

　そんなことはどうでもいい。と言わんばかりに、ゾンビは話を切り替かえた。

「どうして倒たおれてるの？」

「どうしてって、力が入ら……」

　ルーミアは体に力が戻もどっていることに気づいた。腕で地面を押して、体を持ち上げる。

　青色のつなぎについた土ぼこりをはらう。いつのまにか、『安全＋第一』のヘルメットは頭の上から無くなっていた。

「はいら？」

「なんでもないわ」

　ルーミアは呟つぶやいて、ごまかした。さっきの急な脱だつ力りよくはなんだったのだろうか。また起きなければいいけれども。

「それにしても、よくここが分かったわね。人ひと払ばらいだってされていたのに」

「人払い？　ああ。僕には効かないよ。人じゃあないから」

　それはそうだった。

　彼は今もこうして動いているし、ぱっと見ちょっと不健康そうな人間にしか見えないけれど、彼もルーミアとゴーレムと同じ、奇きっ怪かいなものであるのだから。

　動く死体。

　感性のない末路。

　そんな彼に、人間の感性に影えい響きようを与あたえる人払いが効くはずもなかった。

　ゾンビはゴーレムの腕を押し返すようにした。だらん、と垂らした左腕は変な方向に曲がっている。

「音がしたからやってきてみたら、ルーミアさんが圧おし潰されそうになってたから。無事でよかったよ」

「別に、助けなんていらなかったわよ。あの程度じゃあ、私は殺せないから」

　ぷいっとルーミアはそっぽを向きながら、言い訳を連ねる。

「今は手加減しているだけよ。本気をだせばこんな木偶でくの坊ぼう」

「負け惜おしみ？」

「うるさい」

　まさか煽あおられるとは思ってもみなかった。

「どういうことだ？」

　そこで呟いたのは接道だった。

　ゾンビのことを奇き妙みようそうな目で見ている。いや、目は見えないんだけれども。唯ゆい一いつ見える下半分の顔が、明らかに困こん惑わくで歪ゆがんでいた。

　──ゾンビの情報を仕入れていなかったのかしら。

　そもそもこの男はルーミアを退治しに来たのだ。ならば、ゾンビという不確定要素に驚いていてもおかしくはない。

　相手はゾンビのことを知らない。

　それは有利に働くかもしれない。

　──こいつの手を借りるのは、すごく癪しやくだけど。

　今はそんなことを考えているヒマはない。

「さて、どうするのあなた。これで二対一よ」

「あれ。僕も戦うことになってる？」

「当然でしょう？　むしろどうしてもう帰ろうとしているのかが疑問で仕方ないのだけど」

「助けなんていらないとか、手加減しているだけとか言ってたから、大丈夫かなって」

「あなたはどうしてそう、言げん質ちをとるのが大好きなのよ」

「それが『僕』だから……なんか違ちがうね。やっぱり」

「いいえ、すごくあなたらしいわ。頭痛がおさまらない感じとか特に」

「そうなんだ。覚えておくね」

「忘れてくれた方が私としてはありがたい限りよ」

　眉み間けんにシワをよせて、ルーミアは額に三つ指を添そえる。

　目の前にいる接道はといえば、同じように顔をしかめていた。

「……そうだな。確かにここは一回ひくとするか。色々調べておきたいこともある」

「逃がすとでも思ってる？」

　言いながら。

　ルーミアは接道との距きよ離りをつめる。

　その頭上をなにかが通過した。なにか。それはゴーレムの腕だ。

　ゴーレムの腕は、ルーミアと接道の間を阻はばむように地面に叩たたきつけられた。ルーミアは小さく舌打ちをする。

　ゴーレムの腕を飛び越こえて向こうを確かく認にんするが、その時には既すでに接道の姿はなかった。

　腕は支えを失ったように瓦が解かいした。山積みの瓦が礫れきは、再び動き出す様子はない。

　逃げられた。

　同時に、かすかにだが空気が変わったことをルーミアは感じ取った。どうやら人払いの結界が解除されたようだった。

「となると、私たちもはやめに退散したほうがいいわね」

　ルーミアは周りの惨さん状じようを見てからそう呟いた。

　瓦礫は散らばり、土ぼこりは舞まい散り、確実に工事の期間は延長されそうだ。

　隠いん匿とくするつもりすらないらしい。迷めい惑わくなことだ。

「あーあーもう、服がホコリだらけよ」

「つなぎって汚よごれるためにあるんじゃあなかったっけ？」

「汚れてもいいように。よ。積極的に汚れるものではないわ」

　ルーミアはぐちぐち文句を言いながら、青いつなぎについているホコリを払い続けるが、中々取れない。

「むぅ……」

　ルーミアは口を尖とがらせて、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを八の字にする。

「着き替がえてくるわ」

「どうして」

「汚れた服のまま街を歩くというのは、私の美的センスに反することだからよ」

「美的センス」

「あなたには一番理解できないものでしょうけどね」

「人払いも消えているし、早くここを去るべきなんだよね？」

　ルーミアの皮肉にも、ゾンビは首を傾かしげながら気にすることなく返してきた。

　見た目なんかを気にする時間があれば、行動を開始するべきだ。実に合理的だ。

　感性がなく、遊び心がなく、合理で動く彼らしい意見だ。

　きっと、合理的な理由があれば、彼はルーミアのドレスだって躊ちゆう躇ちよなく着るのだろう。

　壊れた腕うでをそのままだらんと垂らしたままなのも、直すのよりも逃げる方を優先すべきだと考えているからだろう。

　……直せるのだろうか。

　ゾンビに回復再生機能はないと思うが。

　あったら、生者に戻ってしまいそうだし。

　ルーミアはゾンビの顔の前に指を三本立てた。

「着替えるだけなら、そんなに時間はかからないわ。三分あれば充じゆう分ぶんよ」

「いち、に、さん、し」

「数えるな」

　しかも秒針の動きに忠実に。

　体の中に時計でも仕込まれているんじゃあないのか？

　ルーミアはゾンビを置いて、更こう衣い所に向かった。

　運動会の時に使われるような日ひ除よけのテントと、その下にロッカー。周りを防音シートで囲っているだけの簡素な場所だ。

　暴れるゴーレムがぶっ壊していないか不安で不安で仕方なかったが、防音シートが倒れているだけで、ほっと胸をなでおろした。

　防音シートを立て直して、ロッカーから服を取る。

　綺き麗れいに畳たたんだドレスは、汚れひとつついていない。

「再生能力が服にまで作用していたらいいのだけど……」

　ルーミアはぐちぐち文句を言いながら、つなぎのチャックをおろす。

　上着をロッカーの上にひっかけて、白いティーシャツも脱ぬぐ。草木も眠ねむり、当然太陽も寝ね静しずまっている丑うし三みつ時どき。空気は冷たく、上半身を外気に晒さらしているルーミアはぶるりと体を震ふるわせた。さっきまで激しく動いていたからか、汗あせをかいていた。その分、体も冷える。

「…………」

　一応、確認代わりに脱いだティーシャツの匂においを嗅かぐ。臭においはなかった。良かった。

「それにしても驚おどろいたね」

「ひゃいっ!?」

　外から声がして、ルーミアはびくりと肩を震わせた。声がした方を向いてみると、防音シートに人のシルエットがあった。左腕の関節が真逆に曲がっていて、肩からは棒状の物が飛びだしている。ゾンビだった。

「……あなたの登場に私が驚いたわ」

　ロッカーに引っかけていた上着で自分の体を隠かくしていたことに気づいたルーミアは、頰ほおを赤くしてからロッカーの上に戻した。

「いたら悪かった？」

「私、着替え中」

「シートがあって見えないから、大だい丈じよう夫ぶだと思ったけど」

　ゾンビはシートを手で押した。倒れない程度の力で押したのはなんとなく分かったが、それでもひやりとした。

「まあ、いいわ。見てないんだし。見たら、殺すわよ」

「もう死んでるけどね」
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「ハムみたいに薄うすくスライスにしてやる」

　毒づきながら、ルーミアはズボンを脱いだ。何度か振ふるって、ついているホコリを飛ばす。

「それにしても、あなたが驚くこともあるのね」

「驚くのは感情じゃあなくて、反射だからね。虫でも驚く」

「なるほど。それで、なにに驚いたのよ」

「ルーミアさんが襲おそわれていたこと」

「私が？　言ったじゃあない。私は今追われているんだって」

「本当だとは思っていなかった」

「見ていないから。事実だと確定できる証しよう拠こがないから。でしょう？」

　ルーミアはおかしそうにくすりと笑いながら言った。

　ゾンビが言いそうなことを先に予想できるようになっている自分がおかしかった。

「大変だね。あんなのに襲われるなんて」

「まあ、有名税ってやつね。ほら、私って美麗で端たん麗れいで聡そう明めいな吸きゆう血けつ鬼きとして有名だから」

「美麗。人の目に留まるほど美しいこと。端麗。顔かたちが整って美しいさま。聡明。理解力に優すぐれていて、人格に優れ、賢かしこい人のこと」

「どうして今、単語の説明をしたのか説明を要求するわ」

「ところでルーミアさん」

「なに」

「倒たおれているとき、ルーミアさん。目を瞑つぶっていたよね」

「あなた、そこまで見ていたの？」

「こう、ぎゅうっと力強く目を閉じてたよね」

「忘れろ」

「脳みそ腐くさっているから、すぐに忘れるよ」

「あなたいつもそれを言ってるけど、絶対忘れてないわよね？」

「あのとき、どう思っていたの？」

　どういう表情だったの？　とゾンビは聞いた。

　バツンバツン。という乾かわいた音が防音シートの向こうから聞こえた。

　なんの音だ？　なにかを綴とじている音のようだけれども。

「まぶたを強く閉じて、眉を八の字にして、口をすぼめて──唇くちびるを嚙かんでいたけれども、驚いてたのかな」

「驚きは感情じゃあなくて、反射なんじゃあなかったの？」

「そうだったね。じゃあ、恐こわかった？」

　どうしてそっちになる。

　しかし、恐かったのは確かである。

　目の前に迫せまるゴーレムの腕に、背筋が凍こおるような感覚があったのは、確かだ。

　死なないとはいえ、不死身で再生能力があるとはいえ、それでも、痛みはある。

　痛いのは誰だれだって嫌いやだ。だから恐かったのは確かだけれども、それを口にするのは、はばかられる。

　自信家で負けず嫌ぎらいで、失敗を認めたがらない彼女にとっては、敗北と同等の屈くつ辱じよくと言えた。

「こ、恐くなかったわよ」

　この否定はほとんど肯こう定ていしているようなものだったけど、しかし相手は言葉を言葉通りにしか受け取れないゾンビである。「そっかあ」と普ふ通つうに納なつ得とくした。

　バツンバツン。と再び綴じるような音がした。

「じゃあ、どういう感情だったの？」

「なんでもいいでしょう」

「知りたいんだ」

「どうして」

「知って、マネていれば、僕もその感情を理解することができるかもしれないから」

　かもしれない。なんて、ゾンビらしくもないふわふわとした意見だった。

　やっぱり。とルーミアは思う。前々からそういう挙動を見せていたが、このゾンビ、どうやら感情を学ぼうとしているようだった。そういえば、彼は『人』を創つくるために造られたのだという。ならば、人に近づくための学習機能とかついているのかもしれない。はたまた、彼自身が勝手にそういう行動を取っているのか。

　ルーミアは少し考える。

　ここで彼に噓うそを教えて騙だますのもまた一興かな。と初めは思ったものの、その後、間ま違ちがった感情で話を進められたりされると面めん倒どうだな。とやめた。

「ルーミアさん」

「なに」

「三分経たったけど、着替え終わった？」

「あなたが話しかけてこなかったらもっと早く着替えられてたわよ」

　時計はしっかり三分後を指していた。

　やっぱり体内に時計が仕込まれているのではないだろうか。

　死体だし、そういう仕組みを足すことも出来るだろう。

　そそくさとドレスを着たルーミアは、防音シートを押しのけるようにして外に出た。

　周りには人の姿はない。まだ騒さわぎにはなっていないようだった。それでも油断は禁物だ。

　外にはやはりゾンビがいて、潰つぶれていた腕うではどうやって直したのか、元の形になっていた。

　いや、よく見てみると、不器用な子が造った木工細工みたいに形が歪いびつだ。

「腕、どうしたの？」

「待っている間に直した。修復した。でも、やっぱり自分でやるとうまくいかないね」

「ちょっと手を伸のばしてみて」

　ルーミアは呆あきれたようにため息をついてから、ゾンビに言う。

　彼は抵てい抗こうすることなく普通に手を伸ばした。

　伸ばした腕はまっすぐではなく、使い古された針金のように折れ曲がっていた。縫ぬい痕あとをよくよく見てみると、ホッチキスで留められているだけだった。

　さっきまでしていたなにかを綴じるような音はどうやらこれの音だったらしい。

　ひくひくと、頰がひきつった。これでよく、直したなんて言えたものだ。

「どうしてホッチキスなのよ」

「これが一番早いし、確実だからね」

「……縫い針ばりと糸はある？」

「あるけど」

「ならそれを使いなさいよ……」

「片手で縫うのは難しい」

「ああ。なるほど。じゃあ、貸して。縫ってあげる」

　ゾンビがポケットから取りだした糸を取る。糸の先を口に含ふくんで、針の穴に通す。

「動かないでよ。うまくできないから」

「分かった」

　ホッチキスを外して、潰れている肘ひじを引っ張って伸ばす。

　中身の位置を調整するように、肘を強めに揉もんでから縫い始める。皮ひ膚ふの裏側から針を刺さし、針の頭がちょっとでてきたのを確かく認にんするとすぐ捻ひねって針を刺す。糸を通して、針を刺す。

　チクッ、シュッ、チクッ、シュッ。という音がリズミカルに二人の間で流れる。

　普通の人相手にやったら、きっと激痛で悶もん絶ぜつするだろうな。とルーミアは思いながら、糸を切った。

　肩かたも縫い合わせる。肩の方はもっと適当で、折れた骨が皮膚をおして、小さな瘤こぶをつくっていた。黙もく々もくと縫い合わせる。ふと、顔をあげるとゾンビの顔がすぐ近くにあった。

　じっと、自分の手と顔を見ていた。

「……なに？」

　頰を朱しゆに染めながら、ルーミアは尋たずねる。

「ルーミアさん、縫い物得意なの？」

「まあ、少しはね。本で読んだことあるし。気に入っていた服が破れた時とか、縫って直したりしたもの」

「いいお嫁よめさんになれるかもね」

　手元が狂くるって、縫い針が変な場所に刺さった。

「は、はあっ!?」

　上うわ擦ずった声をあげて、ルーミアはゾンビの顔を見た。ゾンビはそんな反応に首を傾かしげる。

「図書館で読んだ本に、『縫い物とか家事ができる女性はいいお嫁さんになれる』って書いてあったけど、間違ってた？」

「ま、間違ってるわよ。おかしい。一昔前の考えよそれは。はい。終わり。これで動かしやすくなったでしょう！」

　ルーミアは誰が見ても分かるぐらいに慌あわてながら、縫い終えた肩をはたいた。一本だけ、糸が変なところにいっているが、これはゾンビが悪い。

　ゾンビは調子を確かめるように腕をぐるぐる回す。

「うん。動かしやすい。ありがとう、ルーミアさん」

「どういたしまして。私を庇かばったせいでもあるんだから、気にしないで」

　ルーミアは恥はずかしさをごまかすように、顔の前でパタパタと手を振った。

「それで、ルーミアさん」

「なに」

「さっきの感情は、なんだったの？」

「…………」

　まだ追求するつもりか。

「恐かったんじゃあないのなら、一体、どんな感情だったのかな？」

「今はあなたの方が恐いわよ顔近い近い！」

　ゾンビの顔は目と鼻の先にあった。息と息が触ふれ合うような位置。

　しかし不思議とドキドキ感は無かった。

　なぜなら彼の目が『観察』している目だったからだ。

　瞳ひとみの奥底を覗のぞき込んでいるような、心中を読み取ろうとしているような目だったからだ。

　それはまるで、意図の説明もないままカメラで撮さつ影えいされているようで、普通に恐い。

　ルーミアはぐいっとゾンビの肩をおして、少し距きよ離りをとった。

「今はあなたの方が恐い。ってことはつまり、さっきまでも恐かった。ということ？」

　ゾンビはいつも通り、言こと葉ば狩がりを始めた。

　感情の機き微びとか、そういうのが分からない彼にとって、セリフは書いてある通りの意味でしかなく、それで推測するしかないのかもしれない。

　ルーミアは口元をすぼめて。

「もう、それでいいわよ。恐かったわよ。死ぬかと思ったわ」

　適当にあしらうように言った。するとゾンビは。

「恐かったのなら、僕の家に泊とまっていく？」

　と提案してきた。もちろん、それを聞き逃のがすほどルーミアも抜ぬけていない。筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたい表情を向ける。

「はあ？」

　意味が分からない。という節を一言で伝えるも、ゾンビは意見を変えようともしない。

「だからあれに襲おそわれるのが恐いのなら、僕の家に隠かくれる？」

「なんで……いや」

　いや。しかし、妙みよう案あんかもしれない。と彼女は少し考える。

　相手はどうやらゾンビについては知らないようだった。ならば、当然、彼の家も知らないだろう。そう考えると、自分の家に帰るよりかは安全のように思える。いや、実際、安全だろう。相手は自分を見失う。その間に新たな策を考えるというのはどうだろう。

　しかもだ。知り合って半月以上過ぎたが、ルーミアはゾンビの私生活を殆ほとんど知らないのが実情だ。こうして話しているのに、自分はゾンビのことをあんまり良く知らないのだ。

　これは、ゾンビを知るチャンスなのではなかろうか。

「……あ、はは、ははは、はははは、ははははは」

「あの、ルーミアさん？」

　俯きながら、なにやら画策していることが丸わかりな笑えみを浮うかべているルーミアに、ゾンビは話しかけようとした。

　しかしそれよりもはやく、彼女はゾンビの方を見ると、彼の顔をびしっと指さした。

　なんだかちょっと偉えらそうに。

　なんだかとても楽しそうに。

「いいわ、その提案を受けてあげる。さっさとあなたの家に案内しなさい」
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　結論から言うと。

　知識があっても知ち恵えがなければ意味がないという典型的な例であるルーミアが考えた浅はかな思おも惑わくは、ものの見事に、速そつ攻こうで未み遂すいに終しゆう了りようしてしまう。

　何一つ目的を果たすこともままならず。

　何一つ目標を達成することもできずに。

　なんなら、ゾンビの家に一歩として入ることなく──きちんと招かれて入ることができたのに、彼女は惨みじめにも、逃とう走そうするのだった。
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　ルーミアが知っている数少ないゾンビの個人情報の一つに、彼が住んでいる家がある。

　ルーミアが住んでいるボロアパートの、道路を挟はさんだ背後にあるマンションがそうだ。

　ボロアパートの日照権を奪うばっているマンションだ。

　それはボロアパートと同じ場所に建っているとはにわかに信じられないほどに、比べるのがおこがましいぐらい巨きよ大だいで、首が痛くなるぐらい見上げないと、その全体像を捉とらえることができない。

　その高さは、このマンションがいかに『上流階級』向けなのかを辺りに知らしめているようだった。

「本当、死体の癖くせにどうしてこんな所に住めるのかしらね」

　そんなマンションを首が痛くなりそうなぐらいの角度で見上げながら、ルーミアは毒を吐はいた。

「あれ、僕がここに住んでいるって教えてたっけ」

　そんな毒に文句を言う訳でもなく、ゾンビはルーミアの横を抜ける。

「あなたがここに入るところを見たの」

「なるほど」

　半地下になっている一階部分に入ったゾンビは、入り口の前にある装置に、パスワードを打ち込んだあと、カードキーを通した。

　ぴっ、という電子音と共に、玄げん関かんホールに続くドアが開いた。

　玄関ホールだけでもルーミアの部屋よりも広く、床ゆかは大理石らしきもので敷しき詰つめられていて、四よ隅すみには銀製の天使か何かの彫ちよう刻こくが置かれている。

「成金趣しゆ味み丸出しね」

「実際、ここに住んでいるのは成金ばかりだよ」

「それはあれかしら。自分が金持ちだとでも言うつもり？」

「否定は出来ないかなー」

「出来ないのね」

　げんなりとした表情のルーミアの方に振り向いたゾンビは、彼女を招き入れるように頭を深く下げながら腕を大おお袈げ裟さに動かす。

「どうぞルーミアさん。お入りください」

「……ありがとう」

　縛しばりの消えたルーミアは、呆れ半分笑い半分の顔でマンションの中に入る。

　畳たたみや石造りの床とはまた違ちがう感かん触しよくと冷たさに、少しばかり違い和わ感かんを覚える。

「あなたのその態度、慇いん懃ぎん無礼って言うのよ」

「慇懃無礼？」

「畏かしこまっているように見えるけど、バカにしている」

「そんな感じに見えた？」

「今のあなたじゃあ、畏まったことをすれば、全部そう見えるでしょうね」

「ふうん……ほら、さっさと入れよ。俺を待たせるつもりか？　なにかを待たせられるほどおめえは偉いのか？」

「畏まるのがダメなら貶けなしている感じにするっていう、その短たん絡らく的な考え方はやめなさい」

　ゾンビの案内で、途と中ちゆうトレーニングルームやワインセラー、駐ちゆう車しや場に続く道のある廊ろう下かを抜けて、突つき当たりにあるエレベーターに乗り込む。

　エレベーターに階を指定するボタンはついていなかった。ゾンビは代わりにつけられていた横長の穴にカードキーを差し込んだ。

　ガコン、とエレベーターは揺ゆれ、動きだした。

「最近のエレベーターは防犯目的で、自分が住んでいる階にしか止められないように出来ているんだよ」

「へえ」

　へえ、と言ってみたけれど、これは普ふ通つうに知っていた。知っていたけど、見るのは初めてだった。

　彼女の知識はあくまでも知識に過ぎず、言ってしまえば知ったかぶりに過ぎない。

　だからこうして知っているはずの物の実物を見ても、気づかないことも多かったりする。

　分かっているのに、気づいていないことも多い。

　気づいているのに、分かっていないこともある。

　ゾンビの住んでいる部屋はかなり上の方にあるらしく、エレベーター内に微び妙みような空気が流れる。

「ルーミアさんってさ」

　驚おどろくことに、沈ちん黙もくを破ったのはゾンビだった。

　とは言っても、沈黙に耐たえられなくなったみたいな感傷的な理由からではなく、話が途切れたから次はこれを言おう。みたいな打算的な理由だけど。

「お礼を言えたんだね」

「なに、首をはねてほしいの？」

「首をはねられたらさすがに死ぬかな」

「ゾンビが死ぬ、というのも中々変な表現ではあるわね。あなたもう死んでいるじゃあない」

「じゃあ活動停止かな？」

　──まるでロボットね。

　──いえ、あなたの場合はアンドロイドの方がいいのかしら？

　ルーミアはゾンビの戯ざれ言ごとに、呆あきれた風にため息をつく。

「じゃあどうして人の神経をカミソリで撫なでるようなことを言ったの？」

　呆れ混じりにルーミアはそう尋たずねたものの、ゾンビはそもそも遠えん慮りよとか配慮とかそういうものができない奴やつであったことを思いだした。

　とはいえ、文句を言った後に訂てい正せいするようなことができないルーミアは、まるでそれに気づいていない風を装よそおう。

「ルーミアさんがお礼を言ったところを見たのは初めてだったから」

「……」

　そうだったろうか。

　そうかもしれない。

　考えてみたら彼女の人生は、ルーミアの今までは、お礼なんかとは無む縁えんのものだった。

　さもありなん。なんせお礼を言う相手がいなかったのだから。

　ずっと一人で。ずっと孤ひとりで。ずっと独りで。ずっと孤独ひとりで。

　話す相手なんていなくて。会話できる人なんていなくて。

　だから、自分の眼めが憎にくくて。だから、静かな古城がつまらなくて。だから、寂さびしくて。

　だから、四百年振ぶりにたくさん話しているこの半月はとても楽しくて。

　だから。だから？

　──私は。

　──こいつに気を許しているのだろうか。

　この死体に、この彼に。

　ルーミアはゾンビの方に首を動かした。

　視線に気づいたゾンビは首を傾かしげる。それにつられてルーミアは表情を緩ゆるめる。

「僕の顔になにかついてる？」

「いえ、ただちょっと思いだしただけ」

　久方ぶりの、もうすっかり諦あきらめていた感情。

　それを思いだしただけ。

　ルーミアは口元に手を当てながら笑って、楽しそうな彼女を見てなにがなんだかよく分かっていないゾンビはさらに首を傾げた。

「とっても嬉うれしいことをね」

「そっか」

　ゾンビは意味の分からないまま曖あい昧まいに返事をした。

　それに合わせてエレベーターは二十六階で止まった。

　ドアが開き、ゾンビとルーミアは廊下に出る。

　廊下の窓から見える夜の世界は、ルーミアの家の窓から見える殺風景と違って、遠くの山の麓ふもとまで見える大パノラマで、ルーミアはもう負けん気をおこす気力も起きず、窓に手をつきながら感かん嘆たんの息を吐く。

　──あ、アパートが見える。

　視線を下の更さらに下にぐいんと落として、まるで『反省』をしている猿さるみたいな体勢になってようやく、自分が住んでいる家を見つけて、ここから見える景色は本物なのだと理解した。

　理解して、あんな豆まめ粒つぶみたいな家に自分は住んでいるのかと、現実の世せ知ち辛がらさにひどく落らく胆たんした。

「ここが僕の部屋だよ……あれ、なにしてるの？」

「気にしないで」

「そんなにへばりついても窓は食べられないよ」

「どれだけ私のことを食い意地張ってると思ってるのよ」

　いや確かに、食事を渡わたしたら泣き止やんだり部屋に入れたりと、そう思われても仕方ない行動は多々とってきたけれど。

　二六〇三号室。

　どうやらそこがゾンビの家らしい。

　ゾンビはドアの鍵かぎをあけてからゆっくり開く。

「あんまり広くないけど、ゆっくりしていってよ」

「この部屋が広くないというのなら、私の家は物置かなにかかしら？」

　嫌いや味みを言いながらルーミアは部屋の中を覗のぞき込む。

　人感センサーが反応して、居間へと続く廊下を間接照明が淡あわく照らす。その雰ふん囲い気きに、ルーミアは、ほぅ、と声を漏もらす。

「ふうん、これが間接照明ねー……結構いいじゃない」

「そうかな、中ちゆう途と半はん端ぱに暗くて困るんだけど」

「ま、あなたからしたらそうでしょうね」

　本でしか見たことがなかったものをマジマジと眺ながめているルーミアに、ゾンビはえらく空気の読めていないことを言う。

　これは薄うす暗ぐらいからいいのだろうに。ルーミアは唇くちびるを尖とがらせながら廊下を歩く。雰囲気作りの照明が彩いろどる空気は、ルーミアの気持ちを自然と高こう揚ようさせていく。

　この廊下で無む頓とん着ちやくな彼を見た。次の居間ではどんな彼を見ることになるのだろう。

　高揚している気分を隠かくすつもりのない口元がつり上がっているのを感じながら、ルーミアは居間に繫つながるドアを開いた。

　彼女は居間で彼の中身を見た──見られなかった。

　純じゆん粋すいな彼を見た──空っぽな彼を見た。

　ルーミアは居間に入る一歩手前で、その足を止めた。さっきまでの高揚していた気分はすっかり消え去っていた。

「え……？」

　ルーミアの部屋には家具が足りない。

　生活をするのに必要最低限な分にも達しないぐらいに物が足りない。

　日常生活が多少困難になる程度しか家具もなく、部屋は片付いているというより、片付ける物がない。そんな感じの部屋だ。

　しかし。

　ルーミアの部屋の数倍あるであろう部屋には物がなかった。

　一いつ切さい合切、一個たりとも、木目のフローリングの上には、過去現在未来、物が置かれる様子というのが全くもってなかった。

　引っ越こししたてのように、物が置いてなかった。

　足りないとか、不足しているとかじゃなくて──ない。

　広くて大きくて広大な部屋の中には、何もなかった。

　彼の純粋さを表すかのように。

　彼の虚きよ無むさを表すかのように。

　いや。

　かなり正確に言えば、申し訳程度に証言すれば、携けい帯たいの充じゆう電でん器が一個、床に直接置いてある。

　置いてあるけど、その程度で家具が置いてあるとは描びよう写しや出来ないし、逆にここで生活していることを証明しているようで、更に気持ち悪かった。

　気持ち悪い。

　ルーミアは素す直なおにそう思った。思ってしまった。

　奇き妙みようすぎて、珍ちん妙みようすぎて、異質すぎて、吐はき気けがするぐらい気持ち悪くて、近寄りがたかった。

　居間へと続く廊下から先に、一歩も進めないでいた。

「あれ、ルーミアさんどうかした？」

「あ、いえ……」

　先に部屋に──さも当然の如ごとくその部屋に入っていったゾンビが、一向に部屋に入ろうとしないルーミアに尋ねる。

　ルーミアはそれにすぐ返事をしようとしたが、呂ろ律れつがうまく回らない。脳が空回りして、うまく言葉に出来ない。

　明らかに混乱していた。困こん惑わくしていた。

　そんな中でも、どうにかルーミアは言葉を紡つむぐ。

　震ふるえる口で、震える声で、こう言った。

「私、家に忘れ物しちゃったみたい」

　誰だれが聞いても噓うそだと分かる噓をついて、ルーミアはゾンビの家から逃とう走そうした。

　バタン。とドアは閉まった。

　マンションの廊ろう下かに涙なみだが落ちた。
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　忘れ物をした。

　そんな噓だとしか言いようがない言い訳をしてから、ルーミアは自宅に帰っていた。

　逃にげ帰っていた。

　ドアの鍵をかけて、カーテンを乱雑に閉じる。

　カーテンがしっかりと閉じられていないことに気づくことすらままならないほど、彼女は混乱していた。

　心の整理がついていなかった。

　今の心をどう表現したらいいのか分からない。

　だから、混乱している。

　自分がどんな心持ちなのか分からなくなるぐらい。

　部屋の中は夜だということを差し引いても真っ暗だった。壁かべと床ゆかの境目が曖昧になるぐらいに。

　そんな部屋の、多分真ん中だと思う場所にルーミアは座ると、おもむろに持っていた日ひ傘がさを開いた。

　バッ、バッ。と暗い部屋の中で傘が開く音がする。

　日傘を開いて、閉じて、開いて、閉じて。淡たん々たんとそれを繰くり返す。

　果たしてそれに意味があるのかと問われると『ない』としかいいようがなかった。

　意味なんてない。だけれども、その手が止まることはなかった。

　とにかく、なにかをしていたかった。なんでもいいからなにかして、現実から目を逸そらしたかった。

　ただひたすらに、ルーミアは傘を弄いじり続ける。

　そうしている内に夜は明けて朝になった。

　姿を見せた太陽はゆっくりと青い空にのぼり、あたりに暖かな光を注ぐ。

　開いているカーテンの隙すき間まから日光がゆっくりと伸のびてきて、ルーミアの素足と重なった。

「あっ──!?」

　途と端たんにルーミアの白磁のような小さな足は燃えあがった。

　不意の激痛に、彼女は顔を歪ゆがませて持っていた傘を投げ捨てる。

　畳たたみの床に足を抱かかえてうずくまるようにして倒たおれこんだルーミアは、光の線から逃げるように転がる。

「ゆ、油断してたわ……」

　脂あぶら汗あせを額に滲にじませながら、ルーミアは隙間が出来ないように二枚のカーテンを重ねた状態で、洗せん濯たくバサミでそれを固定する。

　少し明るくなっていた部屋が、もう一度暗くなる。

「……」

　真っ暗な部屋。

　外からやって来る日光を徹てつ底てい的に排はい除じよした部屋。

　ルーミアは自分の足に視線を落とす。

　足はかなり焼けていた。真っ黒の炭のようになっている。

　足首から上の真っ白な肌はだと比べると、その黒さはさらに際きわ立だつ。

　少しずつ、まるで薄うす皮かわで炭を覆おおうようにしながらゆっくりと治っていく。けれども、普ふ通つうのケガと比べたらその治ち癒ゆ速度はあきらかに遅おそい。

　痛みはひいたが、治るのはもう少し時間が過ぎてからだろう。

　ふう。と息をはく。

　痛みがひいていくと同時に、混乱もひいていった。

　落ち着いてきた。

「整理しましょう」

　ルーミアは口にだす。

　口にだして考えたほうが、整理しやすいと思ったからだ。

「どうして私は、彼の部屋から逃げだした？」

　それはもちろん。

　気持ち悪かったから。

　気味が悪かったから。

　けれど、よくよく考えてみれば、それは自分の部屋も同じではないだろうか。

　物が足りない部屋。太陽の光というものを徹底的にシャットアウトしていて、朝でも真っ暗な部屋。電気をつけなければ壁と天てん井じようと床の境目すら曖あい昧まいな部屋。

　それを初めて見た人は果たしてどう思うだろうか。

　少なくとも、個性的な部屋だね。とかそんなことは考えないだろう。

　ゾンビは『質素な部屋だ』とか言っていたけれど、あいつは例外だ。除外しておくべきだ。

　普通に考えれば、気持ち悪い。だろう。

　ルーミアがゾンビの部屋から逃げだしたときに思ったものと同じように。

　…………。

　同じように？

　──同じ、なのだろうか。

　──なにか、足りないような気もする。違ちがうような気がする。

　──私は、気持ち悪い。という感情だけで逃げたわけでは、ない？

　もっと、こう、苦しかったような気がする。

　悔くやしかったような気もする。

　否定されたような気がする。

　否定された？　一体なにを？

　きゅうっと胸が締しめつけられるような気分だった。

　それは、ゾンビと会った時に生じる不調に似ていた。

　…………。

「私は」

　ルーミアはゆっくり口を開いた。

「期待していた。んだと思う」

　気を許しているどころではない。

　ゾンビに対して『もしかしたら』を抱いだいていた。

　彼なら。彼だったら。彼だからこそ。

　そんな希望を、胸に抱いていたのかもしれない。

　──だから、この体の不調は。

　──この脈みやく拍はくと動どう悸きは。

　急に。

　ルーミアの顔は紅潮した。

　自分の抱いていた感情に気づいてしまった。

　うわあ。うわあ。

　これは、想像以上に恥はずかしい。

　その相手が彼だということも、さらに恥ずかしい。

　あんなに憎にくまれ口叩たたいて、あんなに雑に扱あつかって、あんなに鬱うつ陶とうしそうにしていた奴やつに。

　それでも、一いつ緒しよに話したりしてくれた彼に。

「と、とにかく」

　はやまる脈拍と動悸に、胸をおさえながらルーミアは言う。

　気持ちの整理をつけるはずが、もっとこんがらがってしまった。

「まずは彼のところに行くべきね。急に逃げだしたりして、彼のこ──善意を踏ふみにじったわけだし」

　謝りに行こう。

　ルーミアはそう決めると、さっき放ほうり投げてしまった日傘を手にとり、さっそくゾンビの家へと向かおうとした。のだが。

　──がくん、と。

　前に踏みだした足から力が抜ぬけて、支えのなくなった体が畳の床に叩きつけられた。

「いっ……！」

　畳に頭からぶつかってゴツン、と重たい音がルーミアの額からした。

　額を赤くしながらルーミアは眼めだけを動かす。

　眼だけしか、動かせなかった。

　体から力という力が急激に抜けて、指一本、動かせなくなっていた。

「ど、う、こ……？」

　呂律もうまく回らない。

　全身から力が感じられない、さながら投げ捨てられた人形のような有様のルーミアには、この現象に覚えがあった。

　昨日の、土御門接道との戦せん闘とうの最中にあった原因不明の力の消失。

　あの時と全く同じ現象が起きていた。

　少しだけ違う点があるとすれば、あの時は急に力が抜けたという感じだったが、今回は力が吸い取られているような……。

「……れ、て」

　ルーミアは右手を見る。

　右手はゾンビから貰もらったフリルのついたコウモリ傘を握にぎっている。

　彼女の小こ柄がらな体を日光から守ってくれる大きな黒色の傘なのだが、さっきルーミアが焦あせって投げてしまったせいか、彼女が握りしめている部分だけ色がはげていた。

　いや。

　それは色がはげているというより、生き地じの間に挟はさんであったものが露ろ出しゆつしていると言う方が正しいだろうか。

「な……れ……」

　プルプルと力の入らない指をなんとか動かして、その下に隠かくれている『何か』をルーミアは見た。

　それは『お札』だった。

　意味不明な、まるでミミズみたいな線が筆で書かれている、白い長方形の紙が、生地と生地の隙間に何枚も貼はられている。

「んで……な、が……」

　自分はどうやらこの『お札』によって弱体化されているらしい。

　これでどうして力が抜けていっているのかは分かった。

　しかしその代わり、新たな疑問が浮ふ上じようする。

　──どうして。こんなものが仕込まれている？

　何度思い返してみても、これはゾンビから貰った傘であり、すり替かえられた覚えもない。

　見ていない内に交こう換かんされていた。ということもないはずだ。

　そんなことがあればさすがに気づく。どれだけ精せい巧こうに造られた贋がん作さくであろうと、気づくことが出来る自信が、彼女にはあった。

　しかし今日に限って、今回に限って、その自信は揺ゆらいでしまう。

　彼女の足元が音を立てて崩くずれていく。壊こわれていく。

　彼女らしくなく、自信家の彼女らしくなく、自分の至った答えが違っていてほしいと願ってしまう。

　だって。

　すり替えられていないとすれば、贋作でないとすれば、これは、ゾンビから貰ったときからあることになるのだから。

　ゾンビはこれを知っていて、自分に渡わたしたというのだろうか。

　ゾンビはこれを知っていて、自分になにも言わなかったのか。

　分からない。理解わからない。

「と……く、ふく……」

　とにかく、今は回復することが先決だ。

　玄げん関かんの横にゾンビから貰った血の入ったペットボトルがある。ルーミアは自分の体を引きずりながら、玄関に近づく。

　その時だった。

　空気の抜けたような、インターホンの音がしたのは。

　ドアが二回、ノックされたのは。

「…………」

「あれ、ルーミアさん？」

　ドアの向こうから聞こえる声には──その抑よく揚ようのない、面おも白しろみのない声には聞き覚えがあった。

　ゾンビだ。ゾンビがドアの向こうにいる。

　助かった。助けてもらおう。

　少し前のルーミアならば、まず考えもしなかったであろうことを考える。

「……け、て」

　口を開ける。しかし、声はでてこなかった。

　ダメだ。ドアを開けにいくしかない。

　ずり、ずり。と体を引きずるようにしながらドアの方へと向かう。

　タイミングがよかった。よすぎるぐらい良かった。

　…………。

　いや、これは疑うたぐり過ぎだ。

　ルーミアが倒たおれるタイミングを見計らってやってきたなんて、それは考え過ぎで、疑り過ぎだ。

　そもそもこいつは、いつもこの時間帯にやってきていたではないか。

　お詫わびだと言って、日ひ傘がさを渡してきたときだって、太陽がでている時間帯だったし。

　空気が読めない、空気を読まない。そういうやつなんだ。こいつは。

　だから。

　違う。

　そんなわけがない。

　そんなはずがない。

　どうにか玄関にまで到とう達たつしたルーミアは、自分が考えてしまったことを振ふり払はらうように頭を横に振る。

　すがるように、ドアに寄りかかる。ドアノブを捻ひねって、開く。

　ドアは外開きで、ルーミアの体は廊ろう下かに投げだされるように崩れる。

　ゾンビの姿がそこにある。初めて会った時みたいに、ルーミアの体に腕うでを回そうとしていた。

　違う点があるとすれば。

　その手はしっかりと拳こぶしを握っていたこと。

　その腕は、まるでロボットのパーツみたいに銀の腕と挿すげ替えられていたこと。

　同じ点があるとすれば。

　その表情は初めて会ったあの時から、何一つ変わっていないということ。

　ルーミアの中でなにかが崩れ落ちる音がした。

　ゾンビの拳は、床ゆかを削けずるような大振りで、ルーミアの体にめり込んだ。
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　ルーミアが誰だれにでも分かる噓うそをついて逃にげだした。

　それから、ゾンビがなにをしていたかと言えば、なにもしていなかった。

　ルーミアがついた噓をそのまま受け取って、『忘れ物をとりに戻もどった』ルーミアを待ち続けていた。

　手持ち無ぶ沙さ汰た。という言葉を知らないゾンビは、なにもない部屋の真ん中で、誰かがやってくるわけでもないのに、ずっと待ち続けていた。

　ガチャリ、とドアが開いた音がした。忘れ物をとりに戻っていたルーミアがすぐ入れるように鍵かぎはあけたままだった。

　振り向く。

　ドアの向こうの空は明るんでいた。

　ドアを開けた人ひと影かげは、少なくともルーミアではなかった。

「おい、『化物』」

　低い声だった。男の声だ。

「お前、なにをしてるんだ？」

「待ってる」

「……はぁ？」

　ゾンビが端たん的てきに答えると、男は変なものを見るような目でゾンビを見た。

「誰かとここで待ち合わせでもしてるのか？　お前がか？」

「そうだよ」

「にわかには信じられないな」

「そうかなあ」

「そうだよ」

　ずかずかと、まるでこの部屋には何度も入ったことがあるかのように、男は入ってきた。

「わざわざこの部屋に連れ込む理由。というのが俺には想像がつかない」

「だって」

　だって。とゾンビは言う。

「この部屋に一度案内をしたら、縛りが消えて、この部屋に逃げこむかもしれないじゃあないか」

「……まさか」

　男は言う。

「お前が部屋に連れ込もうとしている相手は、あの吸きゆう血けつ鬼きか？」

「そうだよ」

　ゾンビは頷うなずいた。隠すことすらしない。

「あの吸血鬼。そうだ、お前、どうしてあの吸血鬼への奇き襲しゆうの邪じや魔まをした」

「あの奇襲は聞いていなかったから」

「……命令を間ま違ちがえたか？　これは」

　命令どおりに行動する。ではなくて。命令だけを行動する。とするべきだったかもしれない。男自身、ゾンビがここまで自由に、そして意味不明に動き回るとは想定すらしていなかったようだった。

「……うん？」

　と、そこで男は妙みような違い和わ感かんに気がついた。

　喉のどの奥に魚の小骨がひっかかったような。そんな違和感。

　整理することもせずに、それをそのまま口にだす。

「命令になかったから、邪魔をしたって。繫つながってないだろう、それは」

「うん？」

「お前にだした命令の目的は吸血鬼退治だ。確かにあの奇襲についてはお前にはなにも命令していない。あの奇襲にお前は関係ないからな。ただ、だからとはいえ──邪魔するという結論にいたる理由が分からない」

「それは」

　とゾンビはなにかを言おうとした。言おうとして固まった。

　それは。

　どうしてだろう。

　どうして、邪魔をしたのだろう。

　考えてみれば邪魔をする意味なんてない。自分への命令の幾いくつかは不成立になってしまうが、命令の結果は変わらないのだから、邪魔をする意味はない。

　その残された命令を達成するため？

　結果よりも過程を重視した？

　いや、違う。そんな理由ではない。

　トライ＆エラー。

　そう言えば聞こえはいいかもしれないが、いまゾンビに起きているのは言ってしまえば過か負ふ荷かによる演算処理能力の低下。それに伴ともなう処理落ち。

　あえて人間らしく──彼らしくなく表現するとするならば。

　混乱していた。

　困こん惑わくしていた。

「それは」

「まさか、壊れたか。こいつ」

　男は困ったように呟つぶやいた。

　それは、使えなくなった使い捨ての機械に向けられているような、冷たい言葉だった。

「おい『化物』」

　男は、ゾンビに言う。

「お前はこれから命令を順守しろ。命令を守れ。次、勝手な行動をしたら処分する。いいな？」

　余計なことをするな。

　そう命令されたゾンビは今考えていたことを考えるのをやめた。

　もう少し考えていたら、もう少し思考していたら。

　もしかしたら答えに到達したかもしれないのに。

　ただ、それを理解するのは誰にだって不可能だ。

　人間にだって。死体にだって。奇きっ怪かいなるものにだって。

　心がなにかなんて、分からない。

「処分？」

　ゾンビは男が言ったことを反はん芻すうする。

　そして、まるでタイムテーブルを読み上げるように言い返した。

「元々僕は、この作戦が終わったときにはスクラップになっている予定だよね？」

「ああ。その通りだな」

　男はゾンビの側そばを横切り、奥にあるクローゼットを開く。

　そこには一着の白しろ装しよう束ぞくがあった。

　男はそれを着込む。顔の上半分が隠かくれるような白い布を被かぶる。

　目線を隠すように。目を見られないように。眼めを見ないように。

「そろそろ行くぞ。前回の奇襲で、あいつが弱体化しているのはよく分かったからな」

　準備はいいか。と男は言った。

　準備も用意もなにも、ゾンビにはなにも用意する必要はない。

　バラバラに潰つぶされることにも、抵てい抗こうはない。

　だからゾンビは当たり前のように、頷いた。

「いいよ──接道」

「……お前はなんで俺を呼ぶとき、名前で呼ぶんだ？」

「変かな」

「気持ちわりい」

「そうなんだ」

　でも。

　その人を、『その人自身』を表現するのならば、苗みよう字じよりも名前の方が正しいと僕は思うんだ。

　僕には、無いものだ。




＊＊＊




　──私は。

　──吹ふっ飛んでいるのだろうか。

　ぐるん。ぐるん。と視界が廻めぐる。

　天てん井じようと壁かべと床と。なにもかもがじゅんぐりに視界に現れては消えていく。

　腹が痛む。腹痛とか、そういう言葉で片づけられない痛みだ。

　たっぷり水に浸ひたしたソーセージみたいな感かん触しよくが腹からした。中身が飛び出ているのかもしれない。

　なにかにぶつかった。窓だ。

　窓をあっさり突つき破って、彼女の体は外に飛び出す。

　窓の外は明るかった。

　太陽は忌いま々いましいまでに明るく、眼前で世界を照らしている。

　燃える。それは理解できた。

　──痛い。

　眼が焼けた。どろりと溶とけたような気がした。

　熱を帯びた電でん撃げきが、体全体に広がる。

　それは眼が焼けた痛みなのか、胸の痛みなのかは、彼女自身、区別がつけられなかった。

　同時に、彼女は辺りを探さぐって、自分と一いつ緒しよに外に飛び出したカーテンを手に取り、くるまった。

　遮しや光こうカーテン。

　毎日自分の部屋に注がれてくるはずの太陽光を防いでくれたカーテンは、彼女の体を太陽の光から守るシェルターとしてしっかり役立ってくれた。

　落下する。

　たかだか二階からの落下。吸血鬼であるルーミアにとっては、毛ほどのダメージもない。

　傍はたから見ると『おはぎ』みたいな状態になったルーミアは、カーテンの中で自じ嘲ちよう気味に笑った。

　笑っているのに、その表情はどこか悲しげだった。

　──騙だまされた？　いや、違う。あいつはずっと。本当のことしか言っていない。

　──自分がバラバラの死体を継つぎ接はぎ合わせて造られた死体人形だということも。血が流れていないということも。誰だれかに造られたのだということも。すべて。

　傀儡くぐつであり、傀かい儡らいであり、操あやつり人形である。

　それは、分かっていたはずだった。

　ならば、その糸を操る操り主がいることだって当然の帰結と言えるはずだ。

　桜色の唇くちびるを白い牙きばで嚙かみしめる。つうー、と唇から赤い血が流れる。

　ゾンビにはない、赤い血が流れる。

　それは、眼が焼けるよりも痛かった。

　失敗した。失策した。失念していた。

　魅了チヤームがかからなくて、血も吸えない。

　自分より腕わん力りよくがあって、心を惑まどわすことのできない、どう考えたって自分の天敵でしかないような存在だったのに。追い払はらおうとせずに、むしろ近づいてしまった。

　──どうして？

　──負けることはないという絶対的自信？

　──死なないことからの油断？

　──上位互ご換かんとしての驕おごり？

　──違う、全部違う。

　──私はただ目を瞑つぶっていただけだ。叶かなうはずのない夢が叶うのではないかと、そんな風に浮うわついて、私は、盲もう目もくになっていただけだ。

　──私は。

　──バカだ。

　ガラスが落ちる音がした。

　カーテンの隙すき間まから、自分の部屋を見上げる。

　窓から自分を見下ろす、ゾンビの姿が眼に入った。

　いつもと変わらない、なにを考えているのか分からない表情。

　対してルーミアの表情は、いつもと正反対に、ぐちゃぐちゃだった。

　──逃にげなきゃ。

　──あいつは、敵なんだ。

　ルーミアは精せい一いつ杯ぱいの力をこめて、ゾンビをきっ、と睨にらんだ。

　まるで涙なみだを我が慢まんしているようだった。

　対してゾンビの表情はやはり変わらない。

　心が揺ゆらんでいるモノの眼は、死体の存在しない心を揺らすことはできない。

　ルーミアは、脱だつ兎とのごとく逃げだした。

　遮光カーテンがあるからとはいえ、長時間太陽の下に居続けるのは危険だ。

　爛ただれ焼けた視界の中、彼女はこの近くで縛しばりが消えている建物──ゾンビの住んでいるマンションへと飛び込んだ。

　パスワードは知らない。しかし、入り口は破は壊かいしてしまえば問題はない。

　上に逃げるか。下に逃げるか。

　一いつ瞬しゆんだけ迷って、下に逃げた。

　上の階に逃げたとしても、縛りがあって部屋の中に逃げこむことはできない。ゾンビの部屋ならば逃げこむことはできるだろうが、それは本能が拒きよ否ひした。

　故ゆえに、下に逃げた。縛りが消えた「マンション」の中で光の当たらない場所。

　一階よりも更さらに下。地下一階。

　そこは駐ちゆう車しや場になっていた。

　マンションに住む住人たちが乗りこなす高級車を格納するために、かなり広めにつくられている。

　入り口はさっき下りてきた階段だけのようだった。

　そこから少しでも距きよ離りをとるように。けれども、全く見えない、というわけではない位置を探し、高級車に背をもたせかけるようにして地べたに座った。

　一息つく。途と端たんに腹と眼から痛みが全身に広がった。

　眼は焼け爛れ、腹は食べたものを溜ためることも消化することもできそうになかった。

　荒あらい息を整えながら、ルーミアは手に持っていたビニール袋ぶくろを開く。

　中には三本のペットボトルが入っていた。ペットボトルは真っ赤な液体で満タンだった。

　──玄げん関かんに置いておいて正解だったわ……。

　ゾンビに殴なぐり飛ばされたとき、ルーミアはとっさにこのペットボトルの入ったビニール袋に手を伸のばしていた。

　大たい抵ていのダメージは、血を飲めば治る。

　ペットボトルのキャップを開いて、一応、匂においを確かく認にんしてから飲む。

　毒の類たぐいの匂いはしなかった。

　ごくり、ごくり。と喉のどがせわしく動く。

　焼き爛れてドロドロになっていた眼は、少しずつルビーの赫かつ々かくとした煌きらめきを取り戻もどしていく。

　腹の痛みはひいていき、真っ赤になっていたドレスは、血ち抜ぬきでもしたように元の色を取り戻す。

　持っていた三本のペットボトルを全すべて飲み尽つくす。

　幾いく分ぶんか、落ち着きを取り戻した。

「落ち着きましょう」

　そう、口にもだす。

「なにを取り乱しているの。あいつが敵だった。たったそれだけのことじゃあない」

　自分に言い聞かせるように、ルーミアは呟つぶやく。

「遊びに来たのは警けい戒かい心しんを解くためだった。プレゼントは私を弱らせるための道具だった。寿す司しを食べに行ったのは道中でそれを使わせるためだった。図書館にいたのは吸きゆう血けつ鬼きについて調べるため。家に入れたのはこうして、私の動きを制限するため……あは、なによ。考えてみればあいつ、初めから裏切るつもりだったんじゃない……」

　裏切り。

　味方から敵への転身。

　それは、人心掌しよう握あくの術を持っているルーミアが今まで味わったことのない衝しよう撃げきで、彼女らしくなく、詭き弁べんや戯たわ言ごとで現実逃とう避ひをしようとしてしまうぐらいには、この上ない屈くつ辱じよくで、悔くやしいほどに辛つらかった。

　辛かった。虚むなしかった。可笑おかしかった。悲しかった。

　心臓に杭くいが打たれたみたいに、心が苦しかった。

　苦しくて苦しくて苦しくて苦しくて。

「……あれ？」

　ポロポロと。

　ルーミアのルビーの瞳ひとみから小こ粒つぶの、澄すんだ雫しずくがこぼれ落ちた。
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「え、あ、どうして……？」

　手の甲こうで涙を拭ぬぐうが、それは彼女の意思とは無関係に、とめどなく、溢あふれてくる。

「うくっ……ひっく……なんでよ、なんで……」

　拭っても拭っても、涙は一向に止まらず、むしろ堰せきをきったように溢れだし、彼女の顔をぐしゃぐしゃにしていく。

　本人の意思を無視して──いや、むしろ反映するように涙は溢れる。

　──なによこれ。これじゃあまるで。

　──私は、いまもあいつのことを敵だと思いきれてないみたいじゃあない。

　──あいつに裏切られて、すごく悲しいみたいじゃあない。

「ん、あれ。どうした？」

　ルビーの瞳がさらに赤くなり始めた時だった。突とつ然ぜん話しかけられたルーミアはびくりと、小動物のように震ふるえる。

　ルーミアの前には一人の男がいた。

　彼女が今背中を預けている車の持ち主だろうか。どうやら泣いているルーミアを見かけて心配して話しかけてきたようだった。

「なにか恐こわいものでも見たのかな？」

「べ、別に大だい丈じよう夫ぶよ。気にしないで」

　誰かに話しかけられて、それに応対する。

　人に泣いている姿を見せるのは、プライドの高い彼女にしてみれば避さけたいことだった。

　ごしごしと腕うでで眼めをこすって、立ち上がる。赫々とした眼は、更に真っ赤になっていた。

「本当に？」

「本当よ。あなたなんかに心配されるほど、私は落ちぶれてなんかいないわ」

　心配してくれる男に対して、つい強く言い返しながら、男の脇わきを抜ぬけたルーミアは。

　べちゃり──と。

　生々しい音を聞いた。

　脇を抜けたルーミアの目の前で、毛むくじゃらのナニカが数匹ひき、体を擦こすりあわせて押し付けあい、潰つぶしあいながら、なにかにがっついていた。

　大きさは成人男性ぐらいだろうか。

　人型であるものの、その血走ったギョロついた目からは知性というものが感じられない。

　毛むくじゃらたちの足元には、女性のものと見られる細腕と、人一人分ぐらいの血ち溜だまりがあった。

「あなたなんかにぃぃ……？」

　突然のことに体が固まってしまったルーミアの背後で、さっきの男は変な抑よく揚ようをつけながら、振ふり返った。

　その顔はまるで煮にえたぎっているお湯のように気き泡ほうだっている。

「おいおいおいおいおい、なんかにはないだろぉ、心配してくれた人に対してなんかにはょおぉおおおぉ……」

　気泡は破は裂れつして男の顔を変質させていく。

　ゆっくりと人の顔から黒色の毛が生え、その毛の合間から血走ったギョロついた目が、ルーミアの背中を捉とらえる。

　バグベア。

　悪い子供を食べるとされる人型の妖よう精せい。

　奇きっ怪かいなものであるそれは、当然だと言わんばかりに、当たり前のように、そこにいた。

　──最近。

　──この付近で行方ゆくえ不明の人が増えていまして。

　──人ひとりの体を絞しぼったような血だまりができているんです。

　──化物が人を食い殺しているのではないか。と噂うわさされているのです。

　脳のう裏りに浮うかぶは、工事現場の男が言っていたあの噂。

　あれは、ゾンビのことではなかったのか。

　考えてみれば。今、考えてみれば分かる話である。

　奇っ怪なるものを退治するために動いているゾンビ。

　そんな彼が奇っ怪なるものらしく、人間を襲おそうはずがない。

　彼にとって人間は守る対象なのだ。

　奇っ怪なるものは殺す対象である。

　まあ、そんなこと、彼のことを敵だとは露つゆほども考えていなかったあの頃ころに考えろ。という方がムリな話ではあるけれども。

　ずきん。と胸が痛くなる。それはきっと、今までと違ちがう理由で。

「悪い子だなあぁ？　お前、悪い子だなあぁぁ!?」

　かパァ、とよだれが溢れる、牙きばの生え揃そろった獣けもののような口を開き、男はルーミアに襲いかかった。

　ルーミアの魅了チヤームは、彼女の眼を対象が見ることで発動する。

　それはあの陰おん陽みよう師じのように『眼を見なければ』発動はしない。例えば、背後から強きよう襲しゆうなんかも、一手かもしれない。

　吸血鬼を退治するのなら──不意討うちが効果的だ。

「くっ……！」

　背後から襲いかかってくる存在に勘かん付づいたルーミアはスカートが体に巻き付いてしまうぐらい速く体を回転させながら、振り返る。

　振り返ると──バグベアの顔は醜みにくく歪ゆがんでいた。

　歪んでいたというか、めり込んでいるというか。

　顔面が外からの力で内側にくぼんでいた。

「くぺっ──」

　声というよりは殴られた時に漏もれた音、かもしれない。

　右ストレート。

　ルーミアの耳に届くか届かないかぐらいの速さで、バグベアの顔は高級車とゾンビの銀の拳こぶしに挟はさまれて、トマトのように弾はじけた。

　大きく側面がへこんで、赤い血がへばりついた高級車は隣となりの車を巻き込みながら、大きく一回転する。

　盗とう難なん防止の非常ベルが遅おくれて地下駐ちゆう車しや場内に反はん響きようする中、ゾンビは振りぬいていた右腕をゆっくりと下ろそうとする。

　──助けた？　私を？　助けてくれた？

　ルーミアの頭の中を、一いつ瞬しゆん、そんな言葉がよぎった。

　彼女の体は一瞬、動きを止める。

　ぐるん。と。

　その時を待っていたと言わんばかりに、ゾンビの体がルーミアの方を向いた。

　ゆっくりと下ろそうとしていた腕が急加速。体を捻ひねりながら、ゾンビは腕を振りぬいた。

　拳が地面を擦るような大振りのアッパーカット。

　ルーミアはギリギリで頭を後方に反らして躱かわそうとしたが、銀の拳は彼女の鼻先を掠かすった。

　鼻がもげてしまったかのような痛みが全身に広がる。ぞわっと全身の毛穴が開いて、脂あぶら汗あせが垂れる。目を見開いて、悲鳴を絞りだした。

　転げ回りたい気分だったが、舌を千切れるぐらいまで嚙かむことで耐たえる。

　口元をつつー、と血が流れた。

「うん、なるほど」

　頭を失ったバグベアの体が仰のけ反るようにして倒たおれ、その前でゾンビは血のついた銀の拳を眺ながめる。尋たずねるように、ゾンビは言う。

「やっぱり銀なだけ──鉱物なだけあって、充じゆう分ぶん打撃武器としても使えるね」

「どうして……その、バグベアも攻こう撃げきしたのよ」

　また、私のことを助けてくれたの？

　ルーミアの問いに、ゾンビはなんともない風に答える。

「人に害する化物は倒す。そう言われているから」

「……っ」

　それはつまり、あれと私は同じだということか。

　あなたにとって、あれと私は同じだということか。

　ルーミアは顔をぐしゃりと歪めた。

　ゾンビは、自分を退治するつもりだ。あのバグベアとなにも変わらない、人に害する化物として。

　それなのに、ルーミアはまだ、戦う意志を固められないでいた。

　どうしようもないのか、どうにかできないのか。必死に考えていた。

　体も意志も、逃にげていた。

　だから。

「行きなさい」

　さっき眼を見ることによって魅了チヤームにかかったバグベア三匹に『ゾンビを襲う』よう命令した。

「おっと」

　ゾンビは少しばかり驚おどろいたような表情を浮かべてから、目の前にいるバグベアをその銀色の拳で殴なぐりつけた。粗そ暴ぼうな獣の顔は血と細々とした肉に変わり、飛び散る。

　それを気にする様子も見せずに、残った二匹のバグベアがゾンビを押し倒してのしかかる。

　品のない、知性が微み塵じんも感じられない声を荒あらげながら、二匹のバグベアはゾンビに襲いかかった。

　バグベアは悪い子供を食べるだけの妖精に過ぎない。

　弱者を食くらう妖精。

　だから、強者である吸きゆう血けつ鬼きを殺す為ために造つくられたゾンビに敵かなうはずがなく、三十秒も足止めをすることも出来ないだろう。

　だけど、それでいい。殺さず、自分が再び身を隠かくせるだけの時間があればいい。

　──そして、そして……どうしたらいい。どうすればいい。私は？

　問題を先送りにしているのを自覚しながら、彼女は一心不乱に盗難防止用の非常ベルがけたたましく鳴り響ひびく地下駐車場を駆かけ抜ける。走りづらい服装を今いま更さらながらに後こう悔かいした。

　ゾンビの視界内から身を隠そうと高級車の鋼はがねの網あみの目をかいくぐり、駆け巡めぐり──目の前に一本のビンが放ほうり投げられた。

　中身の見える透とう明めいなガラス製のビンで、その中身もまた不純物が徹てつ底てい的に排はい除じよされたような無色透明の清水のようだった。

　卓たく越えつした吸血鬼の視力で捉え、それがなんなのかも理解したルーミアは、逃げようと体を捻ったが、それよりも先に、小さなビンは爆ばく発はつした。

　清水ならぬ聖水が辺りにまき散らされ、それが身に触ふれた途と端たん、その矮わい軀くからは想像できないような苦痛の声をあげる。

「ぎ──ああああああっ!!」

　全身をくまなく襲う激痛。耳のすぐ横で、鼓こ動どうが響く。

　髪かみが、皮ひ膚ふが、肉が、骨が。溶とけていく。

　ぐりん。と白目を剝むいて意識が途切れる。しかし、激痛で意識は無む理り矢や理り引き戻もどされる。

「ぎぎ、あがっあぐぅ……っ」

「おいおい、吸血鬼。どうして悲鳴なんてあげる。聖水のシャワーなんて、身も心も洗われるようでこの上ない心ここ地ちよさだろう」

　体を痙けい攣れんさせて、言葉にもなっていない声を漏らすルーミアの前に、一人の男が立った。

　白い布で顔の上半分を隠して、白しろ装しよう束ぞくに身を包んでいる。

　土つち御み門かど接道は、顔の下半分だけでも分かる薄うすら笑いを浮かべて、そこにいた。

「それともなんだ、身も心も汚けがれているお前は洗われると消えてなくなるのか？」

「か、ばっ……な！」

「喚わめくのなら好きなだけ喚け。人に自分の短所を見せるのを嫌きらうお前の為に人ひと払ばらいをすませてある」

「はっ、あ……ど、うりで……こんなにも騒さわがしい、のに、人が来ないはずよ……」

　肉が焼けて、爛ただれて、溶けていく。

　さながら硫りゆう酸さんでもかけられているかのような状態で、ルーミアはゆっくりと、子こ鹿じかのように体を震ふるわせながら立ちあがる。接道は少し驚いたような素そ振ぶりを見せる。

「まだ動けるのか、元気だな」

「と、うぜん……一体私を誰だれだと思っているのかしら」

　瘦やせ我が慢まんだ。

　体に浸しん透とうするように行き渡わたる激痛は、体をよじらせながら喉のどが嗄かれるぐらい絶ぜつ叫きようして、悶もだえ苦しむには充分すぎる。スゥ、と息を吸って、悲鳴をあげられたらどれだけ楽か。

　しかし、意地っ張りで見み栄えっ張りな彼女に、敵を前にしてそんな恥はじさらしなことが出来るはずがない。唇くちびるから血が出るぐらい牙で強く嚙み締しめながら、ルーミアは接道に相対する。

　相対して、腕うでを組んで胸を張る。

「この程度のもので私を退治できると勘かん違ちがいしているなんておこがましいのよ」

「なるほど、弱っていても吸血鬼ということか」

　しかし接道は笑ったまま、表情を変えようとしなかった。

「なんだ、俺の血を吸って体力を回復しようと画策しているのか？　やめたほうがいい、お前のような汚れた存在が俺の血を吸えば、腹を下すぞ」

「まさか」

　ルーミアは消えかけている意識をなんとかもたせながら、吐はき捨てるように言う。

「あなたの血なんて一いつ滴てきもいらない。ぐちゃぐちゃに潰つぶして、そこら辺に捨ててやるわ」

「おお、恐こわい恐い」

　接道はおどけるように口元を歪めた。

　ニヒルに、笑った。

「なら、お前を近づかせる訳にはいかないな」

　ドン、と背後から背中を押された。

「え？」

　強めの力で肩かたを押されたルーミアはバランスを崩くずして前のめりに倒れかける。

　──なに、が……？

　ルーミアは空中で体を半回転させて振ふり向く。

　背後には。

　バグベアのものだと思われる血を浴びたゾンビが銀の拳を振りかぶっていた。

　その拳は半回転したことで向き合う形になったルーミアの胸を、的確に捉とらえた。

　胸の奥にある心臓を、寸分違たがわずに、捉えた。

「はぐ──っ!?」

　ルビーの瞳ひとみを大きく見開き、顔を歪める。

　ゾンビは、そのまま銀の拳を倒れていくルーミアの胸にめり込ませながら地面に叩たたきつけた。

　胸にめり込んでいた拳は勢い余ってルーミアの体をあっさりと貫つらぬいて。

　心臓を破は裂れつさせた。
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　パン──と。

　さながら空気がパンパンに張り詰つめられた風船が割られたような音が、駐車場の中に軽く響いた。

　無論、現在人払いの結界が張られているこの場で、風船を割るなんて吞のん気きなことをするような人がいるはずもなく、そもそもそれは、風船が割れた音ではない。

　心臓が割れた音だ。

　銀によって象かたどられた腕とアスファルトの地面に挟まれて、ザクロのように、中身をぶちまけながら、四散した音だ。

「かっ──」

　白と黒の交じった、オセロみたいなドレスに、銀色の腕が突つき刺ささっている。

　真っ白な部分が、赤く染まる。真っ黒な部分が更に黒々となる。

　銀の腕に散る血は、触れた途端に蒸発して消えてなくなり、銀の美しい光こう沢たくが失われることはなかった。

　そして心臓を失った吸血鬼は──。

　喉が潰れんばかりに叫さけんだ。

　眼めが飛び出さんばかりに、泣き喚くように、顔面をぐしゃぐしゃに歪ゆがめながら、体を後方に大きく反らせて口から血を吐きながら絶叫した。

　狂くるったように叫び暴れた。

「俺は一つ、不思議に思っていたことがある」

　悲痛で悲ひ惨さんな悲鳴に鬱うつ陶とうしそうに目を細めながら、接道はルーミアに近づきながら言う。

　しかしその声はルーミアにはよく聞こえなかった。聞こえなかったというか、聞く余よ裕ゆうがなかった。

「吸血鬼ってやつは太陽や聖なるものを嫌う、闇やみの帝てい王おう、夜の支配者のはずだ。死さえ超ちよう越えつした奇きっ怪かいなるもの。そのくせにどうしてか『杭くいで胸を貫かれると死ぬ』なんて弱々しい弱点をもっている。それがずっと不思議だった」

　が、と接道は一いつ旦たん区切ってから言う。

「しかし今回貫いてみて分かったよ」

　体中に染しみ渡る激痛に悶えるルーミアを見下ろしながら、接道は言う。

「邪じや魔まなんだな。杭が」

　例えばここに丸めたティッシュペーパーが目め一いつ杯ぱい、ギュウギュウ詰めにされた箱があるとしよう。

　その中の一部をもぎ取ると、詰め込まれていたティッシュペーパーはそこを埋うめるようになだれ込んでくる。

　しかしそこに杭を差し込んでみたらどうだろうか。

　ギュウギュウ詰めになっているティッシュペーパーは、それが邪魔になってなだれ込むことが出来ない。

　それと同じことが吸血鬼の身にも起きている。

　再生しようとしているのに、既すでにそこには詰め物があって、再生することが出来ない。

「しかもその詰め物は吸血鬼が苦手とする『銀』だ。再生しようとする度たびに体が溶けて痛いだろ」

　再生能力があるが故ゆえに続く苦痛。

　それにルーミアは悶え続ける。不死だからこその痛みに泣き喚く。

　それでも、ゾンビは銀の腕を引っこ抜ぬこうとすらしない。

　本当に、敵なんだ。

　本当に、私を殺す気なんだ。

　胸の奥がきゅうっと痛くなる。

　心臓は破裂してしまったのに。

　じゃあ、この痛みはなんの痛み？

　この涙なみだは、なんの涙？

「しかし、意外としぶといな」

　接道は少し驚おどろいたような口調で言う。

「予想としては心臓を貫いた時点で殺せると思っていたんだがな。というか、心臓を貫かれたんだから死ねよ。不死身か……だったな、そういえば」

　その言葉は、彼女に妙みような冷静さを与あたえた。

　思考を放ほう棄きしていた頭に、考える余裕を与えた。

　──予想外だった？

　それはおかしな話だ。

　格上の吸血鬼であるルーミアを相手取るために血液と心のないあのゾンビをよこしたのはもちろん、この男で間違いないのだろう。

　ともすれば、あのコウモリ傘がさに紙し片へんを仕込んだのもこの男なのだろう。

　あの紙片には見覚えがあった。ゴーレムと接道が襲おそい掛かかってきたときに投げつけられた紙片と同じものだ。

　彼の行動、その目的は総じてルーミアの弱体化にある。

　強きよう靭じんな肉体と強力なスキルを保持している相手と戦わなくてはいけない。

　そんな時、相手にとって不利なステージを利用する。もしくは、そのスキルを弱体化無効化するというのは、自分を鍛きたえ上げるよりも恐おそろしく簡単で、手っ取り早い方法だ。

　自分を持ち上げるのではなく、相手の足を引っ張りおろす。

　特に吸きゆう血けつ鬼きのような、強力なスキルを持っている分、弱点も多いものには効果的な手段だ。

　だから、この作戦は間違っていない。

　だからこそ気になる。

　だからこそ違い和わ感かんがある。

　どうしてあの時、ゾンビはルーミアに血液を渡してきたのだろうか。

　弱らせようとしている相手に、どうして塩を送るようなことをするのだろうか。

　敵に塩を送るのは、双そう方ほうが対等だからこそ美徳なのであって、格上にそんなことをするのはただの自殺行こう為いだ。

　しかも。

　──そのことを、こいつは知らない？

　知っているのなら、予想外だとかそういった反応はしないはずだ。

　血液を飲ませたうえでも、殺せるとふんでいたのだろうか。

　いや、それはさすがに計算が甘いとしか言いようがない。

　もちろん、ブラフという可能性もあるが、今の反応が噓うそだというのはにわかには信じがたい。

　ということはつまり、ルーミアに血液を渡したのはゾンビの独断専行ということになる。

　──どうしてそんな行動を？

　楽しいとか悲しいとか苛いら々いらするとか、そういった感性のない彼がそんな意味のない行動をするとは思えない。

「ねぇ……あなた……」

　ルーミアはゾンビに声をかけた。

　喉のどの奥で血が泡あわ立だつ。小さな蚊かのような声だった。

「ん？」

　と、ゾンビは言う。

　話している相手の胸に腕を突き刺しているとは思えないような反応だった。

「あなたは、こいつの命令で動いてるの？」

「動いてる」

「こいつの命令を守るの？」

「命令を守る」

「命令どおりに動くの？」

「命令どおりに動く」

「命令は、破らない」

「そうだね。僕の主人は──彼だから」

「お前ら、なにこそこそ話してるんだ？」

　接道が、口をへの字に曲げながら言う。

　ゾンビは話すことをやめた。

　命令は破らない。命令を守る。命令どおりに動く。

　つまり、言われたことはやる。

　言われたことは、忠実に。

「しかしまあ、死なないと言うのならしかたない──予定通り、お前を完かん璧ぺきに、完かん膚ぷなきまでに殺すとするか」

　接道は手を大きくあげた。

　それが合図であったかのように、地下駐ちゆう車しや場が大きく揺ゆらいだ。

　揺れによって更さらに胸を抉えぐられたルーミアは、一度大きく仰のけ反る。

「ああ、ゴメンねルーミアさん」

　謝られても困る。

　と言うか、謝るなよ。

　悲鳴をあげないように唇くちびるを嚙かみ締しめながらルーミアはゾンビを睨にらんだ。

　ルーミアの風穴を更に大きく広げた地じ震しん。

　その揺れの震源は地下ではなかった。

　地下ではなく地上──接道の頭上からだった。

　接道の頭上にはさっきまで無かった亀き裂れつがはしっていて、そこからパラパラと土ぼこりが接道に降りかかる。

　それを鬱陶しそうに払はらい除のけながら、接道は頭上を見る。

「もう少し静かに行動できないのか──ゴーレム」

　もう一度、地下駐車場は大きく揺らぐ。

　それと同時に接道の頭上の亀裂は更に広がり、天てん井じようはあっさりと崩ほう壊かいした。

　接道が一歩後ずさり、彼の眼前に多量の土ど砂しやとアスファルトの塊かたまりが落下した。

　ぽっかりと空いた大穴からは、巨きよ人じんのものかと見誤ってしまいそうなゴツゴツとした腕うで──否いな、人の腕を模している瓦が礫れきが姿を見せている。

　落下したアスファルトの塊は、中に強力な磁石でも仕込まれているかのように吸い寄せられ、瓦礫の腕を更に肥大化させる。

「命令したものは探してきたか？」

　返事はない。

　そもそも返事をする機能自体ついていない。

　みようによっては、寡か黙もくな仕事人に見えるかもしれない。こんな図ずう体たいの仕事『人』なんていないとは思うが。

　ゴーレムは、昨日の最大時よりも少し小さくなっているようだった。しかしそれでも、この駐車場は少し窮きゆう屈くつそうに見える。

　そんなゴーレムの片腕は、ゾンビと同じように『銀』で埋め尽つくされていた。

　銀で出来た食器や調度品。

　玄げん関かんホールにあったあの銀製の天使像も埋め込まれている。

　百パーセント。全すべてが銀で象かたどられている。

　壊こわしたものを磁石みたいにくっつけて肥大化する能力。

　それはつまり、こうするためにあったのか──。

「さすが百人単位で人が住んでいる場所だな。探せばこれだけの銀も見つかる」

「う、えを……壊した、の？」

「後でちゃんと修復しておくさ。さて、ゴーレム」

　名前を呼ばれたゴーレムは頭らしき場所を動かす。

　接道はルーミアとゾンビをアゴで指す。

　そしてひどくあっさりと命令する。

「『化物』ごとあいつをその腕ですり潰つぶせ」

「なっ……!?」

「おい、『化物』。その腕を絶対に離はなすなよ」

「分かってるよ」

　ルーミアの驚きの声をよそに、ゾンビは驚くほど冷静に返した。

　ルーミアはそんなゾンビの目を、信じられないという風に見る。

　ゾンビはルーミアの瞳ひとみを見つめ返す。

　望み、憧あこがれ、恋こい焦こがれていた天敵は魅了チヤームに囚とらわれる事なく、首を横に振ふる。

「ゴメンね、ルーミアさんの動きを止めるよう僕は命令されてるから」

　僕は命令されてるから。

　ゾンビは至し極ごくあっさりとそう言った。

　命令は破らない。命令を守る。命令どおりに動く。

　言われたことはやる。

　十言われたら、言われた十をやる。

　それを止めるには。

　支配権のない彼女が、それを止めるには──。
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「……っ！」

　ゾンビが言いたいことに気づいたルーミアが声にならない悲鳴をあげたのと、ゴーレムがそのゴツゴツとした銀の腕を振り下ろしたのは、ほぼ同時のことだった。
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『フランケンシュタインの化物』は苦く悩のうしていた。

　生まれた時から既すでに死んでいる彼は、ヴィクター・フランケンシュタインによって強靭な肉体と類たぐいまれなる知性を与あたえられたが、バラバラの死体を継つぎ接はぎ合わせて創つくられたせいか、その見た目は醜しゆう悪あくの一言に尽きた。

　それゆえに創造主に見捨てられ、彼が死体から創られたという事実さえ知らない社会にさえ、見限られた。

　狂きよう気きを孕はらんだ実験の末に誕生した彼は、始めから孤こ独どくだった。

　生命の謎なぞを解き明かして、自在に操あやつろうという、狂くるい狂った計画の完成品である彼は、つまり、『創る』ことが目的だった彼は──誕生した時点で、既に終わっていた。

　誕生してから何かをしないといけないわけでなく。

　醜悪な見た目のせいで誰だれも近寄ってこない。

　無価値と孤独に苛さいなまれた彼は、与えられてしまった知性で、苦悩していた。

　自分の存在価値について。

　自己の存在について、苦悩していた。

　私は一体、誰なんだ。

　私は一体、何なんだ。
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　そんな彼をベースに創られた『　　』は悩なやんでいた。

　苦しんではいないけど、悩んではいた。

　自分の存在価値について、悩んでいた。

　とはいえ、彼は『フランケンシュタインの化物』と違ちがい、創ることが目的ではなく、目的のために創られた存在であり、自分の存在価値というのはつまり、その目的を達成することで、別に悩む必要なんてなかったのだが。

「……」

『　　』が初めてその違い和わ感かんに気づいたのは自分が着せられている服についている名札を見た時だった。

『ゾンビ』

　同時期に創られたゴーレムと違い、感性はなくとも知性はあった彼は、金属の板に彫ほられたこれに何かしらの意味があるらしい、ということは分かった。

　気になった『　　』は、創造主に尋たずねることにした。

「その名札の意味？」

　創造主はいつも通り、円柱形の水すい槽そうに囲まれた所にある机に座っていた。

　円柱形の水槽の中には、アメーバが人の皮を被かぶっているみたいな、気味悪く気色悪い異常の異形が浮うかんでいる。

　なんだかよく分からない液状の薬が入ったフラスコを眺ながめながら──それに映っている『　　』を一いち瞥べつしてから創造主は答えた。

「お前らを見分けるためにあるんだよ」

　人形製作者である彼は、基本的に人型の『なにか』しか創ることはなく、それゆえにどれがどれだか分からなくなってしまうこともたまにあるらしい。

　それを防ぐためにネームプレートをつけたとのことだった。

　創っておきながら見分けがつかないなんて一体どんな了りよう見けんかと思ったが、どうやらこの人形遣づかいには最終目標があり、それを『創る』ために何百もの人型の『なにか』を創っているらしい。

　ネーム。名前。

　ということは、この『ゾンビ』というのは自分の個人名めい称しようなのかと尋ねると創造主は。

「いや、死体から創った奴やつはとりあえずゾンビって区別しているだけだ」

　と返してきた。

「『フランケンシュタインの化物』は血と肉で創られた『ゴーレム』だと説明されているものもあるが、俺からしてみれば、死体が動いている時点で『ゾンビ』だな」

　フランケンシュタインの化物、ゴーレム、ゾンビ。

　創造主はそんな言葉を使って『　　』を表現した。

　ただ、どれもこれも『　　』自体を説明しているようには思えなかった。

　つまるところ、これは自分の名前ではないらしいと『ゾンビ』は思った。

「あー、ダメだあ。これもまた失敗だぁ。どうしたら出来るんだよ、人間は」

　手に持っていたフラスコを投げ捨てる創造主を置いて、『ゾンビ』は部屋を後にした。
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『ゾンビ』と『ゴーレム』は極東の島国に送られた。

　自分たちを創るよう創造主に注文した男がそこにいるらしいからだ。

　男の住むマンションの部屋で、ゾンビとゴーレムはゾンビが渡わたした手紙を読み耽ふける男の前で並んで立っている。

「なになに『注文通りフランケンシュタインの化物をベースに創ったけど、ジャンル的にはゾンビだから死体しか食わないから気をつけろ』か。全く、変なところで凝こり性しようなのは変わらないな」

　手紙を読みながら独り愚ぐ痴ちる男は土御門と言う。

　いや、土御門というのは日本の退たい魔ま師一族の総称であるから『彼』を表現するなら『接道』の方が正しいか。

　彼に名札をつけるのなら『接道』であるはずだ。

『人間』ではない。

　接道は手紙を読み終えると目の前にあるテーブルに置いた。

　椅い子すを回転させて、接道は後ろで待機しているゾンビとゴーレムの方を向いた。

「なあ『化物』」

「……なんですか？」

　最初、その『化物』というのは自分ではなく、隣となりにいる自分より『化物』らしい見た目をしているゴーレムなのかと思っていたゾンビだったが、どうやら自分に話しかけているらしいという事に気づくと、返事をした。

「お前には感性とか感覚がないというのは本当なんだろうな？」

「うーん……」

　ゾンビは──『化物』は少し悩む仕草を見せてから。

「そんなの、人間に尻しつ尾ぽの使い心ごこ地ちを尋ねるようなものだよ」

「……つまり？」

「初めからないものについて尋ねられても、困る」

「……まあ、あいつが注文以上のことをしても、以下の事をすることはないか」

「それよりも一ついいですか」

「なんだ？」

『化物』が質問してきたことに少し驚おどろいた表情を見せる接道にしかし、気にも留めず『化物』は続ける。

「その『化物』というのは、僕の名前ですか？」

「はあ？」

　接道は馬ば鹿かを見るような目のまま、眉まゆをひそめる。

「そんな名前の奴がいるか。普ふ通つうの神経をしている奴ならもっとマシな名前を考える」

「じゃあ」

　じゃあ、と『化物』は尋ねる。

「僕はなんですか？」

「お前に名前はない。名前をつけた所で、なにかある訳でもないしな」

『化物』の質問に鬱うつ陶とうしそうに返した接道は『化物』の隣にいるゴーレムの方を見やった。

　ゴーレムは微び動どうだにせずに立っている。

　それを確かく認にんしてから接道は再び『化物』を見る。

「さて、そろそろ本題にはいるとしよう。別に俺はお前らとこうして話すためにあのいけすかない男に連れん絡らくをとった訳じゃあないからな」

　接道は机の上に置いていた封ふう筒とうの中から一枚の絵を取り出して、ゾンビとゴーレムに見せてきた。

　絵に描かかれていたのは、一人の少女だった。

　銀ぎん髪ぱつで赤い眼めをしている。死人のように白い肌はだをしていて、口元には牙きばがある。

　こいつを殺すのが、お前たちの仕事だ。と接道は言った。

　ゾンビもゴーレムも、その物ぶつ騒そうなセリフに反応を示すことはなかった。そんな機能はどちらにもなかった。接道は言葉を続ける。




「お前らを造らせた理由。それは、吸きゆう血けつ鬼き退治のためだ」
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　吸血鬼退治。

　吸血鬼とは、読んで字の如ごとく、血を吸う鬼おにのこと。

　いや別に、吸血鬼は頭から角は生えていないし、虎とら柄がらのパンツを穿はいていないし、金棒だって持っていない。

　ならどうして吸血『鬼』なのかと言えば、日本では『よくないもの』を『鬼』と表現するかららしい。

　血を吸うよくないもの。

　血を吸うよいものなんてものが果たして存在するかどうかは謎だけれども、なるほど確かに言い得て妙みようではある。

　──ゾンビの漢字表記は確か食屍鬼ゾンビだったかな。

　──屍しかばねを食べるよくないもの。

　それはすなわち、『屍を食べるよくないもの』の総称なのであって、やはり、『　　』を指す言葉ではないという事なのだろう。

　そんなことを考えながら『化物』はネオンきらびやかな大通りから少し外れた、薄うす暗ぐらく、人通りの少ない道を歩いていた。

　そこは、吸血鬼の被ひ害がいが確認されている場所の一つだった。

　ゾンビは歩いていた。死体は歩いていた。フランケンシュタインの化物は歩いていた。人形は歩いていた。人型は歩いていた。青年は歩いていた。人ひと影かげは歩いていた。

　彼を表現する言葉は幾いくつもあるけれど、彼だけを表現する言葉は見つからない。

　自分がない彼は、片手にビニール袋ぶくろを持って、吸血鬼が現れるのを待っていた。

　彼が接道に任された仕事は吸血鬼の住み処かを探すことだった。

　今のところ吸血鬼の情報はいやというほど少なく、集めようにも吸血鬼を見た目もく撃げき者しやは全員が全員、魅了チヤームにかかっていて吸血鬼に不利になる情報を話そうとしてくれない。

　特性を利用した情報の隠かくれ蓑みの。

　残されるは『人が消えた』という情報と血を吸われた死体だけ。

　なるほど確かに、この情報社会で隠れ続けられるのも納なつ得とくできるし、彼が造られたのも頷うなずける。

　意思のない彼には、魅了チヤームといった人心掌しよう握あくの術は通用しない。なんせ摑つかむ心がないのだから。

　──とはいえ。

『化物』は持っているビニール袋に視線を落とす。

　その袋の中には先ほど退治して食した奇きっ怪かいなるものの生首がはいっている。

　まだ死にたてだからか、ビニール越ごしで触ふれても生温かくて、中にたっぷりとつまっている『血液』の匂においが周囲に漂ただよう。

　もし仮にここら辺りに吸血鬼が潜ひそんでいるとすれば、血の匂いに誘さそわれて、無意識のうちにやってくるだろう。

　──相手は吸血鬼。こうも隠れ回っているんだから、そう簡単に出てこないとは思うけど。

　そう『化物』は考えていたのだが……。

　どん。と誰だれかと曲がり角でぶつかった。

「おっと」

　ぶつかって倒たおれそうになっている彼女を抱だきかかえるようにして、支える。

　今まで一度も太陽の光を浴びたことがないような、真っ白な、小さな女の子だった。

　月光に反射して妖あやしく輝かがやく銀色の髪かみにルビーのような赤い瞳ひとみ。

　フリルがふんだんにあしらわれた、オセロみたいなゴスロリチックなドレスを着た少女だった。

　どこかで見たことがある。『化物』は思った。

　──そうだ、あの絵の子だ。

　そして、その子は言うまでもなく、語るまでもなく。

　ルーミア・セルヴィアソン。吸血鬼だった。

　吸血鬼は体勢を整えると、服の乱れを整えるように服を両手で払はらって、じろり。と『化物』を見た。見定めている目だった。

「……まあ、空腹には替かえられないわね」

「ん？」

「なんでもないわ」

　ひらひらと手のひらを振ふってきた。

　どう反応したらいいのかよく分からなかった。

　分からないうちに、彼女は右手を自身の胸にあててしなをつくりながら『化物』を見た。

「私はルーミア。ルーミア・セルヴィアソン」

　彼女はそう名乗った。

　吸血鬼ではなく、自分の名前を名乗った。

　少しだけ、『化物』は羨うらやましく思った。

　その後、空腹だったルーミアに首筋を嚙かまれたりしたのだが、死んでいるから心臓が動いていない『化物』の血管には血液が流れておらず、ルーミアは混乱の極きわみに陥おちいっているようだった。

　嚙まれ続けるのも困るし、さっさと血液が流れていない理由を明かそう。そう考えた彼は一いつ瞬しゆん思考してから、こう言った。

「ごめんね、僕の体には血が通っていないんだ」

　彼女のように名乗ったりすることは、できなかった。
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　分かったことがある。

『ルーミア・セルヴィアソン』という名前らしいこの少女は、見た目相応に子供だ。

　妙にプライドが高くて、妙に負けず嫌ぎらいで、自信家で、失敗を認めたがらない。

　その癖くせ追い込まれるとわんわん泣きだすし、けどご飯をあげるとけろっと泣きやんで、でも自分が子供扱あつかいされていることに気づくと激げつ昂こうする。

　感情を感情として、感性を感性として、気持ちを気持ちとして──『楽しい』を『楽しい』として表現できる、感情豊かな女の子だった。

『楽しい』を表現できないというか、そもそも『楽しい』が分からない自分とは、明らかに真逆な存在だと、ゾンビは思った。

「じゃあ送っていくよ」

　自分の目的は『吸血鬼』の住み処を特定すること。

　ゾンビは激昂して疲つかれ切っている所を見計らって彼女に提案した。

　心底疲れていたルーミアは特に警けい戒かいすることなくそれを了りよう承しようした。

　それから二人は人通りの少ない道を並んで歩いた。

「……誰にも言いふらさないでよね」

　地面に視線を落としながら、ルーミアはか細い、絞しぼりだしたような声で言った。

　あまりにも小さすぎて一瞬、話しかけられている事にさえ気づいていなかったゾンビは。

「なにを？」

　と、首を傾かしげながら尋たずねた。

　するとルーミアはプルプル体を震ふるわせたかと思うと、泣いた後だからか少し腫はれぼったくなっているルビーの瞳でゾンビを睨にらむ。

　自身の唇くちびるを嚙みしめながら、ルーミアは言った。

「……わ、私が泣いたことよ」

　本当に、妙にプライドが高い子だ。

　ゾンビはクマの目立つ目を細める。

「言わないよ」

「本当でしょうね？」

　ゾンビはゆっくりと頷く。

　ルーミアはそれが信用できないようで、ゾンビを睨み続ける。

　ここまで感情的だとむしろ清すが々すがしい。

　むー、と唇を嚙みしめながら睨んでいたルーミアはしかし、少し疲れたようで睨むのをやめて再び歩きだした。

　それについていく形でゾンビも歩きだしたのだが。

「ねえ、そういえば」

　不意に、思いだしたようにルーミアは首だけ動かして隣に並んだゾンビを見た。

　なんだろうか、とゾンビが考えるよりもはやく、ルーミアの口は動いた。

「あなた、名前はなんていうの？」

　たったそれだけ。

　彼女からしてみれば、きっと、名前を聞いていなかった相手に、なんとなく名前を尋ねただけだろう。

　それでも、ゾンビは思わず、信じられない。と思ってしまった。

　なにせ、造られてからこれまで、『名前』を尋ねたことはあっても、尋ねられたことは一度としてなかったからだ。

　創造主である人形遣づかいは『ゾンビ』と区分していただけだったし。

　接道は彼の名前には興味を示さなかった。

　誰だって、消しよう耗もう品に名前をつけたりはしないだろう。

　我思う、故に我あり。

　自分がここに存在していることは誰よりも自分が知っている。

　そんな風に言うけれども、本当にそうだろうか。

　中身の見えない箱の中を、誰もが証明することが出来ないように。

　ドーナッツの穴が周りの生き地じがないと存在できないように。

　万ばん物ぶつは誰かが証明してくれないと、存在することが出来ないのではないだろうか。

　存在の証明。

　僕はここにいるという意見。

　君はそこにいるという答え。

　片方だけではダメなのだ。どちらもなければ、存在はできない。

　ルーミア・セルヴィアソンがルーミア・セルヴィアソンとして見られるように。

　土御門接道が土御門接道として見られるように。

『　　』は『　　』であると、見られたことがなかった。

　誰かに証明されたことが、『　　』はここにいると証明されたことが、一度もなかった。

　地に足着いていない、ふわふわとした存在。

　そんな彼に、ルーミアは名前を尋ねた。

　彼を彼として見ながら、ルーミアは話しかけてきた。

「名前、だったよね」

「そう、名前。私は名乗っているのに、あなたは名乗っていない。それは不公平じゃあない？」

　その時『　　』はなんて答えただろうか。

　確か、「死体になる前の記き憶おくが思い出せない」と、そう返したと記憶している。

　間ま違ちがってはいないはずだ。

　身体からだの部位となっている死体には、生前、確かに名前があったはずだから。

『　　』のものではない、他ほかの名前が。

　ともかく。

　とにかく。

『　　』がルーミアを意識し始めたのはきっと、これが最初だろう。

　きっと彼女ならば、自分の悩なやみを解決してくれるだろうと。

　それから『　　』はルーミアを助けようと思い至った。

　吸きゆう血けつ鬼きを退治するために造られた『　　』は、その命令を順守しつつ、ルーミアを助けようとした。

　命令は守る。であり、命令だけを守るわけではない。

　言われたことはやる。であり、言われたことだけをやるわけではない。

　殺そうとしながら、生かそうとした。

　果たして。

　その行動はルーミアを想おもっての行動だったのだろうか。

　それは本人にすら分からない。いや、本人だからこそ分からない。

　人間に尻しつ尾ぽの使い心ごこ地ちが分からないように。

　初めから持っていないものに、それが分かるはずがない。

　せっかく手に入れたおがくずの入った絹きぬ袋ぶくろを、彼は命令を守ってどこかに捨ててしまった。それが欲しかったものだと気づかずに。

　迷い悩んで探して考える『　　』は結局、求めていたそれを、その手で握にぎりしめることが出来なかった。
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　パチリ、と『　　』──ゾンビは目を開いた。

　視界に、駐ちゆう車しや場の天てん井じようがうつる。

　ゆっくりと上半身を持ち上げる。

　ゾンビの前にはルーミアが、接道と向き合うようにして立っていた。

　その胸には腕うで一つぐらい通せそうな大きな風穴が空いている。

　彼女の左手首からは、何かで切ったのか、ドクドクと血が流れていた。

　彼女の体はプルプルと震えていた。

　泣いているのだろうか。

　いや、違う。

　あれは──怒おこっているのだ。

　怒いかり、狂くるっているのだ。

「あなた、本当にふざけたこと考えるのね」

　初め、接道に向けられているのだと思っていたゾンビだったが、話が進まないところをみるに、どうやら『あなた』は自分のことらしい。と気づいた。

「ふざけたことしたかな」

「私に、あなたを殺させるなんて、ふざけてる」

「はは」

　とゾンビは笑った。

　中身のない笑い声だった。

「でもこれで、助かった」

　ビキィ、という音がたしかに駐車場内に響ひびき渡わたると、ルーミアの口からころんと奥歯の破は片へんが落ちた。

「わけが分からないな」

　接道が首を傾げながら言う。

「『化物』を殺してゴーレムの攻こう撃げきから逃のがれたのは分かる。ただ、逃にげる時に『化物』を助ける理由が分からない。尚なお且かつ、なぜ生き返らせる。自分で敵を減らしておいてどうして元の数に戻もどす。訳が分からない」

　接道はゾンビを見やる。

「『化物』、そいつを殺せ。その腕なら、できるだろう」

「うーん」

　ゾンビは少し唸うなってから頭を振る。

「それはできないかな」

「……はあ？」

「だって」

　困こん惑わくの声をもらす接道に、ゾンビはルーミアを指さしながら言う。

「僕の支配権は、もう誰だれも持っていないみたいだから」

　ゾンビはたった今、殺された。

　首をはねられて、殺されて、動く死体は動かない死体になった。

　しかし今ここに、ゾンビはいる。

　どういうわけか、ここにいる。

　理由は単純。ルーミアが、生き返らせたのだ。

　彼女が、自らの不死の血を利用して、ゾンビを生き返らせた。

　破は壊かいして、修復した。

『接道の命令を聞くゾンビ』を破壊して、『うざったくて面めん倒どうくさくて空気を読めなくて、でも、ある意味純じゆん粋すいなゾンビ』へと修復した。

　──誰かが隣となりにいてくれるから。自分は存在できる。

　──私たちは誰かのおかげで存在できている。

　奇きっ怪かいなるものたちの存在は、不安定で、不明確で、不ふ明めい瞭りようだ。

　自ら一人だけで存在することはできず、誰かと一いつ緒しよにいることで初めて存在できる。

　ゾンビは死ぬことで、殺されることで、破壊されることで。

『接道の命令を聞くゾンビ』という自分を消してしまったのだ。

　想い人を殺さないといけない彼女の気持ちは顧かえりみずに。

　とかく言えるのは、その時点で『接道の命令を聞くゾンビ』は消しよう滅めつしたということである。

　接道の命令を聞く義理は、もう、ない。

　まあ、そもそも。

　義理で動くようなやつではないことは確かなのだけど。

「ねえ、そこの陰おん陽みよう師じ」

　ルーミアは言う。

　不ふ機き嫌げんさをそのまま口にだしているかのような口調だった。

「そこのゾンビ、私が貰もらうわ」

「……はぁ？」

　接道は怪け訝げんな声をあげた。眉み間けんにシワをよせて、片眉まゆを持ち上げた。

「私のモノにする。邪じや魔まをするというのなら、潰つぶす。邪魔をしなくても、潰す」

　ぐっちゃぐちゃの、ぎっちゃぎちゃの、ぎったんぎったんに。

　潰して潰して潰して鋳い潰つぶして取り潰して磨すり潰して握り潰して揉もみ潰して捻ひねり潰して叩たたき潰して押し潰して打ぶっ潰して食い潰して嚙かみ潰して吞のみ潰して塗ぬり潰してやる。

　ルーミアは己おのれの牙きばを見せつけるようにしながら、唸り声をあげた。

「はっ」

　接道は鼻で笑う。

　その声は少しだけ震ふるえていた。

「どうせ今回の作戦で壊こわす予定だったやつだ。構いやしないが……元所有者として理由を聞いておこうか。なぜ、欲しい？」

「理由なんて、なんでもいいでしょう」

「まさか、惚ほれたか？」

「……ええ、そうよ」

　ルーミアは不服そうな表情をしながら、頷うなずいた。




「私は彼が好き。だから、私のモノにする」




「こんなやつをか？」

「こんなやつだからこそ、よ。私は、彼が、欲しい」

　強調をするように一言一言区切りをつけて強く言うルーミアの頰ほおは少し朱しゆに染まっていた。

　ゾンビの方をちらりと見る。ゾンビはルーミアの顔を覗のぞき込むように見ていた。

　カメラのレンズみたいな、光景を見ているだけの目は、なにを感じているのかも分からない。なにも感じていないのかもしれない。

　だから良いい。だからこそ良い。

　恋こいは自己満足だ。感情は一方通行だ。私は、彼に、恋をしている。

　それ以上に一体なにが必要なのだと言うのだ。

「四百年生きていても、見た目通り、色恋に生きる子供というわけか」

　接道はくくく、と笑いを嚙み殺す。冗じよう談だんで言ったつもりだったものが当たっていて、なにかおかしそうだった。

　接道は片腕をあげた。

　それに呼応するかのように、背後に立っていたゴーレムも腕を振ふり上げた。

　銀で構成された、吸血鬼を完かん膚ぷなきまでに潰し殺すための腕だ。

「なら、まとめて潰すまでだ」

　接道が腕を振り下ろす。

　ゴーレムも腕を振り下ろす──こともできずに、落ちた。

　銀の場所だけが正確に、的確に斬きり落とされた。

「なっ──!!」

「ええ、そうよ。私は彼と一緒にいたい──だから、今すごく機嫌が悪い」

　ルーミアは手刀の形になっている腕をだらんと垂らす。手のひらは銀に触ふれたせいか、ぶすぶすと焼け爛ただれていた。

　痛い。痛い。痛い。

　が。

　今はどうでもいい。

「あなたたちの思い通りに動いていた自分が許せない」

　腹立たしい。

「浮うわついていた自分が、バカみたいに思える」

　苛いら々いらする。

「なにより」

　一いつ瞬しゆん、ルーミアはゾンビの方を見た。

　そして、接道を睨にらむ。

　犬歯をむきだしに、怒りをむきだしに、感情をむきだしに。

　敵を睨む。

　血がのぼる。

　頭に血がのぼる。

　はちきれそうになる。

　怒りで、憎にくしみで、恥はずかしさで、怨うらみで。

　我を忘れる。

『我』を忘れる。

　我じぶんを忘れる──。

「彼を利用したのは、絶対に、許さない」

　私をここまで追い込んだあなたに、最低限の賞賛と、最悪の苦痛を。

　痛みは一瞬だ。恐きよう怖ふと苦しみは、詰つめ込めるだけ、与あたえてやろう。
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　──今は手加減しているだけよ。本気をだせばこんな木偶でくの坊ぼう。

　目の前の状じよう況きようを見て、ゾンビはちょっと前にルーミアがそんなことを言っていたのを思いだした。

　私はまだ本気をだしていない。

　その時ゾンビは『負け惜おしみ？』と言い返したりしたけれども、目の前の状況を見ると、それは誤りであったことが理解できる。

　負け惜しみなんかではない。

　彼女は本当に、本気をだしていなかった──リミッターを外していなかった。

　一体なにが起き爆ばく剤ざいになったのかは、ゾンビには分からない。

　自分にも一因があることすら、気づいていない。

　それは彼には分からないモノなのだから。

　とにかく。

　彼女は爆発した。

　タガが外れて。

　我を忘れて。

　暴走した。

「どういうことだ……？」

　ゾンビの視界で、接道がそう呟つぶやいた。

　その声は心なしか震えているようだった。

　目の前で起きている状況を理解しきれていない。といった感じだ。

　いや、それはきっとここにいるどれもが同じだろう。

　ゾンビにも。ゴーレムにも。目の前の状況は理解できない。

　しかし、ここで震えた声をだして混乱するような心を、この二体は持ち合わせてはいなかった。彼らは混乱とは無む縁えんの存在だった。

　人ではない二体は、感性の抜ぬけ落ちた二体は、どんな異常事態にもあっさりと適応する。

　違ちがう点があるとすれば、知性のない操あやつり人形であるゴーレムは停止していて、知性のある人形であるゾンビは辺りを見回している。それぐらいだろうか。

　人ではない二体。それはおかしな話だ。ここには、奇っ怪なるものが三体いたはずだ。

　ゴーレムとゾンビ。

　それと吸きゆう血けつ鬼き。

　しかしどれだけゾンビが辺りを見回しても、くまなく探しても、吸血鬼の姿はどこにもなかった。

　──えっと……。

　辺りを見回してもルーミアの姿がないのを確かく認にんしてから、ゾンビは思いだす。

　ほんの数十秒前の事を思いだす。

「彼を利用したのは、絶対に、許さない」

　そう言った直後だった。

　ルーミアの体が、溶とけたのは。

　プツン。となにかが切れてしまったかのように、彼女の体は体を保つことをやめた。

　色は朱しゆ殷あん。

　どろどろと。

　どろどろと。

　まるで雨にさらされた精せい巧こうな泥どろ人形のように、彼女の体は溶けていく。

　それは見ていて気分のいいものではなかった。

　感性も知性もある、普ふ通つうの人間である接道は思わず腕うでで顔を隠かくす。

　どろどろと溶けていくルーミアを見ているのは感性のないゴーレムとゾンビだけ。

　知性も感性もないゴーレムは、そもそも『ルーミア』を見ようとすらしていない。

　ゾンビだけだ。この場で『彼女』を見ているのは、ゾンビだけだった。

「ゴ、ゴーレムッ!!」

　接道は顔を腕で隠しながらゴーレムに向けて叫さけんだ。

「こいつは放ほうっておくとヤバい！　潰せ！　ぶっ殺せ!!」

　接道の叫びに反応したゴーレムの動きは、相変わらず鈍どん重じゆうながらも、迷いのない、間違いのない動きだった。

　ゴーレムはコンクリートの地面に腕を突つっ込んだ。地面をめくりあげ、さながら遠投の選手のように、コンクリートの塊かたまりをぶん投げた。

　四方三メートルほどの大きさのコンクリートの塊は空気を裂さきながら、当たらないことを分かっていて、微び動どうだにしなかったゾンビの横を突き抜け、壁かべにめり込んだ。

　その途と中ちゆうにあったルーミアと思わしき『それ』の溶けている体を抉えぐって。

　位置的には頭があった部分だろうか。

　半円を描えがくように、抉られている。それでも、『それ』は溶け続け、動きを止めない。

　ゴーレムはゆっくりと動き始めた。

　さっきルーミアによって斬り落とされた銀の腕はすでに元の場所にひっついている。

　地面を揺ゆらしながら『それ』に近づくと、銀で形成した腕を振り下ろした。

　駐ちゆう車しや場全体が震えるような轟ごう音おん。

　まるで蜘蛛くもの巣のような亀き裂れつが地面にはしる。銀の腕は地面にめりこみ、それを形成している銀製の天使像の頭はひしゃげた。

『それ』の姿は見えなくなった。

　しん、と静せい寂じやくの音。

　ゴーレムが確認でもするかのように腕を持ち上げる。

　パラパラと破は片へんが落ちる地面には『それ』の姿はなかった。

　しかし、ゾンビにはルーミアが倒たおされたとは思えなかった。

　それは彼女を信しん頼らいしているからとかそういうことではない。

　単に死体がないから。彼女は生きていると結論づけただけだ。

　あの、まるでスライムのような粘ねばっこい液状の状態になったとはいえ、死んだら蒸発して跡あと形かたもなくなるとか、そういうことはないだろう。

　死んだら、死体があるはず。

　それがないということは、彼女はまだ生きている。

　滅ほろぼされていない。滅めつせられていない。

「……戻もどってこい、ゴーレム」

　どうやら接道も同じ結論に至ったようだった。

　こちらも心情からではなく、直感だった。

　どうにも拭ぬぐいきれない、白しら刃はが首の根にそえられているような。

　明確な『死』のイメージ。

　だから接道はゴーレムを呼び戻した。

　ゴーレムはその命令どおりに、体を大きく回して接道の下もとへと向かう。

　その時、ゴーレムの銀の腕から、ひしゃげた天使像の首が、ぽろりと落ちた。

　コ──ン、と軽い音。

　天使像の首が地面を叩たたいた音。




　ゴポリ、と。

　水が湧わきでる音がした。




　それにいち早く反応したのは知性のないゴーレムであった。

　音の正体や理由を考えることもせず、ただひたすら『音』に反応したにすぎない挙動。

　しかしそれは──蜘蛛の巣状に広がっていた亀裂の中に隠れていたどろどろの血液のような『それ』も同じである。

　ならばあの鈍重なゴーレムでは、敵かなわない。

　ゴーレムが振ふり返るよりもはやく、亀裂から飛びだした『それ』は、ゴーレムに八方から纏まとわりつくように──喰くらいつくように、覆おおい包んだ。

「──っ」

「…………」

　誰だれも声をあげない。あげられない。

　静寂に満ちた駐車場の中で、空き缶かんを潰つぶすような音が不規則に響ひびく。

　その度たびに、『それ』は小さくなっていく。

　ガラスが割れたような音が、『それ』の中から確かに聞こえた。

　ゴーレムを象かたどっていた瓦が礫れきが、弱点を破は壊かいされて無機質な物体に成り果てた。

「……壊こわされた？　俺の結界が？　銀は。どうした。弱点じゃあなかったのか？」

　ほぼ無意識だっただろう。

　ゴーレムの安全じや装置くてんを覆っていた結界が破れたその事実にうちひしがれた接道は、二、三歩後ずさった。

　その時、偶ぐう然ぜんそこに転がっていた小石を、踵かかとで蹴けってしまった。

　刹せつ那な──。

『それ』は接道の方を見た。

　見た、ような気がした。

「う、おおおおおおおおおおおおっっっっっっ!!」

　接道は怯おびえの唸うなり声をあげて、懐ふところから紙片を四枚取りだすと、それを自分の前に放り捨てるかのように投げた。

　紙片は宙に貼はりつく。

　四枚の紙片をつなげるように『結界』は接道の眼前に展開する。

　直後、『それ』は『結界』にぶつかった。

　光が撒まき散らされ、青白い色が飛び散る。

「はっ、はっ、はっ……！」

　じっとりとした汗あせが、接道の顔を流れる。

　脂あぶらのような汗だ。

　結界は『それ』を阻はばんだ。

　半はん透とう明めいの壁にべたりと張りつくようにしている『それ』は、結界の向こうにいる接道を見ながら溶けていく。

　結界の力によって浄じよう化かされながら。

　見ていないけれど、見ている。

　目などないけれど見ている。

　うじゅる、うじゅるる。結界の向こうで蠢うごめく『それ』を見て、接道は背筋が凍こおってしまったように感じた。

「まるで眼前のフェンスにぶつかるボールだな。届かないと分かっていても、驚おどろいてしまう」

　と、接道は呟く。

　呟いてから、気づいた。

　札をいつもよりも多めに設置して強化した結界に、『それ』がまだへばりついている。という事実に。

　浄化されながらも消滅することなく。体を削けずられながらも消失することなく。

　ゆっくりと、じっくりと、しかし確実に。

　結界の手前にいる接道の下へと迫せまっていることに──。

「痛みを無視している──痛みを気にする知性すら放ほう棄きしているのか!!」

　痛みも苦しみもなにもかも。

　怨うらみを前に、すべてが塗ぬりつぶされている。

『それ』は接道を吞のみこむか、自分自身が消滅するまで、止まらない。

　接道の顔は一気にひきつり、印を結ぶ腕に力がこもる。

　しかし、どれだけ結界に力をこめても『それ』が消滅することはなく、結界は少しずつ、少しずつ、軋きしむ音を地下駐車場に響かせる。

　吸血鬼の本気は底が見えない。人の全力は底が知れている。

　人外と人間が力比べをしたならば、どちらが勝つかは誰の目から見ても明確だ。

　結界にヒビが入る。

「こ、の……ッ！」

　印を結ぶ接道の手が震ふるえる。震えが腕を伝い、全身に広がる。

　ひび割れた結界の向こうにいる『それ』は接道を見ている。

　接道は口元をひくつかせながら叫んだ。




「化物があああああァァッッ!!」




　瞬しゆん間かん──結界は崩ほう壊かいした。

　脆もろくあっさりと、ガラスが割れたような音を鳴らす。

　その音すら吞み込みながら、『それ』は鉄てつ砲ぽう水みずのように接道を吞み込んだ。

　ぱき。ぽき。こき。ぴき。

　くち。くち。くち。くち。

『それ』の中から、着地に失敗した蛙かえるみたいな音がする。小動物を車で轢ひいたような音がする。なにかを折って千切って潰している音がする。

　その度に『それ』の下は赤く染まっていき、最終的に人ひとり分の血だまりができた。

　そして。

　そのまま。

『それ』はゾンビに襲おそいかかる。

「ああ、なるほど。やっぱり。音に反応しているんだ」

　ゾンビは近くの壁をかかとで蹴るのをやめて、濁だく流りゆうのように迫りくる『それ』に対して、逃にげようともせずに、あろうことか笑った。

　中身のない笑えみだった。

　笑っているだけの笑み。

　笑いながら、両りよう腕うでを開く。

　受け止めるように、抱だきしめるように。

　どろどろとした、粘っこい朱しゆ殷あん色の『それ』は、流れる方向にあるものをすべて吞みこみながら、ゾンビを吞みこみ、喰らいつく。

　それでもゾンビは笑ったまま両腕を伸のばす。

「お疲つかれ──『ルーミア』さん」

　朱殷色の濁流が、姿を消した。

　ゾンビの胸むな元もとに集まるように『それ』は急激に収縮する。まるで巻き戻しの映像でも見せられているようだった。

　不規則に形を変え、特定の輪りん郭かくを成していく。

　ふりふりしてひらひらした、白と黒の、オセロみたいなゴスロリドレス。白磁のような柔やわ肌はだ。月夜に映はえそうな銀色の髪かみ。

　先ほどの『それ』が彼女なのだと主張するように赫かつ々かくと輝かがやく瞳ひとみは、まぶたが閉じていて見えない。

　元の姿に戻ったルーミア・セルヴィアソンは、ゾンビの首に腕を回すようにして、全体重を彼に預けていた。

　ゾンビはバランスを崩くずしてしりもちをつく。左手で上半身を支える。

「疲れたわ……」

　ゾンビの肩かたにアゴをのせるようにしているルーミアは、まぶたを閉じたまま呟つぶやいて、口元を緩ゆるめた。

「疲れるなら、あの姿にならなかったらよかったのに」

　いつも通り、まず気になったことを尋たずねるゾンビに、ルーミアは呆あきれたように、弱々しくも苦く笑しようした。なにか面おも白しろいことでもあったのだろうか。とゾンビは思う。

「私だって、なりたくてなった訳じゃあないのよ」

「そうなんだ」

「あれはまあ、暴走よ。自分を忘れて、ただひたすら暴れ回っただけ」

「暴走……」

　ゾンビはその言葉を反復したけれども、意味は理解し切れていないようだった。

　やはりというか、なんというか。

　怒いかりに身を任せて暴れ回る。ということがさっぱり分かっていないようだった。

「あなたが名前を呼んで、私を思いださせてくれたから、元に戻れたの」

「そうだったんだ。今もまだ怒おこってる？」

「いいえ」

　ルーミアはふるふると頭を横に振った。

「今はとても幸せよ」

　なんだか眠ねむたそうな、夢の中で語っているかのような、ふわふわとした口調だ。

「どうして？　疲れているのに？」

　ゾンビは首を傾かしげる。

　ルーミアは彼の耳元に口をよせた。

「欲しいものが手に入ったから」

「そうなんだ」

「すごくすごく、欲しかったものが」

「へえ」

「だから。いま私はとっても幸せよ。さっきまでの気分が噓うそみたいに、晴れ晴れしてる」

「なにが手に入ったの」

「それはね──」

　ゾンビの体をぎゅう、と両手で抱きしめるようにしながら、彼女はなにか言おうとした。

　しかし、声は聞こえなかった。言葉半分で途と絶だえた。

　どうしたのだろうかと、ゾンビは肩にのったルーミアの顔を覗のぞき込んだ。

　ルーミアは。

　すやすやと寝ね息いきをたてていた。

　安心しきった表情で、心ここ地ちよさそうな寝顔で、眠りについていた。

「おやすみ、ルーミアさん」

　眠っているルーミアを抱き寄せながら、ゾンビは優やさしく呟いた。
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　夢を見ていた。

　どんな夢であったかはいまいち思いだせない。

　夢というのはそういうものだ。内容を事細かに話すことはできないけれども、悪夢か楽しい夢かどうかは答えることができる。

　彼女が見ていた夢は楽しい夢であった。

　欲しかったものが手に入った夢。

　子供みたいにはしゃいだところで夢から目覚めた。なにを手に入れたのだろう。思いだせない。でも、嬉うれしかったのは覚えている。眠りながら、愛いとおしいものを抱きしめるように両手を伸ばしていたのだから、間ま違ちがいはない。

　なんだか恥はずかしくて、ルーミアは頰ほおを赤く染めながら、両手を布ふ団とんの中に隠かくした。

　周りを見回す。部屋の中には誰だれもいなかった。

　見覚えのない部屋だった。

　小さくあくびをして、のそりと上半身を持ち上げる。

　間取り自体はルーミアの部屋と同じなのだが、家具がない。ルーミアの部屋ならば片づけるものがない程度ではあるけれど、家具はあるはずだ。

　まさか、寝ている間に盗人ぬすつとに入られた。ということもあるまい。

「空き家かしら……？」

　そう呟くと、部屋のドアが開く音がした。そっちを向くと、丁度、ゾンビがドアを閉めようとしているところだった。

　靴くつを脱ぬいで部屋の中に入ってきたゾンビは、ルーミアが起きていることに気がつくと。

「あ、ルーミアさん。起きたんだ」

　と言った。

　かなり軽い声だった。

　ゾンビの腕は、すでに元の普ふ通つうの腕に戻もどっていた。バラバラの死体を継つぎ接はぎして造られたゾンビにとって、腕の挿すげ替かえというのは、服を着き替がえるのと変わらないぐらいの気軽さであるのかもしれない。

　ちなみに服は同じ。動きやすそうで簡素な上着にチノパンという服装である。

　腕は挿げ替えるのに服は着替えないのかよ。

　しかしあの腕は、元の腕と一いつ緒しよなのだろうか。死体であれば別の腕でも問題はなさそうだけれども。

「どうだろう。試ためしたことはないけど。今度試してみる？」

「やめて。試さなくていいから」

　ゾンビは自分の腕を見ながら言って、ルーミアはげんなりとした表情を浮うかべる。

　ルーミアはため息をついて。

「それで、私はどれぐらい眠ってたの？」

「一週間ぐらいかな」

「反応薄うすくない？」

「薄いかな」

「薄いわよ。逆にどうして一週間寝たきりだった人に対して『あ、起きたんだ』程度の反応しかしないのか問いただしたいぐらいよ。もっとこう、心配していた。とか、不安だった。とか、気が気でなかったとか。そういうことを言えないわけ？」

　言えないからこそ、一週間だろうが一日だろうが眠っていることには変わりないと判断できるからこそ『哲てつ学がく的ゾンビ』なのだが。

　言っている最中にルーミアは気づいたけれど、文句を言ってしまった手前、最中に撤てつ回かいが出来ない、相変わらずなルーミアだった。

「あはは、次は気をつけるよ」

「次なんてないわよ」

　ひとしきり不満をぶちまけたところで、ルーミアは鼻を一度鳴らして、部屋を見回す。

「それで、ここはどこなの？」

「ルーミアさんが住んでるアパートの空き部屋だよ」

「どうして」

「ルーミアさんの部屋は、もう陰おん陽みよう師じに知られているからね」

　ゾンビは、ルーミアが眠っている間の顚てん末まつを話してくれた。

　接つぎ道みちは死んだ。跡あと形かたもなく──大量の血を地面にぶちまけて死んだ。

　接道が死んだことは、すぐに陰陽師の総本部へと伝わったようで、今ではルーミアは『最優先駆く除じよ対象』として認にん知ちされているようだった。

　駆除って。害虫かなにかか。

「今はもう、ルーミアさんの部屋は調べつくされて、札と人ひと形がたと罠トラツプだらけだよ」

　ゾンビは天てん井じようを指さしながら言う。

　もしやこの部屋は自分の部屋の下の部屋だとでも言うのだろうか。灯台下もと暗しとは言うが、まさかそこまで適当ではあるまい。このボロアパートの部屋すべてを調べて回るはずだ。

「接道の人ひと払ばらいの札を利用してるから、大だい丈じよう夫ぶ。自然なまでに不自然に、この部屋を意識できないよ」

　ゾンビは部屋の隅すみを指さしながら言った。四隅には見覚えのある紙し片へんが貼はり付けられていた。

　自身も接道の札に苦しめられた覚えのあるルーミアは、それ以上言げん及きゆうすることはしなかった。あの男の札ならば、信しん頼らいしてもいいだろう。

「とはいえ、不自然であることに変わりはないし、長くここにいるのはマズいかもね」

　外から慌あわただしい音が聞こえてくる。今もまだ、周りを陰陽師が動き回っているということだろうか。そんな中、外を歩き回っていたのかこいつは。

「そう……っ」

　現状を理解したところで、ルーミアは胸に痛みを覚えた。着ている服の胸元を指でつまんで広げるようにしながら痛みのある場所を確認する。

　胸元にぽっかりと腕が一本入りそうな穴が空いていた。

　どうやらまだ、心臓は再生していないらしい。

「ねえ、血を持ってない？　体がまだ弱ってるみたいなの」

「あるよ。犬と猫ねこと人。どれがいい？」

　ゾンビは持っていた袋ふくろの中から真っ赤なペットボトルを取りだしながら言った。どうやらさっきまで、新しい血液を取りに外に出ていたらしい。

　犬と猫。飼われているやつではないと思いたい。野の良らだろう。野良犬なんてまだいたのか。死体の腐ふ臭しゆうを嗅かぎつけて近づいてきたのかもしれない。

「人のをちょうだい」

「はい」

　手て渡わたされたペットボトルを受け取るついでに、ゾンビの腕に鼻を近づけて匂においを嗅ぐ。

　臭においはなかった。防腐処理はされているらしい。

「どうしたの？」

　ゾンビが尋ねてきた。急に匂いを嗅いでくるのは、さすがのゾンビでも気になるものらしい。反応されると、ゾンビの匂いを嗅いでいるこの状じよう況きようが妙みように恥ずかしく思えてきた。

「いえ、私一週間ぐらい寝ていたのよね？」

　だからルーミアはごまかすように、自分の手の匂いも嗅いだ。臭わなかった。

「その割には臭わないなって」

「ああ、一応毎日、体は拭ふいておいたから」

「ぶっ!?」

　噴ふいた。

　何気なく口に運んだ血をすべて噴いた。

「うわっ、びっくりした」

「な、なななななななっ!?」

　とんできた飛沫しぶきをひょいっと避さけるゾンビを尻しり目めに、ルーミアは明らかに動どう揺ようしている声をあげる。

　耳まで顔を真っ赤にして、涙なみだ目めになりながら震ふるえる指でゾンビをさす。

　しかしゾンビはまるで何ともないように。

「だって風邪かぜとかひいたら大変じゃあないか」

　なんてのたまう。

「……むぅ」

　分かっている。

　このゾンビのその行動にはやましい心なんてものは一つもなく、ただただ純じゆん粋すいに、その言葉通りの意味しかないことは。

　それは決して、彼が人じん畜ちく無む害がいで優しい人である。ということではない。

　ただ彼は、その言葉以上の何か構成するものを持ち合わせていないだけだ。

　それを知っているし、分かっているんだけど、逆に人一倍その何かを持っているルーミアには耐たえられなかった。でも、ここで激げき怒どするのは大人気ない。

　ここは余よ裕ゆうをもって、笑え顔がおでお礼を言ってあげよう。

「いたっ、いたっ、ルーミアさん。どうして蹴けるの？」

　だからゾンビが攻こう撃げきをやめるよう訴うつたえているのはきっと勘かん違ちがいだろう。気のせいだ。

「さて」

　幾いく分ぶんかすっきりしたルーミアは、血液のペットボトルを口に運ぶ。

　胸の穴をふさぐためにも、栄養補給は大事だ。

「あなたの話を聞く限り、ここにはあまり長居もできなそう。ということね」

「そうだね」

「じゃあ、早々に移動を始めたほうがよさそうね」

　ルーミアはゾンビに向けて手を伸のばした。ゾンビは不思議そうにその手を見やる。

「起こしてくれる？　まだ、体が本調子じゃあないのよ。起き上がる気力もないわ」

「なるほど」

　ゾンビは頷うなずいて、彼女の手を摑つかむ。

　ルーミアの口元がつり上がった。悪い笑顔だった。

　引っ張り上げようとしているゾンビを、逆に引っ張った。ゾンビの体は前のめりになり、ルーミアの上半身も勢いよく持ち上がる。

「ふっ！」

　そのまま、ゾンビの額に、自分の額をぶつけた。

　ガツン！　という大きな音。ゾンビの額は少しばかりへこんで、ルーミアの額は赤くなった。

「いったぁ」

「痛くないでしょう。ゾンビなんだから」

「言った方がいいかな。と思って」

　じんじんと痛む額をおさえながら、ルーミアは頰を膨ふくらます。そして、耐えきれなくなったのか、くすりと笑った。

「罰ばつよ。私にあなたを殺させた罰」

「二人とも生き残る道は、あれしかなかったから」

「分かってる。だから、頭ず突つき一回で許してあげる。でも、もう二度としないでよね」

「分かった。二度としないよ」

「よろしい」

　言って。

　またルーミアは笑った。

　なにが面おも白しろいのかは自分でも分からなかったけど、とにかく笑いがこみあげてきた。

「ねえ」

　笑いながら、彼女は尋たずねる。

「あなたはこれからどうするの？」

「僕？」

「そう。あなた。もう、あなたを縛しばるものはないわけだし。持ち主が死んだブードゥー・ゾンビみたいに、あなたは自由よ」

「クレルヴィウス・ナルシスみたいに？」

「なんでそんなマニアックな名前がでてくるのよ……まあ、その通りだけど」

　どうするの？　とルーミアはもう一度尋ねる。

　ゾンビは考え込むようにアゴに手を添そえて、天井を見上げた。

　ルーミアはなにかを言い淀よどむように、口元をもにょもにょと動かした。

　頰ほおは赤くなっていて、気き恥はずかしそうだ。

　意を決したように、口を開く。

「ねえ、あなた」「ねえ、ルーミアさん」

「あ」「あ」

　ゾンビも同じタイミングで口を開いていた。口を開いたまま、二人は固まる。

　ルーミアは、それがちょっとおかしくて「ふふふ」と笑った。

「ルーミアさんから先に」

「私から？」

「うん」

「……もし、もしよ。あなたがこの先どうするか決めていないのなら、私と一いつ緒しよに来ない？」

「ルーミアさんと？」

「そう、私と……どうかしら？」

　ルーミアはゾンビの表情を窺うかがうように、ちらりと見上げた。

　ゾンビの表情は変わらない。彼の表情からなにかを感じ取るなんて、不可能だ。

「いいよ」

「ええ、そうね。分かってる。あなたは自由。好きに生きていていい。私のもとにいる理由なんて──え？」

「いいよ。僕は、ルーミアさんと一緒にいる。僕は、ルーミアさんについていこうと思う」

　と言った。

「……え？」

　思いがけない一言に、ルーミアは何度かまばたきを繰くり返す。

　ゾンビは構わず言葉を続ける。

「僕からのお願い。僕も、ルーミアさんと一緒にいたい」

「どうして？」

「ルーミアさんは僕に『僕』を教えてくれたから」

　それは、とても単純な答えだった。

　明快で、彼らしい答えだった。

「だから、ついていく。もしかしたら、ルーミアさんは、ドロシーかもしれないから」

　ゾンビは、ルーミアの前に跪ひざまずいて、その顔を見る。

　二人の顔の位置は、丁度同じ高さになっていた。

　手を伸ばす。まるで誓ちかいを立てる騎き士しのように。




「もっと僕に、『僕』を教えてよ。もっと僕に、『心』を教えてよ。ルーミアさん」




　ゾンビのお願いにルーミアは少し驚おどろいてから、口元を緩ゆるめた。

　必要とされていることに対する喜びとむず痒がゆさが同居しているような。

　嬉うれしいような恥ずかしいようなもどかしいような。

　そんな表情。

「わ、分かったわよ」

　ルーミアは言う。そっぽを向いて、顔を真っ赤にしながら。胸に手を添える。

「色々教えてあげるわ。任せなさい。私は百識。あなたよりもずっとずっと賢かしこいんだから」

「うん。期待してるね。ルーミアさん」

　ゾンビは笑いながら言った。ルーミアは恥ずかしそうに鼻先を指で搔かいた。

「それじゃあ」

　すっと、ゾンビの方へと手を伸ばす。

　寂さびしさを埋うめてくれる、自分と並んでくれる誰だれかに向けて。




「私と一緒にいてくれる？　不ふ楽らく」




「……え？」

　ゾンビは差しだされた手に自分の手を重ねようとして、止めた。

　その目はゾンビにしては珍めずらしく、きょとんとしていた。

「ふらく？」

「そう、不楽。フランケンシュタインだから、フラク。漢字は、不利の不に楽しいで不楽」

　ルーミアは空中に指で文字を書くようにしながら言う。

「あなたの名前。名前がないと、不便でしょう？」

　ルーミアは自分のセンスを褒ほめたたえろと言わんばかりに胸を張って威い張ばっている。

　そんな彼女を尻目に、ゾンビは自分の手を見つめるようにして硬こう直ちよくしていた。

　──名前。

　──不楽。

　──僕の、名前。

「どうしたの？」

　ルーミアは固まっているゾンビの顔を、不安そうに上うわ目め遣づかいで覗のぞき込む。

「気に入らなかった？」

「ううん」

　ゾンビは首を横に振ふる。

　なんだかとっても嬉しそうに。

　宝物を両手いっぱいに抱かかえた子供のように笑った。

「気にいった、すごく。とても」

「そう」

　彼らしからぬその笑みに、ルーミアは少しだけ驚いた。

「今の笑顔」

「ん？」

「今の笑顔は、面白かったわ」

「滑こつ稽けいじゃあなくて？」

「……あなたって、結構根に持つタイプ？」

「覚えているだけだよ。僕は、知らないことだらけだから」

　だから、教えてよ。ルーミアさん。と彼は言った。

「なにが、脳みそが腐くさってるからすぐに忘れるよ……」

　ルーミアはボソリと呟つぶやく。

　不ふ機き嫌げんそうで、でも上機嫌そうでもある。彼に向けて、手を伸ばす。

「じゃあ、そろそろ行きましょう。不楽」

「うん、ルーミアさん」

　差し出された小さな手を『不楽』はしっかりと握にぎった。

　握ってきた細い手を、『ルーミア』もしっかり握り返す。

　寂しがり屋となんでもない子は、お互たがいの存在を確かめるように。

　しっかりと、指を絡からめるように握った。




　ルーミア・セルヴィアソンと不楽──関係開始
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　あとがき




＊あとがきというものを初めに読むタイプや最後についでに読むタイプ、そもそも読まないタイプ、あとがき自体が嫌きらいでそのページを引き千切って引き裂さいてビリビリにしてしまうタイプなど、千せん差さ万ばん別べつ様々な楽しみ方をしている人がいるという事実は、異論を挟はさむ余地もない事実なわけですので、このあとがきではネタバレはなしで行きます。キャラクターの名前すら挙げません。なんならもう、小説の話もしません。




　私、Ｂ級映画が大好きなんですよ。

　サメとゾンビとナチスとエイリアンしか頭の中にないんじゃあないかっていうＢ級映画が大好きなんです。特にサメ映画が好きです。

　シャークがトルネードに乗って飛んでくるやつとか、タコとサメが合体したやつとか、ロボサメとネイビーシールズとか、二つ頭だったり三つ頭だったり五つ頭だったりと忙いそがしいやつとか。

　ゾンビ映画も好きですよ。しっかり特とく殊しゆメイクをしたものから、知り合いを集めて顔にペンキを塗ぬりたくっただけだな？　というやつまで。

　そんなＢ級映画の類たぐいを楽しみながら見ているうちに、恐おそらく体が浸しん食しよくされていったのでしょう。もうゾンビ抜ぬきではなにも考えられなくなり、いつの間にか書いている小説でもゾンビが登場していました。そうです、それがヴぁんぷちゃんとゾンビくんなのです。

　小説の話はしない。と言いながらタイトルが出ちゃったので続けますが、本書は吸きゆう血けつ鬼きとゾンビの物語です。

　タイトル通りです。サメは出てきません。出していいと許可が出たら出したいです。

　ラブコメです恋れん愛あい譚たんです。ホラーですスプラッタです。ＳＦです人間の定義とは一体。ヒューマンドラマです人間殆ほとんど出てないのに。

　好きなものを混ぜ込んだくだんねえ混々物語がこうして一冊の本になるというのは、なんだか奇き妙みようで奇き天て烈れつで、人生色々なことがあるもんだなあ。という感じです。

　二度目があったら、面おも白しろいなあ。

　最後に謝辞を。

　イラスト担当のかとろく様。愛らしいルーミアのイラストをありがとうございました。靴くつのところにある小さな羽が可愛かわいくて可愛くて、文章じゃあこの可愛さ表現できないよ。イラストずるいよ。と悶もん絶ぜつしておりました。

　担当編集様。色々ご迷めい惑わくをおかけしました。これからもかけます。

　執しつ筆ぴつ作業中のＢＧＭ。ｔ＋から始まるハッピーハードコアな人とホーリーなかまってちゃん、馬の骨を従える師し匠しようが主でした。助けになりました。

　最後にネットからのお知り合い。受賞から一年半待たせてごめんね。

　それでは、続刊がでたらまた会いましょう。恐らく次が出るのは十七年後です。


空伏空人


















カバー・口絵・本文イラスト／かとろく

カバー・口絵・本文デザイン／ＡＦＴＥＲＧＬＯＷ
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